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昭和七年八月暴風雨後青島海岸にて

古賀嘉吉氏採集・本校動物事教室所以
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日 向産新植物

宮 吾j宰 文

B向のフロラは来すご手を染めた人がないので全〈暗黒であるといふて

よい、日本での植物分類壊に従事して居る患者で今ヨ迄日向に足跡ぞ留

めない人々が少くはない、旦叉日向の住人で隈な〈探集金して新進の・事

者の鍛定金乞ふといふ迄の篤志家もない務に見受けられる、此二つの事

柄が今日に至る迄日向の植物j種類やその分布の明にされて居ない主なる

原因と忠はれる、日向は植物の種類や分布の上に 日本の内地としては飴

程特獄の地位や占めて居る と考へられるに拘らする新くの如くであるのは

誠に残念なことお謂はさ'るを得ない、軍に自然の科書昼の上からのみでな

く賞用上の農林業からいふて も遺憾な事柄である。元来日本の フロラが

未完成であるのが吾々の震に少なからす3不満・~抱かしむるのであるが併

し地方によっては相官に明にせられ、其上に一地方の植物誌も 出版され

て居る所がある、例へば紀州!とか吉備とか或は東京府下とかいふが如き

てe、或は亦富士山又は日光・箱根山等の知きも既に植物日銀が公にされ

て居る、更に叉調査は十分にしてあるが活字の印刷とはなって居ない地

方も ある、愛媛懸の如きはその一例と謂ふべきである。臼向は植物の種

類が豊富であり、且つ北西部には寒地産の植物そ有L南部には暖地産時

には熱帯近くに産する植物令も産する、それ故種類とその分布の研究に

は少なからお誘惑や感せ しめられるのである、けれきも惜哉その誘惑に

引きかゐる者が多くない、之に旬、引寄せられてもプフックリストに載せ
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られる気遁はない筈であ る、何とかして日向 フロラの完成そして見たい

とは筆者の願望であり叉心ある仁は賛意巻表するに容ではあるまい。

fiIi置としては読者に知何様な感を起さしめるかに就て考へて見ないで

もないが、併し之は質感であり 何等の誇張密交へて居るものではない。

年来筆者が採集 して居 り叉昨年以来期遁の先輩lこ敬令受け又最近牧野

先生会迎へて示教を例J~ 、 't::'中から少くと も 日向と しては新 しい植物 と思

はれるものに就て筒翠な説明ぞ描けゃうと思ふ。

(1) ホトトギスの一種 昨年十一月一日に尾鈴IJIへ登山の蹄主主に

林道のトロッコ遁の側の岩石の間で得たものである、之は植物体が懸霊

ずる様になって居る 、ホ ト、ギ スも時には懸垂する容-0示して居る こ止

があるがそれよ りも更に著 しし、、花は淡硫黄黄色を帯びて居る、草丈は

長い方で通常 40-50Cm位にはな る、之が最も著しい特徴 として は葉脚

力Z翠を抱ρて居る ことで、此性質は従来知られて居るホ ト、ギス類には

未?ご審て見ない形質である、従て此ー形質のみを以て新種 と駕すのに十

分の債値がある、とは牧野先生の御設である、何れ正式の記載と共に新

たに命名されて護表さるることと思ふ。産地は濁 り此地方に留まらす3東

日杵の西部から西臼杵地方にかけての一帯であらうと考へられる、開花

期は十月中旬が盛期であらう、他に産地そ求めたいと忠ふ故諸君の街l官

設~願ふ。

(2) 包ウガメダケ 之は先般牧野先生が双石へ行かれた際に自ら

盤見せられたものである、双石山下の腕道の雨側に在る、一見した所で

はメダクと何等異る所がない、併し:先生はタクの種類には極めて精通し

て居られるから一寸眺めて直ぐに何か異駅伝認められたと思はれる、そ

こで'ffi:ぐに近いて幹ぞ見ると果せるかなメダクと の差異を忽ちに震見さ

れた、それは.揮の下部に著しく毛茸の費生して居るこ Eである、最も此

毛茸は本年生の竹に良〈現はれ古い竹では治失するか左なくとも少1くな

って居る、其他の貼に就ては筆者も未't:詳細に比較研・究をして見ないか

ら弦に記することは出来ない。そこで先生は郎座に日向メダクの名や下

された。

十一月二十三日に筆者は釧島の海岸へ濁で出掛けた、目的はノヂギク

に在ったのであるが諸種のl麗地植物や見るぞ得て誠に楽しい一日を過ご

した、其際海岸のl幻地で高度20米位の所に之と同じ竹の繁茂して居るの

に相過して喜1:、といふのは先生に之ならますご他の地方にある様に思ふ

と鴻べて置たのナごからである。双石と此所との駅況からすると幹の太さ

( 2 ) 

2量
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{ま j ダナ程に太くはならぬ様に思はれる、叉簡を見るとその上部が j グ

ナよりは飴程膨んで居る。之も宮崎勝内の分布と更にその性駅とや詳に

したいと思ふ、諸兄の街l観察をl臨ふ。

(3 ) ヒゴタイ の一種 之は昨年青島の先の白混と内海との海岸で

始めて採集したも のである 、高さは良〈生育すると五尺以上となる、諜

lま根生築には荒い蝕剥があるが初生のものは披縁令錯して居り長さは略

vi20糎位にもなる、主幹の上部で分岐して各位!闘に頭状花巻着け之れが

紅紫色会帯び中k に美しい、観賞植物とするの位値があると思ふ、本年

温室の西側でーが!~咲いて居るがm.~生諸君の中に気付かれた方がある 1: ら

うか、一枝も採られて居ないのぞ見るとまナご措楽にされた人はなさそう

ナご、併し校庭の植物から脂薬会作ること令奨励する意味ではな い。

此植物の鑑定を中井猛之進博士に乞ふた所が Saussureaamara DC.と

認定せられた、牧野f書士は之と意見を異にする様で未1:何れとも決定さ

れない、何れにするも日本で新らしい植物であることは雨熔士ともに認

めて居られる、牧野先生は和名告すクシヒメヒゴタイとしゃうかと調は

れたが、今少し優美で日向令意味する様な命名告して戴きたいと望で置

いた、 筆者は青島村で見出したからアラシマヒゴIタイと命じて服薬会整

理して置たが之も 除り穏蛍ではない。然るに之を寄てから後に植物墜雑

誌第四十六巻十月蹴に中井博士が此植物に就いて記述し S.japonica DC. 

とし和名をヒナヒコタイと命じて護表されて居ること告知った、多分此

名で限定せられること沿忠ふ。

之が産地は濁り青島村のみではない、昨年青井岳方面に於ても採集し

た、叉去る八月に霧島山地方の湯の池と硫黄谷との聞に於ても之令認め

た、ナごから分布は相首に民いものと考へられるが之が今日迄知られなか

ったのは寧ろ不思議でトある。

街序に記すが此植物が自前の先の海岸地帯に在るのに一方青井岳や霧

島山地方に在ることに奇異令感せ.られるかも知れない、併も面白いこと

には白揮の先の方で丁度鯨遁ぞ行くと 曲 り曲った坂途を準で念、に限界が

聞けて太平洋ぞ眼下に見下ろし得るあの下方の海岸には、所謂海滋植物

が絶無であるとは謂lまぬがそれが少 くて山地の植物が甚む多 く繁築して

居る 、ナどから窃かる植物を此地に見出し得るのであらう、此理由は要す

るに潮風の劇しいのが地形の関係から襲来しない錯ではあるまいかο

(4) ハハキギク 之は本年秋に金パスが雰易に来ないことに剛令

煮やして江卒の池迄歩いて行くとふと遁の束側に見馴れない菊花植物の

( 3 ) 
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在るのに気付いたものである、此時は既に花が終りに近づいて居たが翌

日直ちに採って来て標本とした。高さは 1米位になるもので直立する、

花も篭も見るに足らぬ、然かも冠毛t.c-有って種子は遠くに走るから雑草

として始末に終へぬ草である。之は元来舶来品である、それがきうして

此地に入て来たかは不明であるが恐らく貨物の包装の孤にでも附着して

来たのであら う、なぜかといへば大阪、品rll戸地方は以前から此植物が繁

茂 して居るからである、此地には少くも昨年か一昨年かに移入したもの

と思はれる、明年からは空地の至る所に全盛を極める ことであろう、恰

もヒメムカシヨモギのJ践に、橘通が美しくなったり其他に良い揚所が出

来ると同時にこんなもの迄押し寄せて来て日向の自然ぞ破壊すろ のすご、

恐るべiきである。

(5) ヤンパ)1.包ゴタイ 之は琉球以南の地に在るもの として知ら

れて居たものである、十月三十日に野島の巾着島で始めて探集したもの

である、大きいのは高さ 1米位には謹する様であるが岡島で得たものは

僅に80糎位に過't!.ぬ、之は乾燥地で日首りのよい所に在ったからであろ

う、丁度花関して居たが淡紫色の可憐な花である、ータ所に五本あった

から一本ぞ種子用として越して置たらば、後に*1]ったこと ではあるが同

行の青島村小接続長の眼に留まって採られてしまった、併し同島でも倫

他にはあるであろう。鵜芦から更に南の方にも在ることゐ思はれる、其

後卒業生の真木踊太郎君から鵜声で採った標本を建って来て居る ことに

依て筑はれる。すごから此植物も内地としては新植物として数へられるべ

きものである。

(6) ジユスランの一種 双石山で得たものである郎ち同i1Jの詰l防止

の後方の樹林内で省:て見ない一種の色と光揮とを葉が有-って居るので、

之ぞ牧野先生に持参に及.. r所が未't:見ぎる特徴のあるものとして認めら

れた折悪く開花期令.過き'て居り儲かに花を着けたものがあるに過き'なか

ったから、其時に得Tこ標本むけでは完全な調査が困難と思はれるから、

今後直ちに命名令期するこ とは出来ないかも知れぬが併し先生は新たに

命名して盤表されるのではあるま いかと 考へる。元来此類の植物には熱

帯地方・に様k な美しい葉ぞ有つものがあり昔から欧米で一部の人士に裁

培されて居る、;!:l;等の著しいものには到底及tまぬが諜の光・揮や色の様子

が幾分其宅ーのものに接近して居る様にJ41はれる。

ぐ7) リウノウギタ 之は本j'H中部地方では普通の品で敢て珍らし

い ものではない、俳レ寡聞にして米に九州地方に躍するニとは知らなか

< a; J 

' 
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った、所が昨年十一月に日向長井騨附近から可愛岳へ登る途で諸所に之

令見出した、同騨からこ里程山奥の北川村八戸地方で遠藤助教授の採集

されたのも同じくリウノウギ クである と思はれるから、此地方一帯iこ在

り更に大分際の方面にも及で居ること‘考へられる。昨年同研で総ての

舌紙花が管喚に鐙化したのを見出して苗舎も持委 して植えて置たのに誤

りの鋸め鉢から抜き捨てられたのは誠に残念である、或は倫他に 同一性

質巻帯ぶる個体があるかも知れぬと忠はれるから此地方ぞ更に探索する

ぞ要する。

尚弦に遁記すべき面白い事柄がある 、それは宮崎国書館で霊行されて

居る「読書人」第五放に在る記事である、此記事といふのは賀来臨之と

いふ本草・~者が書き留めた「日向探襲記j と 名づく る宿本を轄載したも

のである。郎ち日向で縞物令採集した時の記録である 、その採集は弘化

二年で今から八十七年前に蛍る、弘化二年三月十六日と十九日の所に採

集植物名の中龍脳ギクの名が見えて居る、十六日には域北八幡iから山に

登ったといふのTごから可愛岳方面に首る揚所で見られたものと思ふ、又

十九日には方財島及びメLナ島方面息11ち五倍瀬川の下流地方会歩いたので

ある、そ こで十六日 に行7こ方-面には リウノウギ クは確に在たものと思は

れるが十九日の方面のものは今のノヂギクを見てリウノウギクと見誤っ

て居るのではあるまいか、方財島には未't::筆者は行て見ないがそこと艶

岸・になって居る東海の部落にはノヂギクが甚む津山に在 り、叉/チギク

は海岸地幣ぞ好んで生育するものでふるからである。そこでノデギクの

名は牧野先生に依て明治四十五年に始て命ぜられたのであるからそれ以

前の入 k には知られて居なかったであらう、且つ亦此雨者は飴程良〈似

て居る、開花賞時になると相賞直別がつき易いけれきも春の新芽の1111び

出したばかりの時では容易に判別出来ない、兎に角十六日に採ったのは

リウノウギ クの真正のものであると断 じて宜 しからう、 そうする とこん

なに明治以前に此植物が日向に客在する こと が知られて居た諜となり 、

従って日向産新植物の中に之令加へることは時代遅れも 甚ナこしいではな

いかと 小言や頂戴 しなければならぬことになる、研が此苦手賞は恐ら く明

治から昭和に至る迄の日本の植物撃者には知られて居ないこと b 思はれ

るので、こ治 iこ敢て記述する所以である。

1932. 11. 28稿

( 5 .) 
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宮崎菌類雑記〈五〉

遠 藤
-t:f;"， 
よJ<;

18、アンズタケ Cantharellus cibarius Fr. 

本菌は昭和七年八月二十七日、 蕗島山硫黄谷て'採集したも のである。

全体般黄色してゐて高さ 5.5cmで濯の表面は控黄色 (OrangeBuff) 

裏面は淡樟黄色 (PaleOrange Vellow)舎なす。摺は厚〈、幅は狭〈重

に沿ふて下に 走ってゐる。 Zまは 3.5cmで色は淡陵黄色ぐPaleOrange 

Yellow)令してゐる。 藍の内部は充満してゐて縦に裂くと矢張り悶じ色

をしてゐる。

香カZ丁度杏の果肉の様であるからアンズタクと言ふ名がある。 川村清

一博士に よればカヨモモタ夕、サツキタナ、ウコンタ夕、シパコ、キン

スナギの方言があると U、ふ。

本蔚l立美味な食用菌であるが本邦に於ては飴り知られてゐない。

川村憾士は日本菌類困説第二十闘に明治四十一年八月一日に長野勝上

諏訪附近で採集されたものぞ掲抄られてゐる a

19、ウスタケ Cantharellus floCCOSU5 Schw. 

一名ラッパタ夕、 チヤウ ノフェ、チヨコタタともいひ全体策褐色守し

たラッパ;伏の菌である。形がヨツパの犠で護の下部迄中空となってゐる

誌は黄褐色で梢赤味~1{t]lびてゐて、鱗被創出着 してゐる。

摺は殆んさら同色であるが、 議の表面に比して赤味が少い。内質は白色 A 

である。

本菌は筆者が昭和七年八月二十七日、 霧島山新湯附3liで採集 したが蓋

の直径は 3.5-4.0cmで高さは 5.0-5.5cmであった。叉本校植物製敬室

標本には昭和四年十一月二十三日、 日野教授が霧島山中Hこて採集せられ

た標本があるが、該標品は諜の直径3.0cmで高さは 7.0cm'である。

川村‘博士は其著日本菌類闘読第五十五聞に困示されてゐるが該菌は明

治四十一年八月軽井揮にて採集さ れたとの事である。

20、オチパタケ Marasmiu5 androsaceu5 Linn 

本菌は諮葉上に生余る蓋 0.5-1cmの扇卒な小菌である e 色は黄褐色

で中央部は黒褐色で放射朕の僚会有してゐる。補は白色で疎である。'ft..ー

は細長く丁度針金駅舎なしてゐる。

( 6 ) 
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筆者は昭和七年八月二十五日霧島山索中の栗野岳で多数採集 した。

21、ケガハタケ Lentinus ti昌rinus(Bull.) Fr. 

本菌は漏斗・朕の葦~有するもので蓋の表面は黄褐色にて毛朕の鱗被で

廼はれてゐる。

摺は密で蓋に霊生し、縁端は微に鋸歯会有してゐる。色は白色又は淡

黄色である。

本菌は路傍の朽木や道路の止木等に多〈生子るもので宮崎附近で普遁

の菌である。

筆者は昭和四年七月、西部原の阿木(寄主名不明〉で、昭和七年五月

八日、 霧島山山麓高原村の道路の土11:とした樫の柿木に於て、 叉昭和五

年九月十五日青井岳にてシヒ の朽木に於て採集した。叉昭和七年七月下

北方の本校演習林より二宮金衣郎助教授は樫の朽木上に生 じたるぞ採集

せられ筆者に呈示せられた。 倫此の外昭和三年九月八日、宮崎ii1ljl宮楼の

木より採集せられた標本及び昭和六年三月二十日、日野教授が南那珂郡

本域村河崎農場てd寄主不明のj・3木より採集せられたも のがあ る。

22、テングタケ Amanita pantherina (Dc.) Fr・-

本邦に於ける猛毒菌の一つで、 一名ハヘトリタ夕、へウ タタ とも b叫、

7肢は大きく蓋の直径 15cm.以上に主主しその高さも亦 13cm以上に及ぶ

表面は褐色にてその上に白色のrA被を附着する。内網Jt共に純白色でt:IlU

は塞に離生する。華の中央部には膜朕の鍔を有する。

本菌は普通秋季に笹生するものと信ぜられてゐるが、昭和五年四月宮

崎市外ーツ葉の松原中に笹生せるを金丸豪氏採集したが該標品に付き胞

子を測定したのに)j也子は楕図形で一端稿尖ってゐて色は白色である。大

さは 8-12x 6-10戸のもので川村博士の記載された 10-12x7-9fV
に大穂よく一致してゐた。

筆者は該菌に就き家蝿及び白絹楕菌に及除す有害作用io検したが家雌

では該菌の腐朽するにつれこれに附着した雌は何れもその近くに於て艶

死した。自絹病菌の菌核もその菌傘及び菌柄内にλれてそ の生活力の如

何令検したがー輩夜の聞ではその生活力には何等の彰響がなく何れも生

活力巻保有してゐた。

川村博士は日本菌類園設第三園に明治四十一年十月長野市附近にて採

集したものを図示せられてるろ。

本菌を蝿取りに庭用するには麗k のノウ法があるが本菌は生のものでは

割合に効果が少いから少し腐らせかけたものを紙面にすりつぶして塗っ

く 7 ) 
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ておくか或はこれを焼いて飯t共に練り紙に塗っておくとよい。

23、ハツタケ Lactarius Hatsutake Tanaka 

木E誌は小松林の芝生に生がるもので秋季食用菌中最も早く笹生する も

のであ る。

蓋は 3-5cm、葦の迭は下方に間曲し、中央部は窪んでゐるが充分

聞いた時は大鑑扇卒となる。

全髄淡赤褐色で蓋には同心礎紋-a有する。塞は下端少しぐ尖り、内部

は中2きである。非常に脆弱な菌であって傷合付けるとそこから出る乳汁

は直ちに酸化して臨締色の汚染令現はす。筆者の郷里鳥取騒ではアヰタ

クと呼ぶ。一般に中園地方でいふアヰタクは Russulavirescens (Scha 

eff.) Fr.ぞ示すものではなヤコ

筆者は幼時小感校にては秋の遠足には必歩このハツタク狩りがあった

が一般に中園地万には非常にこのハヅタクの護生が多い。

宮崎螺では河野助教援の談によれば今より二十年頃前迄は本校牧場所

在地たる住吉村には非常に護生が多く、よくハツタナ狩会行った との事

であるが現在でも同所には護症はするが其量は割合に砂い。昭和七年十.

一月十五日、宇都宮泰氏lまーツ薬演で採集し持委された、宮崎附JLIでは

秋季になると野菜賞の女行商人が時折雑菌伝費り歩くのをa見るが大低の

揚合ふヅ fタタで本菌会販費してゐるの令見たことがない。ャ

24、クロヵ，、 Polypolus leucomelas (Pers.) Fr. 

昭和七年十一月十五日字都宮泰氏はーツ葉揮で筆者に呈示されたもの

が郎ら本菌である 同氏によれば宮崎地方・ではナペタクと呼ぶそうである

右標品は蓋の大さ 7cmで表面は黒褐色 (BlackishBrown)ゃなし、

J超級は下に港き不正形をなす。蓋の裏面は白〈管孔は小さい。 lff'ま4cm

直径2cmで色は蓋表面の色に似てゐるが之れより淡く、淡黒褐色をして

ゐる 。

本菌は秋季に生す3る食用菌であるが少し苦味がある。

川村博士は日本菌類園設~二十九固に大正元年十月十日、長野懸上諏

訪附近で採集されたもの会描けられてゐる c 向同博士は本菌の方言とし

てウシピ タヒ(信越j、ヨウジ〔三河J、ラウジンタク〈美濃〉、ナベ

タタ〔信撲の一部、八王子、宇都宮j 、イハ世タ〈富士山麓須走〉、ク

ロカウ f山口、高知、成島〉、オショウニン(信州飯田j、コウタク

(越後柏Ilf奇)-a傘けられてゐる。

( B ) 
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25、キシメデ Tricholoma equestre (Linn.) Fr. 

本菌は晩秋替生する美味な菌でー名キンタナ、 ウコンシ j ヂとも b、ふ

菌全趨が黄色で聞きたるものは略扇卒とな るが中央部は少しく突出す

る。菌蓋は大韓黄色ではあるが柏、結色ぞ帯びた黄色に少しく褐色会帯び

てゐる。中央部の突出してゐる部分は黄褐色 (Saccardo'sOlive)を呈

する。相は黄色で幅庚く、重に糧生してゐる。 韮は国桂状で下部は少し

く膨れ、淡黄色であるの内部は白くて殆んき充質してゐるが少しく中空

のこともある。

川村博士は本菌;æ，大正元年十月二十二日、岡山!麟揮山附~1îに於て採集

せられ日本菌類因説第百七十九固に示されてゐる。

筆者は昭和七年十一月十五日 、宮崎市外ーツ楽演で宇都宮泰氏の採集

せる標本及び昭和八年一月一日ーツ葉産のもの金二宮助教授より寄贈せ

られた標本とを有するが岡地では本菌のことぞ才キナパと呼んでゐる。

26、アカヤマタケ Hygrophorus conicus Fr. 

本菌は蓋は尖れる園錐形t.eなした鮮紅色の美しい菌である蓋の直径

2.5-4cmで其(Jj周囲は不規則に凹突をしてゐる。潤る時は多少粘性が

ある。干問は淡黄色稀に白色、茎tま5-8cmで黄色をなし、繊維質で多少

振れてゐる。

本菌は夏秋の候多雨の時期に摂地の多い芝生に生十るものであるが筆

者は昭和七年八月二十六日栗野岳山麓の檎林の芝生に多数費生せるを採

集したが宮津教授は同年九月十五日宮崎麟524町に於て採集せられた。

27、シロキクラゲ Tremella fuciformis BerK， 

本菌は白色透明な寒天質で揮山の織袈令作った扇卒な菌である。漢字

で白木耳と書くがパイムール、パモーノレ、ポモーノレと護音されてゐる

支那料理に用ふるものでこの白木耳の出る料理は仲々の上等のもの・だ

そうである。乾燥したもので上等のものは百匁百圏、下等のもので拾図

位であるが仲 k 高値な食料品である。

宮崎附近てーは近年新聞紙上で-盛んに報じられてゐるが、 筆者は昭和六

年八月三十一日に霧島山の小池の火口壁で椎木の倒木に若いものを採集

した。同年七月宮崎市松橋町で野口安吉氏宅の垣に用ひた推木材に生じ

たのを呈示された。叉同年九月 tこは本校林産製造室裏の椎茸裁培用の楠

木に量生した。

C 9 ) 
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春.秋の七草

前田義徳

私が植物採集令初めた蛍初、春、秋の七草程一種云ひ知れぬ援しさを

奥へたものはない。 未だに春が来れば春の七草-a思ひ、秋となれば秋の

七草会思って、 それ等の中に秘められた色h な俗説-a思ひ起しては1哀し

い気分に浸って居る。そして春の七草と云へば彼の奮暦正月七日の七草

の粥を忠ひ出し、 秋の七草と云へは:奮暦八月の十五夜会思ひ出すJ慌にな

った。

新<M(IA並に富ん?と春秋の七草に就ては、色々な本に警かれて居るが、

その多くは性状とか或はその中に秘められた僻説が主として書かれて居

り、 それ等の利用法に就ては余り菩:かれてない様であるから、私は春秋

の七草の個k のものに就てi渇軍なる性駅と利用法とに就て苦::~、て見様と

思ふ。

丁度今頃野原を歩いて見ると、秋の七草が今-a盛りと吹歯Lれて居るか

ら、先づ秋の七草より先に書き弐に春の七草に及t云う と思ふ。それは記

述上都合が良〈、 読まれる方にも便利と思ったからである。

秋の 七 草

高葉集に臼〈、

秋の野に喋きたる花令指折りて掻蚊ふれば七躍の花、萩の夜、尾花

葛花、撫子の花、をみなへし叉藤袴、朝顔の花。

此鹿に朝顔の花とあるは、今翻賞用として作られて居るf&j顔ではなく結

梗の花の事である c秋の七草は以上に説まれて居る通り であるが、之を

植物接上の名艇とその所属科とを示せば次の如くである。

ハギ 宣 科

ス ス キ 禾本科

ク ソe 萱 科-

ナデシコ 石竹科

テ tナヘシ 敗醤科

フデパカマ ゴJドJ 科

キ キョウ tfi杭 科

く10) 
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今之等の個々の植物に就て、間軍なる性駅と利用迭と-:e略記する事に

しゃう。

1ハギ〔萩j

星島名 Lespedeza bicolor Turcz. 

科名 Leguminosae 萱科

性駅

多く山野に自主する多年生家本にして、輩は高さ 5-6尺に謹するも

ので叢生して多くの枝を分つ、幹は冬季全く枯れ歩、故に年童文ぞ経たる

ものは瀧木版をなす。葉{まー柄に三箇長楕固形令なして業尖に軟刺毛あ

り。秋季即ち丁度今頃葉版又は梢頭に紅紫色又は白色の蝶形花を開き、

花後英T.結ぶ。

利用

観賞用として庭闘に培養せられ、栽培鐙種頗る多し。自flち花色に淡紅

色、紅色、白色等あり。丁度十五夜の頃に聞くから十五夜に用ひられる

萩の重〔幹)は之や刈取って縫ゃ其の他色k なもの令編むに用ひられ

る。其他利用は極めて康い。

萩の根iま之を乾燥し細かく刻んで煎服すれば、メマィ、ノボセ等に効

があり、又需要に中毒した時飲めば卓効ありと云はれて居る。

2ススキ(で)

皐名 Miscanthus sinensis Anders. 

科名 Gramineae 禾本科

性朕

別名ヲパナとも云ひ、到る所の原野に生守る宿線性革本なり。年k 宿

根より翠葉を生じ高さ 5-6尺に謹し、秋日長き穂/.emす。尾花と稿す

るは之なり。此の尾花が野会渡る風に鰭<'様は誠に風情の多いものであ

る。

利用

ススキの利用は相蛍に廃いも のである。 田舎では之令用ひて屋根-:e葺

き、若穂は食用となり子供等が珍重して食用にして居る。叉ススキは宿

視の堅牢なるにより砂防用として康く用ひられて居る事は人の良〈知る

所である。

ススキの根華~煎服すれば利尿剤となり、叉搭毒、風邪にも効ありと

云はる。

( 11 ) 
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3クヅ(葛〉

感名 pueraria triloba Makino 

科名 Leguminosae 草科

性駅

山野に自生する纏繰草;本に して、 !lの長さ2-3丈に謹するものがあ

る。葉は大く三箇の小葉から成ることイングン、ササグ等の様である o

秋季葉肢から 5--6 寸の花梗~出し、紫赤色の蝶J~花を聞き、花後大な

る爽~結ぶ。

利用

根を掘り鳴き砕きて澱腕を採取し、葛粉と稽して種々の食料品として

肢く刺用されて居る事は衆知の所である。

クツ'の澱粉ぞ熱湯でとき用ふる時は強J仕剤とな り、血の道ーの柴と して

棋や叩き搾り粉末と して服用するc風却には根.a刻みて甘草等を混じ熊

服すれば震汗剤となる。叉酒毒~ì自すには根 と花と を煎服するか又は粉

末~湯にて飲用すると効がある。

4カハラナテジコ (控婆〉

感名 Dianthus superbus L. 

科名 Caryophyllaceae 石付科

性朕

山野河原に多き多年生革本に して、 輩は高さ1-2尺に成長し、葉は

線i伏披針形で膨起した節-a包んで針生する。9月頃楠1こ淡紅色の花巻開

く、花鱒は五裂して其の縁誌が複雑に深裂して糸の様である。花後小固

形の長角や結び、成熟すれば自ら破れて胡臓の様な種子令散布する。

利用

山野河迭に喋出でた桜愛らしく雅致あるも のであるから之ぞ観賞せら

れる。叉庭園等に植えられて居るものもある。

薬用として子質や煎じて服用すれば利尿、過程、 )跨脱の邪気を去り 、

淋疾ぞ治する効があるが、婦人には堕胎の恐れがあるから懐舵中は用ひ

ない方が良いと云はれて居る。

5 ヲミナヘシ (女郎花〉

感名 Patrinia scabiosaefolia Link. 

科名 Val erianaceae 敗醤科

性駅

山野に自生する多年生草本にで、重は高き3尺許り で奨金艶生ずる。

( 12 ) 
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~は下部のものは甥i伏複葉令なし、上部は細長き小車葉ゃなすか叉は三

裂ーする。初駄に至 b黄色の小花を複葉織花序に着生する。

ゐ 利 m

' 

秋の七京のーっとして翻賞に供し十五夜の装飾用となす外、撒葉は取

って食用に供L得る。

薬用として地下草令煎じ其の汁にて眼を洗ひて良〈限薬となす。叉煎

汁は吐血、卿血(ハナヂ〉、帯下令治し、!醍令排出し、婦人産後の血行

腹痛~治する効があると云ふっ

6 フデパカマ n範主主)
事名 Eupatorium japonicum Thunb. 

科名 Compositae 菊科

性;伏

山林原野に自生する多年生草木であるが、秋の七草のーっとして賞せ

られ庭園に栽培される ものもある。重は図形強直にして高さ 3--4尺で

葉は通常三裂して三出複葉の観を呈するけれ共梢上葉は無裂なるを普通

とす。秋日各枝の先端に淡紫紅色の頭駅花i>織形に着生す。

利用

秋の七草と 1，叉は芳香ぞ有する故に観賞用とされ叉生花用にも供され

る。

薬用として重葉は月経を調へ躍臆(ヨウシ 3・)~除くに煎服して効あ

りと云はれてゐる。

7キキヤウ (桔梗)

翠名 Platycodon grandiflorum A. DC. 

科名 Campanulaceae 桔梗平l

性朕

温暖なる地方の原野iこ自生する多年生草木にして、棄は高さ 2-3尺

に達し闘柱形で質硬 く直立す。葉は楕固形文は披街形で散生する苦手あれ

共叉輪生する事あり。花(立大形で夏秋の頃輩又は枝の頂端に開き形は鐘

献で五裂し、色は紫色叉は白色である。成熟すれば略k 倒卵形令なせる

球形の朔ぞ作り、熟後上部が五裂して種子令出す。

利用

古来より庭園に栽培せられる外生花用として秋の客間令飾るに賞用せ

らる。

撒葉~取りてゆで冷水中に浸し置き、苦l法令去りて後食用に供せ らる

( 13 ) 
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諜用 としては山野じ自生せるものを 4月頃抱取って蔭予 とし、栽培し

たも のは夏土用花盛りの時に筏令掘取り一夜米の白水に浸 じた後 日光に

晒して乾しJ二け必要に肱 じて煎用ずる。 その薬効としては古来から呼扱

病に効ありと云iまれて居り、其fl~銀咳、 1P-f熱喧lIt削として用ひ、叉脚気

咽喉の痛みも迅謹に治ると云はれて居る。

春の 七草

せり、なづな、すぷしろ、す J な、 ~Ilの座、御行、はこ べら、

これぞ七草

此鹿に云へる仰の座は唇形科のホ トクノずには非歩してコ才ニタピヨ

コなり と云はる。秋の七草の所で詑:し、た様に春の七主主の植物墜 tの名璃

及び所属科は弐の様である。

セ リ織 JI~ 科

ナ ヅ ナ 十字花科

ダ イコ ン 十字花科

タウナ

コ才ニ タピラ コ

ノ、ノ、コク.サ

ノ、コ~

七草の粥

十字花科

菊 科

菊科

石骨科

古来奮暦正月七日には七草の粥と稿し、セリ、ナヅナ、スズシロ、ス

ズナ、ホトクノグ、プギヨゥ、ハコペヨ等や共に生のま益出JlJ切し粥に煮 ・
込みて食Lたのである が、今も倫其の賀行令見る地方が多い。

1セリ(芹〉

啓名 Oenanthe stolonifera DC. 

科名 Umbel1iferae 織形科

性駅

到る鹿の水田、課地に自生する多年生草木で-、長い旬枝や出して繁殖

す。春日新首会出し、 業は重羽駅複葉を互生し、 重 と共に一種の香気そ

有す。夏日に花輩令抽出 し白色の小形花t.e櫨撒形花序に排列す。之にイ

ヌゼリ、 4トパセリと栂する種類もあ る。

利用

春の初めその撒~及び撒根撃や採り ~m煮、浸 し物等として食用に供す

水田、話芸地に自生する ものを主に利用するのであるが、 地方によりては

( 14 ) 
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栽培や行って居る所あり。 7干が食用と して利用される のはその特有の香

気ある儒めと、鰍蓮葉が柔い鋸めと忠、はれる。

叉之を煮食其の他の調理法にて食すれば リウマチス及び品1[1経病者等に

有効であり、其他小児の在留L、吐捕するには葉や濃 く煎じて服するが良

いと云lまれて居る。

2 ナヅナ〔持〉

撃名 Capsella Bursa-pastoris Moencb. 

科名 Cruciferae 十字花科

性駅

田園、路傍、庭園等到る庭に自生する一年生革本で、3-4月頃より

夏にかけて4-5寸乃至1尺許りの花翠令制iき、白色四櫛;こして十字形

をなせる小花や聞く、花後三味線のパチの知き果置や結ぶからペンペン

グサとも云はれて居る。

利用

春の七草のーっとして愛される外、奮暦正月七日の七草の粥の中に入

れて食用と きれて居る。

之の根葉共に黒焼きとなし服すれば赤痢、腹痛等に効があり、叉l眠薬

として子質及び~狼令煎服するか、痛む時は棋の汁で眼を洗ふか叉眼に

さして良 L。又花は蔭子としたものぞ臥床の下に布く時は ノi..:a謹くる

の効がある。

3ダイコン 〔雑碕j

事名 Rapbanus sativus L. 

科名 Cruciferae 十字花科

性駅

度〈畑地に栽培せらるお越年草本で、まは高さ 3-4尺イ立になる。地

下には白色の多肉棋を有し、葉lま羽朕に分裂する。春季葉叢の中央より

花重令出し、分岐して淡紫白色の十字花巻開 く。我図説薬中第ーのもの

にして種類非常に多し。

利用

煮金、生食、 漬物等Eして珍重せられる外、色々な調理法により て食

用に供される事は人の良 〈知る所なり 。

大根中にはヂヤスターゼーや多〈含み消化剤 となり、大根の汁は ニコ

チンの毒を消すから煙草飲みが用ひて良〈、更に汁は脆石病に効がある

又大根おろしに水飴を交ぜて常用する と咳止め、被渡期となり、 頭痛持

< 15 ) 
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ちは大根おろしぞ少量品の穴に入れると治する効ありと云(まる。

4 タウナ

原名 Brassica chinensis L. 

var. Toona Makino 

科名 Crucif巴rae 十字花科

性;伏

J~駅はアプヨナに似て梢大なれ共、色浅く葉薄し。本艇は播種栽培後

数年令経過すると、アプタナと匝別し雛くなると云ふ。各地に栽培され

て居るものがあるが、アプヨナの如くは一般1::肢〈栽培されて居ない。

利用

... 

煮食、漬物等として食用に供され、特にその柑1煮は良いと云iまれて居 J 

る。

5 コオエタ eラコ

嬰名 Lapsana apogonoides Maxim. 

科名 Compositae 菊科

性駅

回~Hl、路傍等に自生する草本にして、葉は根生して大小種々のiItÆ亥IJあ

り。重は車10くして小数の枝や分ち、常に地に臥する性質あり。黄色の舌

朕花冠より成れる頭状花や翠上に着生す。古来春の七草の一つに蚊へら

れるホトナノずは、唇形手|のホトクノずに jl~歩して此の種なるべしと云

はれる。

利用

木植物の重葉を傷付くれば、白色の粘液守分泌する事あたかも桑、無

花果のそれの様で本植物は誌の飼料 となし得るとの司王である。

6ハハコグザ (鼠麹草〕

塁塁名 Gnaphalium Multiceps Wall. 

科名 Compositae 菊FI

性朕

別名ハハコ、モチヨモギ、ハウコグサ等と云ひ、春の七草で御行と云

ふのは之の事である。其外地方により名総合Z種k あり、郎ち、ドンコパ

ナ、モチノfナ、トウゴ、 モチプツ、ウジプツ、 コ守ギヤウプツ 、 トノサ?

ヨモギ、トノサマタノfコ、カノ、チチコ、チチコ、コウジノfナ、ツツ.iク'

サ、ネパリモチ、モチグサ、チチク.サ、キツネノタパコ(倉岡地方つ等

( 16 ) 
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なり。到る鹿の原野、問闘に多き植物にして、柔き白毛ある全迭葉を互

生す。秋荷主P生じ、翌年初夏の候に黄色の頭駅花伝梢上に開 く。一種白

色花を有する品種あ りて、シロパナノ、ハコグサと稽するう

利用

葉を摘み取り次汁でゆがきて食用とする e 叉此の葉.a蒸してf.¥iiきたる

もの令米粉と混ぜて粘気多い餅ぞ作る。

Z主葉令採取し、良く乾燥して誌使諜とする。更に花巻摘み取りて蔭干

となし、 煙率の代用として用ふればl紡息や琵する事なしと云ふ。

7ハコベ (繁経〉

襲名 Stellaria media Cyr. 

科名 Caryophyllaceae 石竹科

性妖

別名多く、ハコベ ヨ、ハクペ、ハッカサゥ、ぺンソノレ、ピズル、ネコ

ノ ii、ヒツリ、アサシラ夕、ラシツ'ル等その主なるものなり。山野、

路傍、垣根等到る底に自生する一年生草木にして、 韮iま多少地に卒i臥し

て直立する事少く、まにー伎の毛茸がある。葉は針生しj責卵形である 0

4-5月頃小形の五鱒白色花や開く。

利用

ー本植物の翠葉令空mが良〈食ふ事は入の良〈知る所であり、従て金糸雀

ひばり等の間として1ft"::<利用されて居る。

薬効としては盲腸炎に浸し物として用ひて奇効がある外、浸し物とし

て食するか煎服する苦手によりて婦人の出乳合多量にする効がある。叉常

食すれば脚気症にも効があり 、 Z音mーには藍葉のt1~汁を塗布して良 く、歯

痛には主主楽会盤と共に噛みて良し、叉llil腫物、胃腸病、子宮病等に3釘効

なりと言はる。

む す び

自上で春秋の七草の個k のものに就てその性朕と刺用法との大体や述

べ終ったが、新く由緒深~七草に利用法なんかをこじり付けると七草の

噌 七草たる威厳令損する様にも思はれて恐れ入って居る衣等である。然し

一歩考へを改めて人生に有利に利用されてこそ七草も浮ばれるであらラ

と思ひ、又利用されてこ そ七草は永遠に吾k人類から忘れられないであ

らうと思ふ事によりて安心して居る次第であるつ

く17) 
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キ4レツチトリモチの新産地

j意 JNi 茨

キイレツチトリモチは慰名.:aBalanophora tobiracola Makinoと稽

し、明治四十三年に山口省吾氏が鹿児島蝶揖宿郡喜入村で探集した品に

牧野富太郎博士が前記の名令奥へられたものである。内務省天然紀念物

調室報告、植物之部、第一輯には鹿児島螺鹿児島郡吉野村磯に トベラに

寄生することが記されてゐる。

筆者ーは昭和七年十月十七日農製科第三単年生大紳熊夫君が志布志時の

樹榔島で持臨られた標本及ひJ同年十一月八日教員養成所第一康年生甲斐

政宜f1;ーが宮崎懸南那珂郡南郷村大字中村の海jt，1-のl開業樹林で。採集した二

信i所の生標本ぞ入手する ことが出来た。

大帥君の採集した標本は柏未熟で花穂部が少しく市11長したものであっ

たが甲斐君の標品は成熟したものであったc何れも根輩部が塊駅舎 して

ゐるがこれから三重ぞ出す。全体黄色 (BaffYellowコである が放置し

ておくと暗褐色 (MummyBrown)となる特に根室が早〈鐙色する《童

は放置しておいても割合に鐙色しないがし;かし傷をつけた部は暗褐色に

なる。花穂も採集醤時は黄色であるが放置しておくと褐色 (Cinnamon-

Brown)となる o

今上記の標本会検して見るに枇榔島~の数個の標本は会長 3-5cm で

翠及び花穂は 2- 3.5cm で大抵三重を'抽出してゐる。臨界~~寸産のものは

唯一個の標本であったが矢慌り三重抽出してゐTこ。全長が長いものはさを

長 7.5cm翠及び花穂合せて5cmであったが他の二本はこれよ り短く、そ

の中一本は全長5cm、重及び花穂合せて 3cmで、 他の一本は全長4.5cm

童及び花穂合せて 3.3cmであった。花穂も翠の各k によって相違してゐ

Tこが1.5- 2.5cmであった。

要するにこのキイレヅチトリモチは前記の場所に生かることは未ナご報

告がないから弦に新産地として報告して置く次第である。

倫従来このキイレヅチトリモチの寄主はトペラとしてあるが大詰111及び

甲斐柄君の採集揚所はトペラ及びハマピワの混林であったし、?J..大柿君-

の採集品にはトベラの外に之と異なる様な植物め援があるからハ 7 ピヲ

にも寄生するのではないかとも考へられる。然しこの寄主について俗更

に詳細調査して後日報告する ことにする。

( 18 ) 
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植物分布論には地質時代をも考慮せよ

日 野 巌

本邦の植物の分布駅態を仔細に観察するとliJf..t.奇異な現象に出合する

例へば、伊勢紳宮の面IÞ~ßの植物をしらべ・る と、アi: :'-ダ、ハリガネシダ

カウザキシダ、ボウラン、ツグモチ等があるかと思ふと、チヤウジサウ

やモンゴ・リナラがあるのハ リガネシダ(ま瓜陸、車問、琉球、南九州等に

産する月E熱帯性羊歯であり、ア tシダ(ま窒i号、九州、四国に濯する珍ら

しい羊歯であり、カウダキシダは小笠原島、謹門、琉球、九州、本弁i中

南部に産するものであ.り、ボウランは小笠原岳、 JjIt球、南九州lこ産する

蘭であり、ツグモチは琉球会中心として窓i母、問調に産するものである

所がモンゴリナラは樺太、北海道、本州中部山地にのみ見られる寒地性

の木本である。この植物相の交錯は頗る奇異に感ぜられる。斯占禁な例は

他にも揮山ある。

之令植物接的には如何に解鰐するか伊勢治If]守に就て言へば、ア fシダ

ハリガネシダ等はこの地令分布北限地と看倣し、モンゴ・リナラ等(ま分布

南限地とするのであるが、唯躍にそれだけの解蒋では面白くない。何故

に斯かる分布を生じたかと いふ黒Iljをも決込んで考へねばならない。さう

考へてみると、伊勢神宮前l'苑の植物相も興味ぞ惹くこと が著しい。印ち

あの地は今日の植物分布の理論から言へば蛍然i而掲の植物を有すべき地

ではないのである 3 それであるのに知何にして新かる奇現象令呈するに

至ったか。問題の興味はこ治にあるのである。

この問題争解くのに現在の植物分布から論じては解決はつかない。釘

論、日本の植物?ごけしか知らね人は筒軍に片付けてし まふが、 1世界会遁

じての植物分布の原理と現状令知ってゐる人 k は却って問題令むつかし

く考へるのである。従って、 11t界会通 じての植物の分布令考察し、更に

本邦の植物を見るならば、古I]掲の植物相の著しい交錯は現代の植物分布

の理論から解き得ないのである。をうしても、地史的に時代金遡って考

へざるぞ得ないのである。

太古は地球上何底も殆んき同ーの気候であったらしく 思はれる。 鹿が

第三紀末から地界に著L.1t、愛動力Z起り 、大山脈が出来、大洋が出来、砂

漠も出来て、気候の分布に大きい差異や生じた。それに第四紀洪積11!・に

C t9 ). 
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入り、三回の氷河時代の来襲があり 、その来型の有無と程度は更に著 し

い植物の分布的差異金生ぜ しめた。その後、沖積世に入って暑熱時代が

再来し、多;で温暖となり、今日に至ったのであるが、この著しい地界変

動は植物の港事 と分布に大きい彰響を奥へた もので司あったc 今日 、地理

的に見て同一気候であり地相であるに係ら守、その植物分布駅態を異に

するのは、その地域の気候地相の皆勤lj}(l1阜の程度と共に前地質時代の植

物の後商の存否の程度にも依る研が大きいやうに思ふ。また、現在に至

つては個々の植物の分布力と趨魅力にも 大き い関係があらう。

兎に角、植物の分布には植物自身の分布方法ゃ風鳥海流等による分布

も考慮すべきではあるカヘ地質時代の植物分布も重現せなばならぬと 考

へるのである。

新う考へれば伊勢品rjJ宮市jJ9~の植物相 も筒躍に俳鰐し得る 。 @11 ち、モン

ゴリナヨ等の寒地位分子は氷河時代(初論、本邦には局部的の氷河以外

には氷河時代はない。然し、 気候は頗る寒冷であったらう〉に向下した

植物が遺留 したも のであり、ア tシダ等は暑熱時代に北上したEE熱帯分

子が遺留 したものと考へればよいのである。品ijJ苑にのみ残ったのは品111苑

が古来型地 として保護され来ったためである。

敵洲 Eは新かる熱幣寒帯雨分子植物相の交錯が兄蛍り難し、のは氷河に

よって全燃pIIi代植物相令破壊されたためである。この事宜から考へても

植物の分布iま前地質時代、少くとも第三紀末に遡って考へねばなら ぬか

と思ふ。日本の植物相が著しく熱帯的であり 、且叉、熱寒雨分子植物会

著しく交錯してゐることは既に本誌第二披第四十六頁に詳述しt置いた

が、これはーに氷河時伐の来襲がなく、 怒冷の害が少なかったためであ

らうと考へてゐ る。

北海道さ へも常締i問築樹を相蛍多数に有し、ハギ、サルトリイバラ、

カラスピシヤ ク、 f ツ' スギ等令有 し、 !J~、サ Jレナシ、ノプドウ等の蔓性

植物も相設に著しく繁茂するのは熱帯的景観の極めて低度の表現である

が、敵加l等の植物将!と比較するならば、北海道は著しく熱帯的景観であ

ることに驚くであらう o iヅスギiま輩憾では全島至る 研で見られるが認

熱帯乃至熱哲学的分子である。これが北海道まで分布することは驚くべき

事置である。

ヨたに、 寒地性植物の南下してゐる著しい例令あける。若狭丹後の国境

にある青葉山は海抜僅かに二千尺で、大体から見ても世帯南部の植物相を

示してゐるが、この山に驚くべき事買が寄在する。それは、ヒモカヅラ

( 20 ) 
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イワテハタザホ、クロソヨコーな ~..のあるご とで‘、これは寒地性の植物で

ある。ヒモカツ・ラは千島の色丹島以外にはない寒有干の珍植物であり、ィ

ヲテハタザホは一高尺以上の高山で も珍ら しい寒帯植物であり、クロソ

ヨプも代表的の寒帯植物である。それが、本外1*南部の二千尺足ら予の

山に分布するのであるから 、置に珍ら しいことである。 これらの現象も

地質時代を考慮して解くべきであら う。

植物の分布に地質時代を考慮すべ-きこ とぞ明示する例はま7ごま't:ある

本邦の捕物と大陸の植物との関係ぞ調べると、益輝は支那南部、フイリ

ヅピン、 ? ν一等と関係があり、北海道、樺太はシペ リャ、千島、カム

チヤツヵ、 更に準んでアリウシャン群島から北米大陸に閥係がある。こ

れらの事置は地質感的に見て大陸とl笠間きであったこと、更に前時代に

於ける植物分布の関係省F考へねばならない。本邦の各烏瞬間の闘係も地

質時代を考慮すべきものが多いゃう である。

九州、!の縞物分布と地質時代の関係令考察 してみやう J ゴL:N'I~殊に南九

州lこは前I地質時代からの遺留植物 と看倣すべきものが多い。青島のピロ

ウもその一つである。佐々誤って漂着植物 としてゐるが、これは醤然考

察の不充分からであって、前地質時代からの遺留植物であるつヘゴ もfiii

地質時代からの遺留植物で、薩摩園出水郡三笠村まて-北上してゐる。同

地のものは高さ二十米、根廻九十四センチといふことであるから射:観で

あらう。ヤツコサウは四国lこも産ーするが、ラフレシヤ科に近いー剥ー底

の珍植物であって、これが南7L1'1'I1こ産することは頗る珍ら しいことであ

る。更に、珍らしい熱帯分子はカハゴクサウ科植物であるが、これは海

外では熱帯以外には産しないも のであるのそれが、Fお九州lこ産するのは

頗る珍らしい。 mrくの如く、南九州|は熱帯分子植物lこ富み、特異の景観

そ呈することは世界的に見て興味あること と思ふ。

南九州と北九州は阿蘇山の!噴火で連結されたが、地質・&;!的に見て別k

の島である。植物的に見ても大差があるゃうで、カハゴタサウ科やヤヅ

コサウ事|の植物は北九州には産しなb、。南北南九州!の植物分布上の差異

は地質時代金考慮すべきもの 当やうに思はれる。

南九州1(宮崎騒を主としてj を考察してみて も亦閉じゃうに思ふ。 M
九州に寒地性植物の無いことは高山の1!!~いこと も 一理由ではあるが、陸

地接留の問題からも考察すべきであらう。四国には寒地性分子が存在す

るので往k卒地叉は島政Iにも出現するが、 南九州にはそれがない。

日向卒野が縞物の種類も少〈、叉、珍らしいものが少いのは この地が

( 21 ) 
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地質接的に新しいからである。この卒野は断!爵に よって陥浸したもので

あることは地質感者が既に説明してゐるが、或は一度海中に浸して隆起

した ものではあるまいか。 といふのは、あまり極論かも知れないが、宮

津教授が綾の山中でノヂギクを得て居り、叉、双石山の頂附近にもノデ

ギクがあるのは、こ の地がも と海岸であったためではあるまいか。海l字

性のノヂギクがある事賓と南地が日向卒野の紘迭にある事賓から新様な

推測もつくが、釘論、 これはーの慣設である匂兎に角、植物の分布に地

質時代や考慮すべき一例として述べて置く。

本螺で諸君ーが採集l自として珍重するのは青井岳や行j際山であるが、青

井岳は中生居であり、行膝山は古生居である。この雨地が植物に富むの

は宜なる哉と思はれる o 西臼杵郡高千穂!lH3lil'ま古生暦であるが、気候的

の関係から落葉性の植物に富み、特異の景観を呈するが、高千穂峡谷も

亦頗る植物に富み、 而も暖地性植物の繁茂が著しb、。アテネカヅヨ、?

ヅパラン、才ホパハチヂヤウシダ、オニヤプソテツなきが見られる。オ

ニヤプソテツが何故この地にあるかは面白い問題かと思ふ。

以上、雑然と書き流して申諜もないが、要は、植物の分布を諭するるに

は風や動物や海流なきも重要な因子として考ふべきであるが、更に準ん

で地質時伐の植物分布をも考慮に入れて戴きたいといふことである。

f昭和七年十二月二十八日記〕

熱帯植物雑記

闘 τ量三
ロ 直 三七

ロ

題が漠然としてゐるので、自然簡組となり勝ちでありますが、二三の

熱帯植物会題材にとり不宵令顧みす3少しく蛇足を述べさせて頂き度ぃ。

南ウ Jレ?の常夏の地.しかも海図に生れた私謹には知何して も一葉落

ちて知る天下の秋と云ふ言葉さへ味ふこ と出来得なかった印ち「紅葉春

の花よりも紅なる錦繍の援に飾られ云hJと云ふ犠な晩秋の風景も想像 余

も及ばす3氷雲に劉・しても釘論でした。間続に車問沖縄に始めて旋行され

る方 J々 は春夏秋冬を通じて殆き野外の景色に饗動なく程変身 として林立せ

る熱帯樹木、蔓性捕物の繁茂其の他熱帯植物の景観のー盤する事、異様

(，22 ) 
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に感せ・らるることでありませう。

良く聞かさる事であるが、初めての方が那覇市に上陸して珍しいのは

「ガジマル」の街路樹だ相であるが、其の幹から感しい気根を垂れ、枝

は路上底く蹴ってゐる奇態は一寸面白いものである。地面に若いた気根

の太くなりされが本斡か判らない程度に成長したJH:翻な樹相令眺めては

倫更驚異である。叉野外に出ては「リウキウアカマツJゃ「タプJrフク
ギ」相思樹・樟樹等の森林は熱帯創漂徴するものと云へゃう i 叉彼の章:

科描吻で大人十数人でやっと抱へ得る程に大木となる「デイゴ樹」があ

り夏に落葉して現n瑚の知き樹幹に其紅の花巻着ける其の風景また格別で

ある。

倦て前置は此の位にして青島で吾A が見るソテツ.ピヨゥ・/'"?才モ

ト・クハズ.イモ・ハ?ゴウ・ハカマカヅラ等の知き-植物は私の縛里でーは

至る庭に見ることが出来る。叉圏雲作物 としましてもパパヤ・パナナを

初めとして鳳梨蓉石棺爵位類?ンコwウ・パンノキ等栽培され其の他の珍

しい熱帯事果物の栽培も各所に於て試みられつつあるものも砂くないので

あるコ

タコ J キ

一名アダン(阿旦〉ノキ、シマタコノキと云ってゐる撃名が Pandanus

leclorius Salであってタコノキ科に鹿する植物である。本校温室の第二

控室の中央にパパヤの木とバナ ナの問に植へられてあり、叉第一蹴室に

五鉢小がf<のものが植へられてゐる。

;!~のけばけばしい鋸の歯の如きー丈飴りの葉を頂上から叢生し其の雄

大な姿は誰れしも全く奇異に感やることであらう。此の萌物は鹿児島勝

大島誌から見られるのであるが沖縄全島には山林原野至る庭で普通に見

る熱帯植物の一つであって是は肇聞にも多く南方「フイ官ツピンJr{ 
ンドJ及「ピルマJ等にも分布してゐる相である。其の特異とする所は

斡からは揮山U)気根令出しJJ;の頂上カ、らは多くの葉令叢生して其の南側

と脊面に全く蹴るべからさ'る鋭利な歯を逆立って危険千高な奇態其のも

のである。ましてや一度其の密林〔アグン山と俗に云ふ〉に立入るなら

ば質に其の植物の舵巌な景観tこ驚異を感やるo:rある。

次に此の植物につき漫談的に蛇足を述べさせて戴き度し、っ是{ま樹勢が

強〈土地令選ばi'如何なる1ii薄な土地にも良〈庄育し旺盛な護育会とけ

る時tこは大岩石上に茂ってゐるを見る。元来が操質なorに好適するから

( 23 ) 
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である。叉暴風雨及潮風に劃・しても鑓抗力大なるものであるから海岸地

帯に其の株多くアカウノキや其{出力雑木蔓性組物と茂り合ひー丈五六尺

もあるススキ林は入の到底抜渉し得さ'る茂みぞ到る鹿に見受ける。

此の植物の特徴 とすることは叢生する異様な葉許り でなく捗しい気燥

を春から夏にかけて生すーるこ とである。気根の生理的作用等については

既に御承知のことである故此鹿には質用的方面のこと守少し述べる こと

としますC 此の気授が農家 との緊密な関係にある と云ふのは気根が色k

用途の結閣が底いもので縄 となし造、 草履、魚加に用ひる大きな縄等

となすl了最も強靭なる繊維が得らるから である 。春夏の(皮廷が護生多く

砥に梅雨期の頃最も伸長度大にして柔軟質なものが得らる直径 3-4寸

のもの長さ 3尺以上もーナ月位の内に1ljl長する。特に7J(l!?ki悶潔な鹿に於

て然り。是を11&取り剥皮しj亨さ二分位に裂き乾燥せ しめたものは縄の原

料ーとして供されるのである。但し縄の材料となすものは護生後二、三ヶ

月位のものである。 山野到 る所に繁茂してゐるタコノキが無償{直なもの

でないことは気根初め幹は小屋の柱となし葉は是叉利用の塗多い貴重な

ものにして或時代に於ては農家経慎吾支へ其の主要部会古めてゐた歴史

も有するものである、紙製の所謂こより帽と云ふ帽子の出来なかった以

前に於ては此の葉会原料とするパナマ帽の全勢時代があったのである。

私の七八才の頃迄は此の繊維卸ちパナマ帽の原料の生産は盛であった。

山野に行きア タ'ンの葉の雨縁の据歯*%iの鈎中筋部を除き lcm嶋位に葉

内部-r割裂して持ち蹄り葉蒸箭.にて蒸し、蒸葉令三角定規様の路子板や

以て葉内を除去 し漂白乾燥して組合組織で販質し、得たJ&入と云ふもの

は年k 相官額に上ってゐた。

然るに生産費低廉なる コヨリ l帽の出現は是ぞ座迫脇逐 し今は僅か二三

ク所に其の繊維々とってゐるの-r見るに止る。叉l比の葉は lcm幅位に裂

き乾燥したるものは謹ぞ織るに用ひらわ米要豆類等の如き穀類其他の物

子用の荏は殆き此のアダン来製遊多く多良間謹八重山道と言へば有名で

ある。

叉アダン葉型の上j謹草履の僅廉にして需要多きものである。其の他自

家製胞の際燃料として結構である。

弐に果置であるが三四月頃より開花結宜し翌年の五六月頃熟するので

めるが人頭大位の果置は未熟の内は草色郎ち締色や呈し、パインアップ

ルの即Lに良く似てゐる。而して熟するに蓮れて此の稽球形の来合果iま各

主主果の距離会聞き、::x第に黄色或は赤黄色と箆:って見るからに吾人の味

( !l4 ) 
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flJl>そそる様な7肢と芳香争放つやうになる 2 過熱果の香はー町先方迄も

香るが然し大して美味なものでもなし、。

此の架合果は50乃至60個位の核果よ りな 1)各一つの核果は五角の倒回

錐形にして上面は深い溝渠令備へ径一二寸にして内部は三室に分れ匹や
---ー~、

識し是が ivツカン蟹J Cー名ヤシガニ)の最も好食餌である。故に此

の蟹令誘致して捕節するに能〈利用さる。

此れの果置は本校の標本室で御覧会願ひます。

メヒ Jレギ

今から 4年前沖縄鯨園頭都地庁肱行の際、同郡石川村の南海岸に於て

メヒルギの林令見たことがあるので記述して見たい。

メヒルギiま誰れも知ってゐる如く動物の如く!l古生する却ち胎生現象令

なす特殊な植物であって其の唐名は CalldetiaRheedii Wight et Arn. 

と云ふ。

此の植物は果質中に於て種子が護芽し其の子葉の下部が{ql長膨大 して

紡錘l択の匹軸を形成し此の時伐に於て動物の胎盤同様母体から養分を肢

1&し相首の大きに成長し、此の幼植物は地上に落ち其の先端にある幼担

金泥土中iこ帰入し其底から数時聞の聞に盤根し、その地に活着すると云

ふ貰に面白い熱帯植物中に於いても奇異とさるる植物の一つである。 .

今の三年生は一年の修製版行の際に鹿児島時の西海岸で其の生育して

ゐるの令見壊 したことがある。我が園では此の鹿児島勝喜入村が北限と

云はれてゐるが南方奄美大島、沖縄各島艇を初め忌聞に多く遠くはJ馬来

群島、印度洋に面する海岸地帯或は西ffl度地方1こは ヒJレギ林の震建せる

所が多い相で、然もj主の生育する地域は熱染地域に属する海岸地帯に|授

られてゐる e

石川村のメヒルギ林の琵謹せる地帯が如何なる鹿かと云ふに南は花k

Tこる大卒洋に面し、東と北方iま相嘗高い山岳地~llt?で西の方は卒野であっ

て此の卒地を川が大平洋に住ぎ川口肢く入江となってゐる。従って風波

の荒い海慣とは相訪l陵地内に入って満潮時(玄海水侵入して干潮時は河縁

は陸地とな り無風帯の地域にある関係上此庭に ヒルギ林を形成量蓮せし

めたる研以である。郎ち川の雨岸は泥土で j ヒルギ其の他の禾本科植物

が繁茂し、メヒルギのグロテ スクな幼植物の光景は今に忘れられなし、。

是が他の樹木と異なり珍しいことは其の支柱根令持ってゐるにある。幹

ゃ枝から出された弓朕の支柱根は弓駅部分令天に向け泥土中に入ってゐ

( 25 ) 
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る此の特殊な支柱根が気根と同様な性質のものなることも亦興味深いも

のである。

是は泥土中に生じ従て其の生活現象も他の陸地に生育するものと甚花

異にするf'Ji'が多く支柱棋が斡を支へてゐる知く泥中に入ってゐるかと思

ふと土中からは所k に空中に向って突出てゐるものがある。 是が11![1ちI守

l汲根であっ-rn手眼作用や行ふ重要な機関の一つである。空気の流通事い

泥中に於ては根部品?して酸素に富む~気に鯛れさせるに便利なやう に出

来てゐて其の表皮の気孔皮自によって窓中酸素金供給し得るわけである

倫ほ続行|敏一行の自在百|いたのは「つJ字形に樹幹に留 り吾々が立寄る

と機敏に跳ねて水中に設する彼の トピハゼ魚の多いことである。

，、 コ ー

私がへコ64b見Tこのも メヒ Jレギ林ie見慰 して其の翌日のことである。

林立せろ熱得iE樹林益性植物にからまれて彼の天~~蔽ひ輩倫ほ暗い程

の密林令突進して兎に角一深山ie放渉した。山岳会縫って清水流るる小

川会渡って向ふは山中の卒原である。憩ie求むる一行がffi・ie進める と左

手の山の束面の傾斜面其底には木本羊歯0)へゴの群叢があるではないか

かの批大な直幹と其の頂端の組l裂した葉の叢生してゐる様は傘を蹴けた

如〈風に詣せられ其の悠長な光景会望んでは続行隊一行元気百倍し休憩

きころの騒ではなかった。

群叢と言っても五六本位のものであったが一本は二丈鈴りもあったら

う程の大木で附近には瀦木や他の羊歯類が繁茂し砂磯に富む肥沃な東制

面の地勢の底である。

へコ"はi車間に多く南洋諸島殊にセーロン島迭では其の大群落を見るさ

うであるが、生花用の鉢や妥IJt1'I1宮入、 隼;立等の品IU工物はかねてから見て

ゐたものの其の生育朕態ellち穏花植物の代表的木本羊歯ーへ 3・・ Cyathea

Spinulora Wallの正体を宜際に眺めたのは此の時が初めである。

'" ザ- ナ

宮崎迭に来るバナナは門司から来るものが多く郎ち盛時バナナが主で

ある。台時に於けるバナナの作付面積は昭和六年統計によると 12.218

甲(ー甲は0.978町)であった 5.037.3生7闘の産額を示し全果宜生産の六

割や占め 10.831.074固(商品償額〉金吾が内地に移出してゐる。是は主

に車中州産である。バナナの品種は50蝕種あって別に観賞用の花芭蕉と

C 26 ) 
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て赤い奇麗な花の咲く結宜しない芭蕉がある c 叉野生に近い進化程度極

めて低くしかも貧弱な小形の宣伝勺けるものもある。

普通吾々が食用に供するものの内にも料理用の大形のもの叉宮崎市揚

謹に見る様な移輪出用の北蕉、粉蕉、小笠原、チヤイニーズドワ ーフ等

叉最新種として南洋アヅフソレ種等の系統のものが存在しτゐる。

是が成熟は不完全であって次々と出来て一年中芭蕉の質印ちバナナの紹

へることはない20段 (hand)乃至30段に重った果置を青い内大穂来賓の

角がとれ略丸くなった頃呆梗の催採1&し其の株は識り倒し新に1111長する

二三のIJ&~を之に更新せしめるのであるが、結質迄には栽植後11タ月乃

至12;-月を要 L開花してより l技能迄には夏ならば80日乃至90日冬は 150

日内外かかる結賓採取した母幹は栽培家は識り倒して寸断し閣内に撒布

し肥料とする或は;権肥の原料としてゐるが是は製紙の原料となり草履、

避、帯、細にもするが良く乾して薪とするのも結構である。

一度Jì~~採取した母:幹は仮令其の憧にして置いても自然枯死するので

あるが、放任して置く時は特に株の勢力争衰退し趨株の生産力減退する

が故に牧穫が掠めば直に除き弐k とi手幹の地下部から笹生する吸重郎ち

其の基部輩、達して先端の葉は細〈創駅を呈し:笥l伏の優良苗のみ後語望者と

して用意する一抹から同一駅態の壁育結果をなす可きものや越さ十各愛

育の時期を異にして順弐結果せしめるJ様適宜の部除ぞ行つ日常無く更新

して行くものである。

果買は成熟約二週間前;jJ&取り青の儲荷造り輸送、令なすものであるが、

果物問屋に於ては遁熟作用ぞ施し初めて吾々のl球箆会そそる様な黄色な

パナナとして消賞者の手にλるわけである。

芭蕉樹幹上lこ其の催熟せしめた時は果梗の元からwr衣先端に及ぶもの

である古Z、全部成熟迄待つ時は果梗部過熱となりー費に熟する ことはな

い。然しながら自家用には熟し弐第幹から取って食ひ其の風味是又格別

である。是は南国常夏の地にちるものばかりがn1~ひ得るのであり。 此の

遣の果物星で見る棋な未熟の時'!-~t二採取し人工的に這熟せしめたものと

隔段の差がある。

r:: J'I: ヤ

製名はこれを CaricaPapaya しと稿するが、Papaiaとか PapayaiiX，-

は Papia等と言はれ てゐる。吾園では審瓜樹、木瓜なる漢字そ嘗て支

那にでは審瓜、高諮呆なる字~用ひてゐる。英国では Papaw， Papaya 

( 27 ) 
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ー Treemelon と言ふが然し Papawなる名稽は南米に於ては Asimnaab

ahai e.云ふ果物 と混同さる不便があると云ふ。ポルトガJレ語ではプラ

ジル誌で manaoで通用すると云はれ是は穎の頂上が乳房にCmamma=

11f~乳動物の乳房) 似てゐるからであらう 等 と云ふ。1!J11語は .p且paye 濁乙

では Papaja伊太利では Papaiaと呼んでゐる相である。前に述べ司た蒋瓜

とか Treemelon言はるるのは其の果物の構造が植物啓上Cucurbitacea

に近縁の関係があって甚f類似する鼎iがあるからであらう。

話は横道に這入りますが Papayaと近親のもので 「トナイサウ」があり

近来は植物製者は CaricaceaeとPassionphoraceaeと分離してゐるがかつ

て或植物製者によって同じ Familyに取扱はれた程である と云はれてゐ

る。此の差異は トナイサ ウは蔓性である。

::9'(に歴史についてであるが Papaya熱帯原産の植物にして初めて是が

栽培されt:地域は般需に言へば不明であるが Mexiccoであらうと推論さ

れてゐる。 CountSolms Lanbach氏によると現在栽培さ れてゐるパパ

ヤは Mexicco原産の Caricaの或る麗聞に交雑したことに匹胎ずるもの

なりと言はれ、而して月日米利加迭にも Mexiccoより惇り Hawaiiに現

今比較的多く栽培され、叉其の生産は齢り 多くはないが Australia.Flo・

rida の北部にも相賞に栽培されてゐると云ふ。

吾固に於ても沖縄、車部に於ては随分古〈から栽培してゐたのであろ

が渡来の年代も不明であり、沖縄に来たのは支部、 ?ft漕より{事lまったも

のであらうと云はれてゐるの。iし在来品種は極品質劣等なため明治38年

宮城新昌氏瓜睦在住中農嬰校に建 1)試栽せしめた所好成績を暴け各地に

憤り現在に至ったといふ。普通木質と言はれる部分は多肉質で稚い内

は中容の部分が多いが古くなる と幹は下部より充質して来るのである b

叉樹皮l立制苦な葉跡によって出来た衣褐色の滑かな肌ゃな し齢り側校を

出さす3一本立のもの多い。是は土地の清肥によって謹ふ郎ち肥沃地では

主幹の成長旺盛なるがため不定芽ぞ出すこと は少いが、揚合によると地

上回、五尺の所より数枝に分岐する事がある c 幹のI良.上には直径 2cm，

内外 1メー トJレそれ以上の中空葉柄i.a有 し深裂片の葉を出し日光を受け

るには重なり合ふことなく配列され葉を肢く蹴け・質に奇態である。扇ぞ

かへすが知く風にふわりふわり揺れる悠長さはまた熱帯植物の特徴とす

る景観であ り、樹蔭に憩ふ夏の暑さ凌ぎも爽快なものである。

花は雌雄異株であり(絶針的ものでない〉雌雄異花である卸ち俗tこ雌

木、雄木と言lまれ所謂雄花は園錐花序、花冠は径一寸碧黄色の肉質五裂-

( 28 ) 
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にして住々にしてへウタン形の果置を結ぶ。雌花は短梗の花叢生し花車時

五裂して柱頭五岐所謂パパヤや結ぶ。 此の果賓の横断した70は固形又は

陪んや りした五角形の果物で直径 12.3cm重さ 7.80匁 のもの少 くない。

熟した時の色は控色を呈し陶質は捜紅色に深黄色舎なしてゐ る。 此の中

には大豆大の鍛のある種子会誠してゐて是は鹿賀妖の慣種皮会以て被は

る。

さえに果賓の料理についてであるが熟果は生食の外「ジャムJや飴製造

に用ひ、 青果も其の利用多く 煮食となす外夏の酢物 として瓜類 と食膳を

競く美味さ格別であるo 叉漬物としては砂糖漬、味噌震となし、直米利

加l迭では「γ スクメロン」ゃ胡瓜と同様 に Breakfastfruitとして 叉

Dessertとして最上の果物の相である。

ヨたに是の食用的債値は其の Papainなる蛋白質分解酵素ぞ多分に含有

するためである。 古来 Papayaは肉類と共に煮食すベ しと、 叉牛内は

Papayaの樹に吊して置いて後煮よ と言lまれた程理窟は故にして Pabain

の研究されなかった以前から経験上信せられてゐたもののゃうである。

従て色々の薬用に供せられ熟果は青果と共に其の煎汁は婦人の乳房に又

は煮食すれば泌乳令士宮す と云はれ果物より浸出する白色の果液は化!陸協

防薬タムシ薬 とな り青果を乾操し粉砕し得た拐末は健胃剤 として葉の煎

汁も亦胃薬と して或{ま紳経痛の妙薬と して其の効果を認められてゐる様

である。種震の如きは強烈なる刺戟剤として是が煎汁や妊婦服用する時

は流産に至る と云(まれてゐるの

パパヤの栽培は排水良好な砂質嬢土令好み一旦苗床に於て育苗し二三

尺となった時一株二三本植としτ雌雄の艦定がつけば一本となすのであ

る。ーク年位からは穎TJ&能 し反蛍 1500~-2000 貰のJjX穫を望み得るも

のである。

弐にハパヤの成分表を妻考迄に記載することとするp

回形物 11-14% 次 分 0.53-9% 

蛋由貿 0.4-8% 全糖量 8-11% 

酸 0.06-0.14%

繊維 0.7-1.09%

脂 肪 0.05-0.07%

以上

( 29 ) 
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生自村に自生するオZパス

谷口龍太郎

外山定美氏調ぷるorの宮崎螺天然紀念物調査報告によれば、オニパス

は、児湯郡木城村岩淵、溜池に自生するとあり、種k生育に就て記載さ

れてあるつ

私は生白村にオニパスの自生地のある事会聞き、之が兵備を?臨むる錦に

生目~尋ねた。

場所はA、富吉部落と長嶺部落との殆んさ境の所であり、 B(ま生目紳

赴へ行〈道路から品III江に遁下、る遁へ進み、可成り謹んで一本松が在り、

之より斜めに遁や左に取ると西国の池に出る。この西旧の池である。

Aに於ては二つの池脅見るのであるが、 「上の池」にのみ現在自生を

見るのであって、 「下の池」には数年前迄多くの自生令見たが、今は全

〈紹へたと言ふo

私の見7こ結果は、上の池に於ても、余り多くはなかったのであるが、私

や案内して央れた老人の話しによると、昨年盛んに生じたので、今年は

出来ない年花、と、街叉、その時不幸に水量が多く、水面迄表れて居な

かったにもよるらしい。之が全部Iti前jふのは、稲の成熟の頃ならんと思

iまれた、印私の行ったのは時に於ても早過ぎた恨みがある。

首地方に於てはこの植物やジヤノメ又はジヤノ tと呼んで居る。

街この植物は、池の捕魚作業に甚だ邪魔に成る故に、毎年根元から打倒

するとの事である。しかし児童は之の質.~喜んで食するとひ

本植物の護育良好なる揚合は、藍径一尺五寸乃至二尺の諜ーを着くるもの

は珍らしくないと言ふc

西旧の池印ち B場所に行く上の池を案内して央れた老人によれば毎年

良く自生するとの事。であったが、矢張り、百iIのものと同様、昨年多くの

量生会見たる故、今年iま少しと、若者が説明し C呉れた、郎、期待は裏

切られたのである。

昨年多く結貰目した種子が、未ナご本年は池面に浮いて居るのぞ見た、之

が隔年費生の因と見られる。

之の植物vこ劃する言傍への有無令問ふに、全く聞かぬと言ふ事である

がかな り古〈自生令見るものらしb、。

( 30 ) 
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以上、生目村のオニパス争開軍に紹介したのて'あるが、距離は 小一里

自轄車で-約二十五分、西国の池は、パス利用も良し、 稲の成熟期頃に皆

さん御出かけド成ったら良いと思ふ。

t吾、
手、

ぇ主三!込皇生主醤己目内

主宮崎

室
生
白
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払
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側
関
立
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霧島山麓の穣草 を見る

桐山英則

昭和七年五月八日雨降る中をサク フサウの自生地を見に行〈 。小林中

身思校の陪野先生の御案内で日野先生、遠藤先生、上野勘吾君、 富岡芳雄

君なきと連れ立って出掛けたd 日豊線高原躍に下車し設木-:e経て軍馬補

充部、の牧揚に行く。この牧揚は陸軍軍馬補充部高鍋支部小林仮出所で此

鹿の官有地内にサクラサウの自生があるのである。此庭は霧島山麓でゆ

E 31 ) 
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るやかな多くのE陵からなる草原であり 、東西に走る奮道ら しい帯朕の

凹地の北側の南町しずこ所にサクラサウの群落令見る ことが出来る。 この

時ちゃう き開花JU~で紅紫色の棲花の様な形や したサクヨサウが満開し 「

可愛らしい」と 直感した。 小雨が降ってゐたので雨滴に従ってゆら ぐの

はいぢらしく一二入趣きや添へ捨て雛たいものがあったo

手;にサクヨサウの分類皐1上の位置蛇に形態生態について少し書いて見

ょう 。

分類製上の位置

楼革手|・ (Primulaceae)

挫草底 (Primula)

サクヨサウ ぐPrimulaSieboldi E， Morr， f，spontanea Takeda) 

村・越三千男氏著大植物園鑑令見る と衣の様に書いてある。

サクラサウ

原野に自生する草木にして葉は楕園駅で心臓形舎なし凡て根生ずの四

月頃七八寸の花藍令抽出し原端に撒形花序舎なし紅紫色時に白色の美花

会聞く 。

(翻) 本植物は河岸或は沼津附近の梢々荒摩せる土地の雑草中に繁殖

する草木に して庭閣に移植するより寧ろ郊外植物として趣味あるものな

り。 東京附近にては近郊殊に埼玉~誌と接近せる戸田原(荒川沿岸) の楼

草有名なるものにして花季に散策するもの少なからが。去れご・叉庭園に

栽植して愛頑せらるるぞ以て自然其の栽培品種頗る多く花色も普通は淡

紅色なれε設種として紅、白、絞、淡紫等数十種あり。

宮崎勝史蹟名勝天然紀念物調査報告第九輯(名勝天然紀念物の部)に

よると貯;野氏は生態について弐の様に脱祭されてゐる。

賞地のものは何れ も高距三百米地帯蕗島菩熔岩瑳地表土友砂}寄の原野

で向陽濡潤の地に生育し三月上旬シホカ・7 ギク、 チダタグシ、ォ キナク'

サと共に宿根から決織で毛を密生する小さな葉令生じて群落令なす。花

季は四月中旬から五月上旬に亘り、夏季になれば附近のヵャ、ハギ、サ

ルトリイバラ、カハラヨ モギ、カノレカャ、ヮヨピ、才カトラノ才 の様な

高性蔓性の雑草のために精密せられ、臼光遮断され、葉室共に葉絡素減

少し甑f次枯死のi伏態になり 九月下旬頃には所在令認め ることが出来な〈

なる。この棲草は北海道、本;'1'11こも 産するものであるが九州では此鹿か

ら南には2誌に震見され歩、おそらく 霧島山麓印ち此底が楳草厨の南の限界

であるかも知れぬ。

( S2 ) 
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なほこ の群落は此鹿ばかり でなく更に西の方一キロのJ:ill駈にも少し〈

生育してゐる。しかしこれは少く一本見つけるにも容易な ことでな 《に

この持は僅かに一二本令見つけ出したに過ぎなかった。こ の外日豊線西

小林騨北方-数キロOH也貼にも生育してゐるといふことである。話に よる

と以前にはもっと腐〈分希してゐたもので高原躍前の小溝にも育生 して

ゐないといふ。然るに~頃は減少して路島山麓に於て僅かに三タ所の自

生地金見るに過ぎないと いふ。 きうしてこんなに減少したかといふ蕨狩

の時期に愛らしさにヨ!かされて濫探のためと軍馬の踏みにじるのによる

らしい。植物療上相官重要な此のサクラサウぞ永久に保存したいと思ふ

識者中にはこれぞ天然記念物 として保容しないといふ熱が高じて来た様

であるが、鷹野氏は天然記念物 として指定申請の理由に衣の五ク保守あ

けて居られる。

1. 木密麗.は現時

2. 姿態及び群落の極めて美麗なること。

3. 産地のw，j地に於て少き弘110

4. 本厨の日本的分布上南限なる車!I~O

5. 紹棋に陥らん としつ=ある動。

これより考へて も天然記念物とて指定の債値のあるものと思はれる。

軍馬補充部に於ても保存したいといふ考は持ってゐるらしいがこれや保

害するには馬の侵入するの令防ぐのに*Im~を廻 らす必要あり経費の閥係上

其のま為にしであるらしいが保存践として昔、算を計上すらことも亦宮崎

騒人の務であると忠ふ。

尾鈴山麓石河内の植物自録

遠藤 茨高本吉雄向本 ，正

尾鈴山は宮崎際児湯郡木城村にあり高さ 1450米の高裂であるが筆者

等はこの植物の調査をa企て今はその途衣にある。訟にはその山麓小丸川

流域より 1350米に亘る高鍋営林署石河内事業匝内に於ける描物や記すこ

とにした。本目録に登載した植物の大分部は昭和七年九月二十日より 十

く33) 
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月三日に至る問、高本及び山本の雨名が探集したものである。命本調査

建行上種々の便宜ぞ奥へられた熊本営林局荒川潔氏に厚く謝意を表する

Hymenophyllaceae こけしのぶ科

コナシノプ コウヤコクシノプ

ホソノfコタシノプ

Polypodiaceae うら隠し科

アテネラゴク オミソ .I~ '1ヌワ 51:'

シシガシヨ イハカ.ネゼン"1

'1.1、カ，.;if.、サウ アテカ事シタ.

ホソノfカナワヨピ シシラン

( 34 ) 
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ヒカグヲラピ

タチシノプ

，、:ラシダ

マメツ・タ

ミゾシダ

ペ ニ シダ

4ハへゴ

フモトシタ.

ホヨシノプ

ナチシタ.

キヨスミヒメワヨピ

イハヒトデ

ノキシノプ

ヲヨピ

ヰノモトサウ

コモチシダ

Gleicheniaceae うらじろ科

コシダ

Schizacaceae ふさしすご科

ヅルシノプ

Osmundaceae ぜん まい科

ゼン?イ

Selaginellaceae いはひば科

トウグシノf

Taxaceae いちゐ科

シノプ

シナシダ

シロヤマシタF

ホシタ.

グジグジシダ

ノ、シゴシダ

クマヲヨピ

4ヌシタ.

イタチシタ'

才ホ r\.~、チジヨウシタ.

ヒメワ:7ピ

クリハラン

ツルデンダ

オネバヰノモトサウ

アマクサシタ.

ウラジロ

イヌカ・ヤ イヌ?キ

カヤ ナギ

Pinaceae まつ科

モ t ヒノキ

サハヨ スギ

ゴエフ?ヅ (1100米以上の裟筋)

クロ?ヅ

アイク'ロマツ

Salicaceae ゃなぎ科

( 35 ) 

アカ?ツ

ヅ j1'
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ヤ?ヤナギ

Myricaceae やまもも科

ヤマモモ

Juglandaceae くるみ科

サハク)レ t

Betulaceae かは.の き ~il

tツ.メ

イヌシデ

Fagaceae こ く と 科

アカシデ

クマシデ

グリ プナ ノキ

アカ ji、シ クヌギ

イチヒカ.シ アヨガシ

ツクパ、ネカe シ

ウヨジロ jlシ

? テノfシヒ

ツプラシヒ

Ulmaceae にれ科

ムクノキ

ハJレニレ

Moraceae く は r;:1

カウヅ

イヌピハ

イタピカヅラ

Urticaceae ν らくさ科

ヤマミツe

コアカソ

サンセウサウ

イラ クサ

Proteaceae やまもが し科

ヤ?モガシ

01acaceae 蚤ろ除ろのき科

ポロポロノキ

Balanophoraceae っちとりもち科

ヅチトリモチ

C 36 ) 

コナヨ

シラカ.シ

スダシヒ

シリフカガシ

エノキ

アヤキ

ヅノレ カウグ

ホソノfイヌピハ

ナガ「ノfヤプ マテ

ヒメウハノ"¥"iサウ

キ tツ'

イハカ.ネ

ぞ
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Aristolochiaceae うまのす♂くさ科

オヰミノfウマノスズクサ

Polygonaceae t，こ で科

イxタデ

Amarantaceae ひゆ科

ヰノ コツeチ

Caryophyllaceae なでしこ科

tヤマハ コペ

Ceridiphyllaceae かつら科

カツラ

Lardizabalaceae あけ び科

tッ・ヒキグサ

tツパアクピ ムペ

Menisperaceae つづらふぢ科

オネツヅラフデ ハスノハカダラ

Magnoliaceae もくれん科

シキ ミ

オ、ォ、ノキ

オカ.タマノキ

Lauraceae くすのき科・

カゴノキ

クス ノキ

カナクギノキ

アテ jlシ

アプラチャン

イヌガシ

Papaveraceae け

タナニク'サ

し科

Cruciferae 十字事l

イヌ jlラシ

Saxifragaceae ゆきのした科

トリアシショウ 7

ノ1)ウヴギ

イハ jl5t 

Pittosporaceae とべら科

( 37 ) 

サネカ ツ'5

タムシ f-(

アテカゴノキ

ヤプ ニツクイ

クク ロモジ

タプノキ

シ ロモ y

シログモ

ナツ'ナ

チタ.クサシ

ユキノシタ

53'1 
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トベラ

Hamamelidaceae まんさく科

クスノキ

Rosaceae いばら科

へ1:."'''チプ

リンボグ

ノイパラ

キン tヅヒキ

Legminosae まめ科

者、ムノキ

フヂカンザウ

トキハヤプハギ

ヤマフヂ

クサハギ

ミヤコク.サ

クズ。xalidaceae かたばみ Eヰ
カタ.，，， t 

Rutaceae へんるう t:科
マヅカゼ、サウ

カラスザンセウ

サンセウ

POlygaraceae ひめはぎ科

ヒメハギ

Euphorbiaceae かたとうだい科

ヤマずクラ

ニネヒ.，，，ラ

フュ 4チゴ

キイチゴ

ジヤタツ"""7 
ヌスピトハギ

ノササグ

ヤマハギ

メドハギ

ナツフヂ

4ヌずンセウ

tヤマシキミ

エノキグサ カンコノキ

アカメガシハ コミカンサウ

Anacardiaceae うるし科

ヌルデ ヤ?ハゼ

ハゼ、ノキ ヤ?ウルシ

Aquifoliaceae もちのき科

ツクシイヌツグ

モチノキ

ナナメノキ

( 38 ) 

4ヌヅグ

タラヱフ

ソヨゴ'

t 
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噌

グロカ.ネモチ

タマミヅキ

Celastraceae に し まぎ科

ツルウメモドキ

ヅJレマサキ

ニ シキギ

Staphyleaceae みつばうつぎ科

ゴンス桐イ

Aceraceae tJ、へで科

カへデ

イタヤカヘデ

イタヤメイグツ

Sapindaceae むくろじ科

ム クロジ

Sabiaceae あやかづら科

ヤマピハ

Rhamnaceae くろうめもをき科

オホ クマヤ ナギ

イソノキ

Vitaceae ぷナごう科

ウメモドキ

マサキ

コマユミ

ヱンコウカへデ

ウ リハ ダカ ヘデ

コハウチノ、カへデ

クマヤナギー

ノプタ'ウ ウドカツ'ラ

ヅタ サンカクツソレ

エピ ツJレ

Elaeocarpaceae ほるとのき科

コパ・ンモチ

Dilleniaceae さるなし科

サル ナシ

Theaceae つばき科

ヤプヅノfキ

ヒサカキ

サカキ

ナ ッツバキ

チヤ

Elatinaceae み ぞはこべ科

( 3D ) 

サグン クワ

ハマヒサカキ

ヒメシヤ'7

守グコク

539 



ヒメ tヤ?スミレ

コfヤマスミレ

Flacourtiaceae 、ひき'り 科

イヒギリ クスドイグ『

S40 

fゾハコベ

Violaceae す みれ科

Stachuraceae き~~し科P

キプシ

El aeagnaceae ('み科

ツ Jレク，i 

ナハシロク.i 

t 
コス fレ

a・
シハイス tレ

アキグ t

Lythraceae み そは き'科

fソハギ

Alangiaceae うりのき科

ウリノキ

Melastomataceae の伝たん f.:j

ヒメ .I，;$'タン

Oenotheraceae あかばな科

tヤ?タニタデ

チヤウジタデ

Araliaceae う こぎ科

ウド タフノキ

キカシク.サ

ア;/J，，¥ナ

ンJ
Y
 

ノ

メ

ン

、E

ツ

ニ

レ

ノ

バ

ク

カ

チ

カ

タ

ト

九
サ

マ
1
4、

-hv 
ん

斗
Jt
 

リ

さ

J

ア

タ

ギ

ツ

グ

リ

日

ヤ

キ

ハ

町

£
A
 

-
1
 

-l
 

ρiu ・0m
 

u
 チドメクサ

ノタケ

Cornaceae みづき科

アテキ ク?ノミツ・キ

ヤ Y /，¥ウシ

Clethraceae りゃうぶ科

りヤウプ

Piroraceae いちゃくさう科

ヤプ ニン ジン

( 40 ) 
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ギ ン リヤウサウ イチヤクサウ

Ericaceae しゃくなけ科-

ドウダンツツジ ペ ニドウタe ン

ア セ ピ シャクナグ

fツノfツツジ ヤ?ツツジ

シ ヤシ ャンJt-' コノfノ tツノfツツジ

ヰヂキ

Myrsinacta.e や ぶかうじ科

?ン ワヤウ ヤプカウジ

ツJレカ ウジ イツ'センリヤウ

タ イ tンタチノマナ

Primulaceae さ くらさう科

テカトラノテ

Ebenaceae か き科・

ヤマカ.キ

Symplocaceae は ひのき科

タンナザハフタギ

シロノf ヒ

川ヒノキ

カンずプ ヨ ウ ノ キ

Slyracaceae えごのき J斗
エゴノキ

ー Oleaceae ひひらぎ科・

ツ クシトネリコ

fヤマイオfタ

モクセイ

Gentianaceae り んすごう科

ヅJレリンタ.ウ

アタ，ボ ノサウ

Apocynaceae けふちくたう科・

テイカカツ'3

Asclepiadaceae たうわた科

ロクオンサウ

Borraginaceae むらさき科

( 41 ) 

コナスビ

シナノガキ

l lツノf ヒ

クロキ

クロパ‘ヒ

コハクウンオマク

コパノトネリコ

J号、 ズ~ lモチ

ヒヒラギ

リンダウ

センフリ

キジヨヨン

541 
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オホルリサウ

ヤマルリサウ

Verbenaceae くまつづら科

ムラサキシキプ

クサギ

Labi...tae しんけい科

キヨンサウ

ヤマジワウ

ヤマノ、クカ

タツナミサウ

Solanaceae すな科

クコ

イヌヰtホツヂキ

Scrophulariaceae ごまのはぐさ科

"v "vコナ

Lentibulariaceae いはたばこ科

イハタ"コ

Acanthaceae きつねのまご科

キツネノマゴ

Phrymaceae はへ~.，くさう科

ノ、へドクサウ

Plantaginaceae おほぼこ科

才..，f.，'コ

Rubiaceae あ かね科

アリド ホシ

ヅJレアリドオ、シ

イナモリサウ

アカネ

Caprifoliaceae すひかづら科

ツクシヤプ ウツギ

ニハトコ

コノfノカ""?ズ、 f

Dipsacaceae やみ・なへし事|

7" iナヘシ

( 42コ

チシヤノキ

ヤプムラサキ

ハマクサギ

タウノfナ

ヒメヂソ

ヒキオコシ

ヒヨドリジヤウゴ

ハタeカホホヅキ

ヒメ ヨヅ "ムク.-ラ

タニワタリノキ

ツクシイナモリサウ

カギ‘;bツ.ラ

キダチニンドウ

カ""?ズミ

テトコヨウゾメ

テトコ，、シ

ぜ

a邑

G 



カノコサウ

Cucubitaceae う り科

カラスウリ

Campanulaceae ききゃう科

ヅルニンジン

Compositae き

ノプキ

く科

キツカフハク y

ヤマハハコ

ヒメヨモギ

ヤマデノギク

ヤ7 シロギク

ヤフ.タノfコ

j;lンクピサウ

ヒメヤ?アグミ

ノアずミ

ヒヨドリパナ

ヤマヒヨドリノfナ

ニガナ

アキノノグシ

フキ

ヅハプキ

アキノキリシサウ

Gramineae かほん科，

ウシクサ

キンヱノコロ

ジュズ7タ。マ

アプヨススキ

カゼ、クサ

クカモノハシ

コチヂ fザ サ

ドタ.シノず

イタチ j;lヤ

アシボソ

〈生3 ) 

キカラスウリ

キキヤウ

ヌマタ。イコン

クサヤツ デ

ラトコヨモギ

ヒメムカシヨモギ

ヨメナ

シヨヤ?ギク

サジカ.ンクピ

ヒメ j;lンクピ

ヒメアず t

タヵサプラウ

サJ、ヒヨドリ

ヤクシサウ

デシパり

ムラサキニガナ

カウヤパハギ

メナモ t

タンポポ

コプナク'サ

エノコログサ

サカi)レカ.ヤ

テヒシノf

チガ「ヤ

ススキ

チヂ tザサ

チカラシノf

ササガヤ

アキメヒシr'

S4:Y 
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メカr]レカ・ャ

Cyperaceae かやつりぐさ科

ナキリスグ.

グク'カヤツリ

ココ内メカ。ヤツリ

ハ?スゲ

Araceae てんなんしゃう科

アゼ、カヤツリ

カヤツリグサ

ヤマヰ

ヒメクク'

ムサシア 7't 'vムシク.サ

テンナンシヤウ オネハング

Commelinaceae つゆくさ科

ツユクサ ヤプメウガ

Stemonaceae び ゃ く ぷ 科

ヒメナベワリ

Lilliaceae ゆ り科

イワギノfウシ

ジヤノヒグ

サノレトリイノfラ

ホトトギス

Amaryllidaceae ひがんばなH

ヒガンノfナ

まのいも科

ヤマノイモ

Iridaceae あ やめ科

シヤカ.

Zingiberaceae しゃうが科

ノ、ナメウ jl

Orchidaceae らん科

ナコ'ヨン

マメツ'タ

キリシマヱピネ

カンラン

シユスラン

カシ J キヨン

C 44 ) 

ナベワリ

ヤプラ ':/

ヅ Jレヰマ

キパナホトトギス

フウラン

エピネ

ナツヱピネ

セキ コク

コクヨン

シュンラン

E 



カ.ンセキラシ

ヒモフン

ツノ ヨン

ムギヨン

粟の剥皮に関する費駿

中 村 誠

545' 

栗の加工法として普〈世に知らる ゐものの内甘栗、勝栗iま其最たる も

のなるべし。其他栗ぞ原料ーとじたる菓子類、叉JJl時百Iや〈用ひらる通に

至れる砂際煮館誌frr;も今後輩謹するものなり とは識者の{I島ふる研なり。

生果としての轍遺庁法は嬬蒸法の成功により輸出品としての11存来会待た

る‘に至る等、本邦の特産物に して国蕗家にも山林家にも栽植ぜられつ

つある美味の栗巣は集約なる岡揚栽培を遁はるお も街前途多望なる果樹

に屈すべし。

特に、 l製菓材N、料理材料、ショップ漬材ド!としての栗は、其生果濁

得の香味を一層助長し7こるものなれば高人の噌好に議せる到に於て断然

他ぞ座しう るもの h ーなり。然れきも唯剥皮法の因調f~ と手車交や要す る司王

の大な る駒に於て、践用の膨大会発れえさ'るの歓思[i-a有するが故に之れ

が普及の全からざるは遺憶に耐えざる所なり。 余は之筈:の {fJj~貼??除かん

との目的のもとに、二三の質騒をなし、堅硬なる鬼皮執槌に果肉や包蔵

する中果皮印櫨皮の除去法を案出し大躍の成功をなし得たれば、弦に其

大略??述べんとすう

貫 験 法

(ー)原料及び材料

原料は市販の在来躍にして採Jllc後約十日 を経たりと認めらるお 中等大

の栗、 及び採取後三日自の栽培せられたる丹披種を用ひた り。

材料は、比重 1.119の濃壇酸、 棒iIRの純苛性曹達、純炭酸曹謹等の薬

品t瀬戸引の鍋類令用ひたり。

(ニ〉鬼皮の剥皮

鬼皮は強靭な る織維質より なり妙裁に よるの外は刀ぞ用ゆるの外剥庇

( 4;5 ) 
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の方法なし。余は苛性曹謹の魔燭性を利用して所謂ライ剥キ法ぞ用ひ衣

の如く庭理せり。

(1) 5% のもの

ぐ2) 10% めもの

(3) 15% のもの

(生) 20% のもの

(5) 30% のもの

以上の各濃度を有する苛性曹謹を 300姥宛採り金網I:fこ煮沸せしめ其中

に原料栗 5個宛ぞ投じ 2-4-6-8-10分間煮熟し後直ちに冷水中に

投じアルカリを流去せしめつ‘手にて探み、小硝子片会右手の母指に扱

みて軽〈鹿理す。成鶴-:j(表の如し。

C 

ぷでl川川川安|

の
，a

d
仏五

a

υ

o

O

A

Uー
よ

古

下

下

中

上

上

新

下

中

上

上

上

分

分

分

分

分

新 古

~þ 下

中中

上上

上上

上 上

古

中

中

上

上

上

新

中

上

上

上

上

古

中

上

上

上

上

新

中

上

上

上

上

30 
% 

来rr 古

上上

上上

上 上

上上

上上

表中新は丹波栗古は在来種、剥皮の程度会上中下の三に分つ

以上の成績により、 5%ならば10分間、 10形ならば8分間、 15%なら

ば6分間、 20%ならば4分間、 30%なれば2分間にして其目的会謹し得

ベし。 f向原料は成るべく新鮮なること必要すべ し。此宜験の結果~賢用

化するため、製造覧習時に行ひたる結果は、栗10キログヨム金3キロ宛

三回に10%曹蓮液5立中に投じ 3-5分間煮熱、方法の知〈底理したる

に20入にて約30分間に剥皮し得たり、質際に人夫~使役する場合は街均

少の子童文にて克分なるべし。

(三J 中果皮の 剥皮

ラ4剥キを終へたるものは順次に流水中に投じ最後の剥皮巻了へて 5

分の後沸騰盤酸波に投じて煮熟後、 引きよけ1%の;炭酸曹建中に30秒浸

議して酸の大部分令去り、後流水中に投じ、鬼皮の揚合に於ける知く剥

皮令行ひ、清水中に三時間乃至十二時間投入す。成績-:j(の知し。

E 4(1 ) 

'" 、
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新 古

‘3 
5 %主主 殴 3 分 4 分

10 %全全 2%分 3弘分

15 %全全 2 分 3 分

20 %全企 1lf2分 2 分

上表の成績により、各濃度に劃する剥皮時間の週明を見たれば、前向

;様に寅習を課したる結果は、 10%捜酸液に 4分間投入し、鹿理したるに

約40分や要しずこり。

倫使用後の曹謹液及控酸液は、遁首の器に貯蔵すれば、薄められたる

量のみの補充によりて永〈使用 L得るものなり 。

( 四)加工上の注意

此方法を案出したるは植物繊維の性質の捜酸及曹達に劃する化壌性に

基けるものなるが、之等強酸並に強アルカリにて鹿理せられたる栗果中

の主成分たる澱粉及蛋白質は多少表面の化製鐙化ぞ受くるが故に、其使

用及利用に賞り では多少のi主意や要す。即ち、料理法、製菓用 Eしては

鹿理後約一時間の煮熟を要し、底力釜ならば家庭用 1ポンドの4 のにて

30分を要す(料理調味終了迄)n 

然して雌詰用却ちシラップ漬用としては、 雄詰・前20分間煮熟し直ちに

健に詰め所要のショップ令j主ぎたる後l挽気15分、殺菌 5ポンド40分.a質

せば充分なり。

此方法によるも のは、時間と接力の節約となるのみならや、万剥き'に

比し外観の損傷なく品位金上け得るものなり。

i漏 i~llll I璽の圏整紹 令

清 山 芳雄

満t時!と云っても民ι範園であるし従って満洲の闘惑と名付く るは余り

に大袈裟になる藍がないではないが筆者の般行中自についたもの乃至は

聞いたものに就て訟に御紹介する衣第である。

果樹類

満洲の園整業は何と云っても果樹煩に指そ屈しなければならな.v'0 ， ~~ 
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満'e旋する者に取つては果樹の植裁してあるのぞ全く見ないのぞ気付く

すごらう。北浦の気候風土は果樹類の栽培・に不適富なる事や物語ってゐる

のでH合爾賓、予寄身H合繭等の市場に於ても新鮮な果物'e見出すミむが出来な

いc併し奉天以南に至れば相官果樹類の栽培してあるの令見る司王が出来

る c 泊I~mlの果樹類はその種類が非常に少なく 極一部のものに|浪られてゐ

ると云つでも間違いないであらう。 内地に於ける柿、無花果、柑橘類は

彼の地で全く栽培不可能である。満洲在住の筆者の知人の一人が秋にな

ると内地で食ったあの柿の味必思ひ出 しつくづく柿が食いたいと考へる

と語ってゐた J 砕H南に出来る種類としては卒果ぞ第ーとし梨、根桃、脊

李等が主で其の他に桃、栗等も産する。北浦に於てはスグリの類令除い

ては全然見込のあるものはないらしい。之等の種類のものも現在では盛

んと云ふ程の事でもないが其の中でも卒果は熊缶城附近、関東川iの金jl/'l

附近々主産地とし大述、奉天、新京乃至は北浦都市ーに供給してゐる。其

の産額は年k百六七十高抵で年匂:に増加の傾向'eたきりつ当ある。特に

熊缶城附近の卒果栽培の盛んな事I;t，X告くばかりで一戸首り十回I歩の鰹管

やしてゐるものが普通とか、;むもよ く栽培されてゐる ものは満鎖線の沿

線附近でしかも日本人が主である。此の地はもともと日露役前には一人

の卒果栽培者もなかったそうであるが、瀦鍛経営後日本人によりて始め

られ今日に及び、 断次支那人も其の裁t去をK!，{以する着が多くなっ来た と

の喜王である。民い卒果関全体に枝もたは訟に結果して紅く 熟'-，てゐるの

は質に立抵なものである。品種は紅玉、国光を主として初日の出、翠玉

蹴、旭日、群玉等である。然にff;J~は型産で十五年生の樹で一本に二千個

を結質してゐるのは珍らしくないとの事であ る。熊缶城際会護詮地とし

て之から闘東川上方面乃至は北i前に向って震設してゐる。

衣に梨は年産二十五高1缶で栽培面前は四百町歩内外である。栽培匝域

l玄関満に限られ北浦のH合爾賓附近では全く栽培不可能であるn 品種とし

ては鴨梨、白梨(ペイリー〕、紅梨(ホン リー〉、巴梨 (ハ リ〉等 で熊

缶域附近は有名な産地である。洋梨の栽培も有望と思ふが今の所では著

し〈 ない。日本梨では二十lI!紀が殺培されてゐるのを見受けたが水分の

関係からか一般に果形が少さく味は非常に濃厚の様で品質は申し分ない

と思った。

葡萄は作付反別二百mr7J1nil後で未?と盛んとは言い難いが南浦の気候風

土は稲荷栽培に非常に好趨してゐると思ふ。只厳寒の候には普通の倦で

は荷萄樹その ものが越冬する事が出来ないが之に趨切な方法を構歩れば
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549 

耐に闘揚に於て越年し毎年良質の葡萄を壁産する司王が出来る。満洲特に

南部地方に於いて之が栽培を奨励し一方荷萄酒醸造業と提携したならば

雨k相待って斯業に貢献する研ありはしないかと考へる弐第である J 葡

萄樹の冬閣ひの方法を熊岳域農司王試蟻揚に聞けは質に簡躍な方法令取っ

てゐる。卸ち内地で普通に締瓜乃至は苦瓜等令栽培する知く ー列に栽植

して棚の-)Jより益金導いてゐるが冬季になれば棚から蔓ぞ下して植え

てある列に並行して蔓を地上に屈曲して其の1:::こ高梁の幹を積み重ね更

に土で之や覆い百けば立振に冬季を越す事が出来るとの事:である。而し

て翌春に至って間続物ぞ取り去り再び棚上lこ蔓会導くのである。

其の他桃、楼桃、杏、栗谷:あるが今の所盛んと云ふ程の事はな い。只

栗は熱河の方面から錦1'Nの南部方面に相賞あるらしく北京の甘栗は朝鮮

卒城の卒城栗と共に有名なるものである。北浦の果樹に就ては最初に述

べた如く見る可きものなく。スク'リ及び胡桃の類が多少あるとの事であ

る。梨は支部梨、洋梨共に耐寒性のものがなく卒果も亦紹望であゐ。

以上渦4洲の果樹栽培に就τ総体的に云ふならば、北満告別 とし家天以

降iの地に於ては其の気候風土が非常に好適してゐる。部ち其の長P.Tr{ま

(陶満戴農務謀、iI詰洲の果樹閤経営より抽出〉

1・春期に於ける気温の上昇迅速にして且つ比較的高温なる事。

2.夏期雲量比較的少なきこと。

3. 日照時数比較的少なきこと 。

4.夏i悶の卒均温度少なること。

G・果樹の護育j凶に於ける降水量甚1:少なること。

6.晩諮問の早きこと。

害容にして稿不利なる黙は暴風日数大なること及冬期に於ける最低温の

|燦下悶々大なること等であるが要するに我南満洲に於ける奉天以南の諸

地方は果樹栽培上米国の果樹栽培地に比すれば梢劣る所あろも日本内地

朝鮮等の果樹栽培地に比すれば遺かに良好なる気候的天然要素令有する

事令知り得るのである。而して湖掛!の土壊は風成沖積土多〈地味甑して

壁沃にして其の種類は主として殖土若しくは殖貿易i土である。関東川l及

安泰線方面には多少の際貿殖土、互主iま殖貿信繁土等が分布してゐる。壌土

又は砂土は河川沿岸市麓の小部分に在するのみである。然るに品質良好

なる本果はjl陥1.暦の砂賀接土に産し特に風味色津共に可良なる率一果は礁

質殖土に濯する l'以て滞訓'1の土壊は1F-果栽培に好適するものと云ひ得る

(企9 ) 
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読菜類

支那は世界的に有名な蔵菜の産地であるが満洲に就ては特筆す可き説

楽はない。然し南部の錦7ftケ面から閥東州方面にかけては相醤盛んであ

る。先づ種類に就て言へば非常に其の麗類は少ない。主なるもの令象u.
るならば、諜萄、選(、茄子、牛努、白菜、議、甜瓜、西瓜、南瓜、甘藷

馬鈴薯j主の他て'白菜、難萄、甘藷lま其の最たるものである。満洲全惜の

統計に就ては来1:其の依る可きものなく只僅かに関東川l内の読菜に就て

明瞭な数字が護表されてゐる。一般的に云ふならば、満tH'fの読菜は何等

纏まったものは少なく只自家用 として之等の読菜令家の周園ゃ屋敷内に

栽培してゐるに過ぎなし、。門事の窓から見受ける沿線では奉天附近、関

東1'1'1内の普闘府、金j'N附近には読菜閣として相蛍肢〈集国的に栽培され

てゐる様である。之等は大都市の近郊で都市相手の栽培であるが自家用

としては栽培面積少なく種類も極僅かのものに限られてゐる。自家用は

副食物に充てるので普通利用されるのは荻譲革、小白菜、大根の切子、

菜豆の子物及漬物、胡瓜類の早漬、議、葉、茄子、大根おろ L等である

西瓜の種子会瓜子(コアツ)と言って茶会飲み乍ら之令食ふ習慣がある

蒜ぞ生食する習慣は支那本部も同じ事で汽車の中でもその居、気には閉口

する程であるo 従って其の栽培も相宮盛んである。疏菜市場に行ぐと青

物の中では甜瓜、南瓜、設:類と共に蒜は王座[il'占めてゐる。甜瓜は内地

の梨瓜、 薬瓜等il'始め最も多いのは成 甜瓜系統のものが多い。室内路

.傍や聞はす3至る所で之需;Je打ちた泊いて破り食ってゐるのぞ見受ける。

南瓜は一般にヒダノ少ないハッパー ド、デリシヤス系のものが多く iH場

でも見受けられる。馬鈴薯は白色の非常に凹凸の多いものが多く其の品

種名も不明である。白菜は山束、直隷が有名な産地でー従って之等の附近

から満洲に向けて相首入り込んでゐる。闘東州の金タ1'1'ま白菜の産地とし

て知られてゐたが近来白菜の腐敗病が毎年頗琵し館雨三年は1&躍皆無の

駅態にあるとの事である。錦j'l'lのある農揚を妻観したとき読菜のポンデ

ローず種が置に美事lこ結果してゐるのぞ見受けた。味も内地のものより

車交等勝ってゐる。聞けば此の附近は茄事|の植物令連作しても病気が出な

いとの事で土地の閲係か乃至は其の他に原因するか内地に於ける忌地の

問題のやカましいのと艶照して宜に面白い研究の齢地があると思った。 .$

倫此のl明近では審茄の栽t吾は一般に啓及されて居らすeその何たるかさえ

知らない朕態にあると云ふ。錦jll'l附近では審茄i以外に胡雑萄、牛努〉 白

菜、雑萄等がよく生育してゐた‘
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以上断片的に書き並べた様に満洲の読菜に就ては纏まった研究も統計

も無く只雑然と従来の品種や自家用として栽植してゐるに過ぎない朕態

であるからますごま古研・究の齢地があり幼稚な現在の撲を脱してM与来大い

に琵展策や講十るのは此の際大きな仕事と言はなければならない。満訓'1

其れ自身が有する豊沃なる地力と天惑的な気候風土とは読茶の栽培に非

常に好適してゐるのである。

花丹類

大陸は紫外線の度が強い、従って植物の花の色が非常に静かである。

筆者が満洲旋行中特に感じたのはすべての花が特別締麗ナご と云ふ事であ

る。満目荒花として只涯なき満智""の野に住む者に取っては一株の庭木ー

鉢の盆栽叉は一輪の花がきれずごけそこに住む人の慰安になるかわからな

い。併て厳寒の気候は内地の松の盆栽さえ越冬する事が困難な様な献態

である o 従って一般の人々は慰安の艶象会一年草の草花に回会付け るの

は嘗然である。民家の周圏の~地から停車場の一寸した揚所乃至は公国

等に至る迄草花が非常によ〈栽植されてゐる事が夏の旋行者には特に自

につくのである c奉天郊外の北大管の営舎は張事良去って住む人も無く

荒果ててゐるが、只名残り~留めてゐるのは墜良の兵に依って植えられ

たと思ふアスター、ヒ マハ リ、ォ、 ウセンクヲ、百日草等の咋年の種子か

ら護芽したも のと思はれるのが咲き凱れてゐる。昨年の事畿で傘含犠牲

となった我戦死者の墓標の前にも亦之等の花が手向けられて痛k しい感

じ令そそる。列車の窓から見へる騨k にも草花の植へてない所は殆んき

なく何庭の騨を見てもアスター、百日草が置に色合よく縞麗に咲き誇っ

てゐる。満洲全体何庭に行っても草花の多いと云ふ事は普偏的であ るが

花井類に就ても纏まって調査したも のは無い。旅行の途中筆者の目に映

じたものはアス ター、 金護花、百日草、ヒマハリ、ホーセン クヮ 、ナイ

トゥ、コスモス、 ダーリャ、シャクヤク等ーであるが草花は時期物である

から之ばか りに限られる と云ふ事は出来ない。31:の中でもアスター、金

筆花、百日草は最 も多い。満別!の気候風土が花井類の栽培に非常;に好適

してゐるのを利用 して花升の採種ぞ熊一岳域農事試験揚で試験してゐる。

之は貰に興味深い研究で目下採種試験と共に瀧甑試験も行ってゐる。此

の試験が成功の暁はJI事来花升種子の産地として大いに望みのあることと

考へる。
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燈火に飛来せる昆識の統計的考察

岡本正秋

私{ま本年五月から、養誼室の燈火金慕ひ集って来る毘轟を、宜習の飴

限に集める事を企て、其の琢備知識を得るために、毘品tlt界の昭和四、

五、六年の三ナ年聞の、傍月続に記載さるる、燈火飛来毘品目録令基礎

として、統計的に考祭して見た。毘品世界は、岐阜市に在る名和毘品腕

質所から登列される専門雑誌であるから、其れに記載せらるる毘品目録

は該研究所に集れる物である司王は釘論である。故に本校のそれとは少し

趣ぞ異にする事と思ふの

燈火に集る毘品は大部分が蛾であるが、其の蛾は他の毘品に比べて、

農業上、害品として暴けらるべき物が多い。それだのに蛾に就いての研

賞は、未だ完全なる物とは云ひ難いのである。新くの如く未知、未研究

め多いと云ふ事は、蛾が他の毘措dこ比較して、人目に附き雛き夜間飛期

する性質のあるのに依るのと、一般に形慌の小なる物の多いのに依るの

ではないかと思はれる。

上述の様な理由に依りて、蛾類の研・究4をする第一歩は、先づ夜間採集

令行ふ事である。夜間採集には、物々しく遁具令持って山に行かするとも

番粛に艶ぜられたる震火に来る毘晶でも、必す・其の中には面白き物のあ

る事告信守る。

以上本誌上T拝借して、愚見を述べさして民き度い。釘論考えの至ら

ざる所の種々ある事と思ふが、其の臨御了解願ひ度い。ー

( 52 ) 
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"先づ初めに、三ナ年間の飛来せる種類数止、個惜教とは凡そ何の位あ

るかと云ふと、ヨたの第)表の知くである。

第 表

自
|昭和四年 |昭和五年 昭和六年

積数 |個数|種数 |偶数 |種数 |個数

自発趨目 77 3901 87 お61I 82 7291 

毛麹目 3 6523 5 8064 5 53751 

双麹目 2 173 3 55 3 358 

鞠麹目 23 1981 34 2333 32 4937 

半趨目 5 1829 8 1081 6 423 

除趨目 3 59 3 183 1 124 

直遡目 B 24 6 38 18 

膜麹目 2 41 44 

精虫昔日 一 1 1 

言1・ 121 14490 149 15157 669生6

上表より、三少年間各年に於ける、飛来せる締品種車交及び締個童文は、

昭和四年に 121種 14490個、五年に 149種 15157個、六年に 131種66946

個であった。六年に於いて、非常に掛け離れたる車交に謹して居るのは、

毛麹目中の、乙ゲナガトビケラ が52413と云ふ飛来数や示して居るか

らであって、且つ叉他のニク年に比べて、:鞠趨自の、ドウガネブイブイ

が、 5倍の飛来令示して居るからである。大酷に於いて、ー少年間の

飛来せる毘品は、 14.50種にして、 156.00であると云ってよからう。勿

論其の年の気象駅態、費生駅態等に依りて、差があるのである。

衣に、ーク年間に 100個以上飛来した、昆晶の月 k に於ける消長表会

作って見ると次の様である。飛来した毘品全部令星雲け、ると、飴り繁雑と

なる様であったから、 100個以上としたのである。

第二表

昭和四年度分

昆 重量 名 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月合計

ひ~fながさぴげら 3 1008 982 - 3207 876 53 5 6134 

すぢさぴげら 生 210 125 339 

きりうじががんli' 108 25 133 

ひめごまたらひさサー ー13 13 26 31 54 137 

ごまA、1"1'くさう 1 56 236 293 
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昆 議 2名 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12JJ 合計

もんしろどくが 5 138 265 54 .17 30 - iiQ9 

にくゆめいが 26 127 - 153 
ぜ

さらさべにこげが 67 110 82 259 

< l"tのめいが 18 34 6 8 1 121 

ひょうもんえ 218 218 
t~. L-?< 

言1?Ci'かれl"t -'- 151 151 

まつかれl"t 21 101 33 155 

つまく'ろよこ 11:ぃ 25 15 1398 97 ー ー- 1717 

さ〈ら二がれ 153 376 13 542 

どうがれぶいぶい 70 392 148 610 

ひめ二がれ . ，ゐ 8 269 277 

めいが 155 6 161 

。ま1まゆ 14 60 30 104 

ぜあかごみむし 105 105 

くすさん 71 590 661 

はいいろこげが 70 59 129 

A!ιA 、 言十 7 122 1372 2180 1248 2067 4015 1585 53 5 

第 一 表一
O?1 不日 五 年 度 分

昆 造t 名 3月 4月 5J~ 6月 7月 s月 9月 10月 11月 12月 合 計

ひげながさぴげら 5 672 719 1170 679 386 38 6 7675 

すち，"~ぴげら 42 247 
も

- 289 

にくわめいが 8 31 91 13(} 

きらさべにこげが 3 145 8 86 216 

-d-l"tらごま t~. ら ~2 22 28 42 19 1 134 
ひさリ

〈わのめいが 45 4 28 24 一 一一 101 

もんLろどく が 耳 目61 68 21 27 6 186 

らぴかれl"t 20 166 56 - 242 

まっかれ11 2 52 23 120 5 2 204 

ちゃいろぴろ-~ 73 38 - ー 111こが4れ ー 曲、

r ‘ー‘

〈きがげろふ 12 40. 126 ーー- 一 ~ ~ -ーーーー- ーーー 一 ー ・吐7'f、、ー

へう Lんえた しゃくー .ー， - .297 17 一'一品一 -・224
I! いろ二二げが ーー-:¥‘ 111.. 60 38 11 ー -22() . . 
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合計

一 '173

- '366 

206 

373 

189 

357 

129 

130 

910 

9月 10月 11月 12)3

35 

，告

に
υ

nxυ 

361 

173 

41 

6月 7月 s月

~. 118:: 20 

5 

33 

5月

51 320 

51 13 

- 222 130 

44 85 

4)3 3月

ハリ
n
A
V
 --

£
U
 

15 

12 

148 17 

112 

910 

6 

昆議名

ょっli'しこげが

ぴめ こがれ

こしまげ/υごろう

てんさうむし

どうがれぶU、」ω、

さくら こがれ

t!んのき こがれ

ひら1::ごみむし

つまぐろよ こぽい

とちさん

合

ユ

53 590 230 188壬47 952 1072 2552 !651 .言「

表四第

分

5月刊 7月 8)3 9 f1 10月 1リ 12月合計

3163生7502918 3489 27593 7434 43 35 524主S

度年-L 
ノ、草日昭

3月 4月

- ~988 

120 

296 

- 1203 

18生

r59 

1554 

267 

79 9 18 13 

22 

3 

- ' -
e 

a 

-"ー 214 

10畠

19 87 

6壬

285 

'143 

794 

一一一 109

「よ_':._.1.::'274 

..-
<50 

3 15 

38 

257 

~": '1，24; 

一一一143

2'0 一 一 、6l:H
!. :'.......! ニ '2'20

9 月 1." ~

1¥..':..'.'"¥' 

19.、- ・、 一ー

3 20 

43 

25 

95 

723 

15 

ao 

93 

与~

243 

38 219 

( 55 ) 

43 

553 102 

- '181 

349 94 332 

109 

16 258 

n

u

n
O
 

9
0
J
 

315 

46 

132 

870 

42 

14:3 

- 118 

220 

一一 19
~;~.t;:'" l14i 

82 

14 

• • 86 

31 

11 

22 

437 

13 

5 

官三

昆 最名-

uげながさぴげら

吾 t! らごま 1~. ら
ひざり

もちつきががんli

すぢごぴげ ら 5 

わかまへ'わらリんがー

こんさうむし

めい‘が

すぢぺlここ げが

< I!のめいが

ひめ ζょうかい

わかぴろーどこがれ 一

〈き b‘げろふ

れてはまさ
唱し ・

もんしl:>~・ 〈が

たぴかれI! ー

まっかれI!

ひら?::どろ£、ι
ご'うがねぶし、」品、

I!んの~ こ がれ

さくら こがれ

1 

247 

4 
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e 昆 ~ 名 3月 4月 5J] 6月7月 8月 9月 10月 11月 12月合計

こみづむし

はれわかめル
がめむし

くさ~がめむし

ょっIi"しこげが

ご土ふli'くさう

こがれむし

ひめ こがね

もん〈ろしゃちほこー

- !.311 

17 

23 

--65<1 

32 68 1:1 
F 

32 117 6 

85 1031，209 

3 69 33 

7 565 

13 172 

224 

3 

30 

5 

くずさん 一一一一一一 1 80 

l!がれぺにこげが一一 一一一一 131 12 

合計 2533478 3480 8203 3797 5641310578053 

48 

12 

109 35 

1，965 

128 

181 

1，427 

105 

572 

185 

220 

129 

155 

上の三表に依ると、飛来せる昆品の月 h の教は、昭和周年に九月、fJg

和五年には六月、昭和六年には九月岳民貼とじて、増減はあるが大槌雨

方に行くに連れて減じて居る。故に六月、七月、九月の月に最も多く飛

来する事が了解される。素人の考えでは、八月に一番多い様に思はれる

けれ共、飴り気温の高き時は、昆品の活動は緩漫となるもので、甚忙し

きに至つては夏眠さえするものがあるのであるも

叉各個越の月々の飛来の駅態~翻察して見ると、墨年費生の回数を知

75事が出来る。例へば全表通じて、マツカレハ は、八月に飛来せる個

数を頂里liとして、南方に行くに連れて減じて居るが、松村博士の、大日

本害虫園設に依ると、年一回九月頃量生す、とある。叉全表令通じてで

はないが、昭和五年度の表に依ると、クハノメイガ は、五月の45、七

月の錦、十月の24、と云ふ三個研に、民票，'i巻持って居るのであるが、閉

じ松村博士の大日本害虫闘設に依る と、第一回量生六月、第二回七月第

三回九月、幼轟にて越冬、とあるが、暮k其れに類似せる所のある様に

忠はれる。

以上は只i:、極〈寡数.a以って、一例令示したにすぎないが、此等飛

来せる毘品や月別に整理分類すれば、早麓生回数の不明なりし!l7J~ .æ決定
する、端緒となり得る事令信す3る。

次に三少年の中、ーク年でも50匹以上飛来せるものの、毎年の伺髄故

表.a上けて見るとヨたの織である。

第 ー五表

( 56 ) 
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昆 最 名 4月 5月 6月 見 怠 名 4月 5JI 6月

ひげながさぴげら 613壬 767552413 すぢさCFげら 339 289 1203 

きりうむかがんlま 133 19 61 '(}めごま 1:'らひざリ 137 。53 

よさ う が 93 42 82 ごまふlまくさう 143 25 105 

もんしろごくが 509 186 691 にくはめいが 153 130 5 

さらさぺに二げが 259 216 。 < I!のめいが 121 101 214 

コ ぴょう Lん
え1:'L -? < 218 224 90 おぴかれI! 151 242 220 

まつかれI! 155 204 285 リんごかれI! 53 s 16 

つまく・ろょこ 11.'ぃ 1717 910 1 き〈らこがね 542 357 274 

どうがねぶU 、1; ~ 、 610 189 794 '(}めこがれ 277 366 185 

めいが 161 30 1554 もんくろし『コちほこ 53 90 229 

弓コままゆ 159 57 21 こしまげんごろう 159 206 。
ぜあかごみむし 105 。。 〈すさん 661 180 129 

ょっliし二げが 70 173 1427 I!いいろ二げが 129 220 。
きべりまる 〈ぴ 69 8 。 きI!ら O 13壬 120 

ごみむし ごま 1:らひさり

じようがいliん 5 69 57 ももすすめ 45 57 90 

くさか~rろふ 40 177 124 てんさうむし 23 373 159 

ひらT::三.ろむし 。58 143 11.んのき 二がれ 36 129 109 

ひらたごみむし 。130 2 li'くさうが O 86 O 

ごまだらべlここげが 。50 。 われのめいが 。64 O 

まっきりが β8 4。凶 70 もちつ告かがんli 。。296 

き〈ら {jん Lん 10 2 51! わかまへわたりんが O 。184 

みづすま し 。。76 すち.べにこげが 。 3 267 

ひめじようカミ 。。102 きづリつやごみむL O 。93 

めかぴろうご.二がれ 。。257 おlまけんもん 11 7 82 

t: :二I!まき 。。143 つまきしゃちほこ 28 35 56 

こめづむし 。o 1965 I!れわかめたごみむし 0 。128 

ミさぎかめむし 。33 131 二がねむし 。 1 572 

はがれぺにこげが 。。155 えぐ りさぴげら 50 90 -113 

めたくさがめむし 82 45 54 さひ:1.ん 53 52 84 
おlまえ1ごしや〈

ρめ告ベリごみむ し 。78 。 ちゃいろぴろ力う者ど
これ

61 111 。

上記の表を見るに、毎年暮々閉じ位飛来せる種類があるかと忠へば、

一年目に 150匹も飛来して後二ヶ年聞は 1匹も飛来せ歩、又一年目と三

年目に飛来せするして二年目に多く飛来し、三年自のみ飛来せる種類宅;種

( 57 ) 
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々である。

此等の事は、昆虫の外国の影響に艶する抵抗力、食用植物の有無、気

象駅態、前年度の護生駅態、天敵の有無等種々原因のある事と思ふ。中

には、;1;クトウガ の知く、二年に一回の壁生する物があって、五年度

に成虫が出づれば、七年度にしか成虫が現れないと云ふ品種もあるので

ある o

弐に三ナ年聞の飛来せる毘品名を一I二け、て見ると、~の知くである 。

昭和四年度

，鱗麹目 ひめやままゆ、のこめきりが、まへしろやが、くはとりえ行

しゃく、おほとぴもんえすごしゃく、まっきりが、いほ・7こが、しろふ

こやが、あかばきりが、ひめとま1:らひとり、さくらけんもん、ょ

こいちもじ、からすよとうずよとうが、えぐりつまえずこしゃく、き

のかはが、ごまふ t~ くとうももんしろごくが、まへあかす7J、しのめ

いが、きいろかき'ば、くりのめいが、ももすす3め、二化めいが、ゅ

うますごらえだLや 〈、さらさベにこけが、くはのめいが、あをいら

が、ともゑが、おほみづあを、さくが、ひょうもんえTごしゃく、ご

まt:らえだしゃく、おびかれは、まつかれは、〈るます J め、いら

が、りんごかれは、こすごめ、うんもんす fめ、はらあかひり、

きしたば、しきしたはまき、きは7ごもくめ、しもふりすす3め下F あは

よとう、つまきしゃちほこ、くはご、くはえだしゃく、しんじゅさ

ん、うちす Jめ、せすぢす Jめ、めいが、すかしのめいが、おほけ

んもん、ちやみの民、まいまいが、おほごまナごらえ?としゃく、も訟

のめいが、かれはが、もんくろしゃちほこ、 のんねまいまい、 やま

まゆ、っとが、くすさん、ょっ隠しこけが、はb、いろこけがv うす

ばつばめが、つまさんうはば、くるくもやが、しろつばめえ記しゃ

く、かぷらが、う.すたび/J'、ちゃえすごしゃく、からすよとう、つま

きんうはば、おほとびもんしゃちほこ、わたくろへりのめいが、

毛題目 ひけながとびけら、すじとぴけら 3

双遡固 さまりうじかがん除、ーうしあぶ

鞘題目 じょうかいほん、あかおびかつ令ぶしむし、かつ令ぶしむし、

ちゃいろこがね、とびぴろうでこがね、すぎこがね、はんのきこが

，白ね、さくらこがね、きうがねぶいぶ品、、おほじでむし?でんとメ、すfし

ちゃいろびろうご?こがね、ひめこがね、こふきこがね、くはかみき

;j!": ;.旬、 ，し今す言、かみき;り、のミ ぎ りかみさり下やまかみき.?、ご1 しま

よp8) 

t 

，. 
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~Jごろう、せあかごみむし、きペりまるくびごみむし、こがたの

けんごろう

三ド遡目 あ令がめむし、つまぐろよこばU、、おはよこぼし、、つのあぞ

がめ、あをtまはごろも

肱趨目 くさかけろう、うすばかけろう、つのとん除

直麹目 せずぢつゆむし、ごきぶり、ひめかまきり、おほかまきり、

えんまこはろぎ、つゆむし、こかまきり、けら、くびき りばった

昭和五年度

鱗麹目 うすたびが、のこめきりが、、からすよとヨ、-あかばきりが、

えぐりつまえすごしゃく、まっきりが、い伝たが、ょとうが、まへき

すかしのめいが、かれはが、.くはとけえ't:しゃく、かしはきりが、

とびもんおほえたしゃく、あみりんが、二化めいが、さらさべにこ

りが、ごくが、あほりんが、きはらごまにらひと り、がぶらやが、

あかきりが、あやすぢりんが、さくらけんもん、うちも Jめ、いち

じくぎんうはば、しろもんやが、こうすづまがらす、くろす Jめ、

おかじろもくめ、あ4甘いらが、ーまへきあっば、，くはのめいが、ゅう

ますごらえ't:しゃ く、しろつばめえ花しゃく、ものめいが、しろもん

はまき、ももす宇め、すき'εくが、-あわのめ.いが、ちかしのめいが

もんしろさ・くが、おひ・かれは、ぉtまみのが、まつかれは、りんごか

れは、くはご、へうもんえだしゃく、ちIJ、しかぎば、はいし?ろこけ

が、ましたえ記しゃく、きのかはが、くちばすす3め、もんくろしゃ

ちほこ、あをいらが、あかすぢしろこけが、ょっ惜しこ~~が、つま

.あかしゃちほこ、あかうらかぎば、わもんきしたば、つまきしゃち

ほこ、くはえすごしゃく、はらあかひとり、めいが、せずぢす宇め、

いらが、まいまいが、除くとうが、やままゆ、くるふすごめ、ごま

ふ除くと eミ、ごま7ごらべにこけが、わたのめいが、なのめいが、な

かぐろもく，め、くろごまだらひとり、おはけんもん、びろうきが、

くすさ ん、うすばつばめが、しろつばめえ't:しゃし、ちやさくが、

ほそあt.dまやかz、のこめきりが、おほとぴもんしゃちほこ、ちゃえ

官 't:しゃく

J毛題目 ひりながとびけら、とびいると'ぴけら、 ちぢとびけら、ι えぐ

りとびけら、 -しまとびけら

鞠趨目 かつをぶしむ干し、じょうかい俗ん、けんごろう‘、こ't:かけん

ごろう、きいろてんとうむし、こごみむしだまし、 h くろこがね?ぴ

く59) 
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ろうさこがね、てんとうむし、ひめきづりごみむし、ちゃいろびろ

うさこがね、しろちぢかみきり、もろちちこがね、ほしカ、みき り、

ひめこがね、こふきこがね、ちぎこがね、しろちぢかみきり、 こし

まりんごろう、ひらたくはがた、ニがねむし、てんとうむし、ひら

たごろむし、きうがねぶいぶい、ちゃいろこがね、さくらこがね、

はんのきこがね、ょっ惜しかみきり、ひらたごみむし、まぐそ?とい

こく、くはカ、みきり、ながひょうたんごみむし、きづりまるくびご

みむ し、しでむし

双趨目 きりうじかがんほ-、うしあぶ、ひらたあぶ

膜趨目 あめばち、あしながばち

肱趨目 くさかけろう、へびとん除、おほすばかけろう

直趨目 ちゃばぬごきぶり、せすぢつゆむし、えんまこほろぎ、けら

くびきりばった、はらぴろかまきり

鯖蛤目 うちはとん怯

三ド趨目 あぶらせ2み、あi'くさがめ、くさぎがめ、つまぐろよこばい

あをiまはころも、にいにいぜみ、おほくもへりがめむし、あかぎ陪

しがめむし

昭和六年度

鱗趨目 うすたびが、のこめきりが、しろもんよとう、みってんきり

が、くはとけえすごしゃく、おほとびもんえ7ごしゃく、かしはきりが

まっきりが、きはらごまだらひとり、い除たが、えぐりつまえだし

ゃく、ょとうが、なかぐろもくめ、さくらけんもん、かぶらやtJ~、

なしけんもん、あかばきりが、けんもんきりが、ふくらすじめ、き

のヵ、はが、あt:;、まつあ令りんが、あかすぢあ令りんが、つまあかし

ゃちほこ、二化めいが、まっきずかしのめいが、くろす予め、うん

もんすぷめ、うちすごめ、くちばすす3め、ふたおびこやが、くろく

もやが、めいが、あからうかき'ば、すぢべにこけが、すぢもんひと

り、くはのめいが、しろもんはまき、ふたおびこやが、おほけんも

ん、くはご、くろぎんよとう、たてはまき、こすす3め、ももすするめ

つまきしゃちほこ、せぐろしゃちほこ、きしが、もんしろきくが、

ももくめいが、おひかれは、かれはが、まっかれは、おほみのが、

あやいらが、いらが、くろしたあやいらが、せすぢすどめ、ょっ惜

しこけが、ひょうもんえだしゃく、うすきっぱめえすごしゃく、ごま

ふ除くとう、くはえだしゃく、かきみむ Lが、まいまいが、ちゃみ

c so ) 
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のが、せすぢす♂め、くはごまだらひとり、もんくろしゃちほこ、

ひめごますごらひと り、やままゆ、くすさん、はがたづにこけが、ゅ

うまだらえずごしゃく、りんごかれは、えぐりつまえナごしや〈、あか

すぢしろこけが、うすばつばめが、まつあかすかしのめいが、おは

あj;、まつあつば、あけびこのは、ひめやままゆ

毛麹目 ひろばとびけら、ひけながとびけら、ちじとぴけら、えぐり

とびけら、しまとぴけら

双麹目 もちつきかがん~~.、うすか、きりうじかがん陪

鞠麹目 しろおびまるかつ金ぶしむし、あ令がびかつを~~~しむし、ご

みむ しすごまし、がむし、ひらたごみむし、きべりあぞごみむし、~

ベ 1) つやごもくむし、しまけんごろう、ひめけ・んごろう、けし ~Jん

ごろう、しでむし、じょうかいvlん、みづすまし、てんとうむし、

ひめじょうかい、きいろてんとうむし、こごみむしすごまし、あかび

ろうきこがね、きいろこがね、ひらたきろむし、りんごかみきり、

さ・うがねぶいぶい、はんのきこがね、さくらこがね、こみづむし、

こがねむし、ひめこがね、しろすぢかみきり、くはかみきり、 j;、ぷ

とむし。

膜麹目 あめばち

三i三遡目 つまじろよこばい、はねあかかめむし、あ舎がめむし、くさ

ぎがめむし、あぶらぜみ、ある~Iまはごろも。

肱麹目 くさかけろふ

直麹目 ごきぶり

以上は唯't:.昆虫世界に記載されて居た毘轟令、並べたにすぎない。目

も古い分類法に従って居る。

まとまりもな〈、拙女令経り貴き紙上を拝借なせし事告感謝しますη

(1932. 10. 11.於宮崎高等農林恩校昆虫接教室〉

(飴錦) 宮崎市附近に於ける電燈に集る主なる毘品

ニグワメイ jl キナ tヒメシロヤク

クワヱタ・シヤク ゴ y タeラヒトリ

コ内マダラベ、ニコナカ. クハ ノメイガ

クロ コjlネ キリウジカカンオf

ツ トガ クロクモヱダシヤク

( 61 ) 



562 

蝶の鱗片について

大神熊夫

鱗片 (Scales)Fig.A は指先でおもむろに蝶の遡を摩すれば、粉の知

〈指にくっつく 会以て鱗紛とも云ひ、叉鱗片は毛とは相同なることは諸

君も御承知の所なり、印ち何れも真皮細胞より起り、之が弐第に鐙化 し

て人の知る鱗片となる。叉現に鱗片と毛との間令連絡すべき中間物ぞ完

全に護見するぞ得ペし(固の「もんしろてふIやまとしじみ」妻!再)従っ

て鱗毛 (Scal e. hair)の名稽がある。しかし鱗片鱗毛等は普通の毛に比

し形は初論通常造かに脱落し易き蓮あり、これ等の別名の外魚類の鱗の

知く 趨膜について見えるのを以て軍に鱗と云ふこともある。

鱗片iま牒蛾却ち鱗趨自の酷(殊に麹〉に在するのみならが、この外多

くの毛題目、「しみJfとびむ LJ(弾尾目J、「かみきり Jfこめっきむし」

並に象虫等の鞠題目、盤題目の二.三「茶位虫J(噛虫目〉の或る物にも害

するものとなされ、猫ほ「ちゃばねごきぶり J(直遡目)fかはけらJC積

題目)の或るものの知きは麹肱上に鱗片に類似のものを有すると云ふ。

しかしi比庭では主として蝶の鱗片について述べて見ゃう。

鱗片iま肉眼にては微躍の翻T呈すれきも、融微鏡下にi(現せば精巧な形

朕令有し、家鐙の南趨にはその数40高より少からすると云ひ、ある種の知

きは150高の多搬を有せり と云ふ。鱗j十は荊卒なる:変にして短柄iこより

遡膜の突起における凹研に搬入し、其の配列は恰かも屋根瓦のJI頃タ;に重

盛せるが如く遁常←定の方向に於て棋はり、其の先端は縁の方-に向へ り

然れきも麹のある部分においては真直に生じ或は反劃・して少しく隆起し

たる部分を形成するものあり。而しτ其の形はl笥様ありて時に種の特設

を有するとなされるも、一個体においても闘に示すが如く幾多の異りた

る形駅を有する鱗片守護見するとk得べし。卸ち比較的成きものあり、甚

だ狭きものあり叉殆を線駅舎呈するものあtて2遊離せる一端の通常鋸

歯の綾又は鍛刻の縁を有すれご、或は全縁なるものあり、鋸歯の織にお

いても鋸歯の童文一定して居らする 1より5に至る盤化あり。鱗片は濁り遡

面に附着するのみなら歩縁迭の或る部に生十る事あり。之ぞ 「縁片i焼」

或ひは「繊毛鱗」と云ふ。小形の蝶蛾にありてはこの織片鱗は往々微毛

よりなれり。而して通常鱗片の形は葉駅伝呈し外方に向へる面(上面)
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にねいて幾多の卒行せる縦続(或は隆起Jを有す。但し時には下面にも

縦線の害する揚合があるが如し。各縦線の間隔は Kellog氏の研究によ

れば0，002mmより 0，0007mmに達し 1鱗片一面の隆起の敏の少きものは

「すぢくろかばまだら層(Amosia)Jに於ける33以下、多きものは 「わ

んもんてふ底 (Morpho)Jに於ける 1，400とす。鱗片は費生の初めに

賞りでは中窓なる部分に原形質を有し且つ背片仁t面〉とj鹿片(下面)

と所k に連絡あるを見るも後には草に裳献となり、中窓なる所には空気

を充すのみとなる。

鱗片の色は内部に含める色素の如何によるは勿論であるが光の干渉に

よりて一層美しくなり、金性色ぞ呈するものとなる c 故に樹微鏡下にて

鱗片を個々に分離して見れば、此の迭で少しは美麗なるrt:てはてふ科」

の!fl*も飴り 美惑を起きない「蛇目蝶科Jも色の知においては大差な〈殆

んさ一様である。それl故に蝶の美色は鱗片一つ一つの色素でなく鱗片の

集合により出来上った色であると云っても諜ではなからう。

鱗片の目的は蝶にありては以上の知〈色彩令示すに用ひられ、猫護香

の目的を有する護香鱗 (Androc')nia)と稿するものの存する場合あり、

この盤香鱗は若干の蝶類の雄の前麹の表面に存するや普通とし、特別に

隆起せる部或は完l1i果等に存し、時には普通の鱗片と混在す。蛮香鱗は特

別なる細胞 c1旗手m胞)と連絡し、その内容物が臭気となり鱗片に盤散す

るものなり。而して其の目的(ま多く雄にある会以て雌令誘惑するにあり

と思はれる。この外鱗片は多少機械的の保護作業会なすものならんと云

はれて居る o

E欠に各flにおける代表的なる種の形7吠を弐の表により述べん(図書照〉

但し材料は前理の趨頂(叉は前角j の部分の鱗片会用ふ。

余の観察した範閣では一般に鱗の色は黒味やIr'if.ひ7こるもの多くして、

先端濃く弐第に薄くな り短柄のついた部分は叉少しく濃くなって居る。

種 科

(1) きあけは(あけはてふ科) (Fig.1) 

符滋鋸歯車交 長さ×幅 色
汀1.町1. m.m. 

A @)3 0.1471x 0.0519 1黒味多く

B @) 2 0.1337 x 0.0生69)黄味少し

(2) もんしろてふ(しろてふ科) (Fig.2j 

A @) 3 0.1229 x O.何回、

B 愛 3 0.1593 x 0.0ω{黒味色多し
(、黄色少し

C 4 0.1190 x 0.0490 J 

( 63 ~ 
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ロ1打1. m.ln. 

D 2 0.2660 x 0.0238 l白色多し

E 1 0.4823 x 0.0203 }黒色少し

てんぐてふ科・まfらてふ科……賓験せ歩。

(3) やまとしじみ(しじにてふ科) (Fig.3) 

A @4 0.1026x 0.0274 1 
3 黒紫色

2 白色多し

1 黒色少し

(4) つばめ しじみぐしじみてふ科) (Fig.4) 

A @}'1 

'r 

q

O

0

4

v
h
u
 

0.0926x 0.0298 ) 
}黒紫色

;白色多 し
黒色少し

cp;) つまぐろへラ もん 平 (t.こてはてふf;!j・) (Fig.5) 

A @) 4 0.1264x 0.0461: 1黄褐 色

3 黒色

( 6 ) せせ りの一種(せ為 りてふ科) (Fig.6) (おほちゃばねせ当り に

似て非な るもの)

A @)3 
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y
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色

色
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褐
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nu 

(7) このまてふ (じゃのめてふ科) (Fig.7) 

@) 4 0.1250x 0.0557 l黒色多 し

3 0.1853x 0.0生06¥褐色少し

@)~flは普通に して多き もの、衣にこ の普通なるものの大さそ計t草すれ

ば衣の如し。但し不正確なるも長 さと崎との積にて大さ舎表ぜり。

ぐ1) きあけは 0.00763449 

(2) もんしろてふ 0.00553050 

(3) つまぐろへうもん 平0.00586496

(4) やまとしじみ 0.00281124 

(5) つばめしじみ 0.00275948 

(6) せせりの一種 0.00598230 

(7) このまてふ 0.00696250 
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上越の二表よりせせりの一種を除いては大韓において長さは幅の約3

倍前後会表はして居り、大さにおいても叉大髄麹の大さと正の相互関係

会有して居る郎ち鱗片の大さの太怒るもの程、遡の大さも大となるので

ある。最も普通なる鋸歯数は 2と3であって鋸歯車史の箆北範闘の中聞に

位すると云ってよい。この他長さと幅とは大館査の相互関係ぞ持って盤

化して居るのが見受けられるゃうである g

最後にこの鱗止の和用について述べて見ゃう。 「虎は死しでも皮越す」

と云ふ諺があるが、蝶は今日その美麗なる趨会細工物に庭用され、その

姿令死して後に止めるやうになって来た。その中でも特に美しいのは南

米産の「たてはてふ科」のMorpho属の蝶の趨にて作られたものである

其の他日本においても蝶例へば「あはすぢあけはJ(あけはてふ科)rあ
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さぎますごらJ(まr:らてふ科)rつばべにてふJ(しろてふ科〉の如き美

麗なる蝶を硝子の聞に挟んで作った盆やコップ敷等の販貸されて居り他

方においては麹の鱗片冶鞠腐してカードや扇子其他の装飾に用ひて居る

等で既に御承知の事と思ふ。市して蝶は大慌において農作物の害畠であ

る。故に捕殺してその趨そ細工物に利用さるれは一息雨得である 。諸君

等よ大いに蝶の鱗片を利用さ れ併せて害品在降かれんこと希望す る。 ，

(1932. 7. 8. ) 

蜘妹鎮の採集と其の生活

有 回 経夫

普から蜘昧はグロの中に編λされてゐる。彼の武人が蜘妹の菓で命を

拾ったとか、その糸に奮起した等言ふ話を除いては、小説の材題に も、

傍設にも、吾人に良い印象令奥へたも のはほとんき無い.然し之を採集

するに、動物と言ふ割に於ては、 昆品 も蜘献も何ら選ぶ所はない。唯種

類が少い (16，000) と言ふ司王が布るが、川へ トリ ク'モすら 300種も 知ら

れてゐること を思へば、 決して失望す

るには及ぶまい。

今私の多少の経験と、中島先生に御

指導していた1:いたことから 、蜘妹類

(節足動物・昧形網・蜘妹目〉の採集

及生活に就て少しく述べて見ょう と思

~、。

A 採集

1 採集用具

(1) 標本瓶 (口径約60-80mm) 75 

%アルコホルを~位入れる。

(2) 管瓶

(3) ピンセッ ト

( 4 ) 特製ピンセット (Fig.2)

'( 66 ) 

FIGol FIGl 

，. 

lι 



:J 

ー、， 

(5) 捕畠網(金金属製〉

(6) 移植ゴテ

5t'l 

(附j 岸田氏管瓶法。直径 15-25mmの管瓶に一匹採集すればそれピ綿

-a詰め仕切りとし、其の上に更に一匹入れ、同様にして数匹入れる

(Fig.1)。新くすれば蜘株-a生きたまま持ち鶴る事が出来る。之必殺

すには熱混を用ふればよい。

2 採集法

採集法のポイントは一言にして言へば、決して蜘妹白骨豊をピンセット

等で捕へないことである。之は多くの場合柔かな彼等ぞ傷付けるからで

ある。蜘昧の採集はその性質、生活-a知ることが根本問題となって来る

(1) 類腐現象 (B-4妻照〕の別用n

(2) 下重:性の利用。

ぐ3) 跳躍性の利用。

ぐ4) 其他c

(lX2)は下に績をすけて上から軽 〈叩けば必歩採れる。 (3)は捕畠網で採

るが最も安全である。 (4)フクログモは根気よ く号iき抜〈か、 襲令停って

掘ること。トタテグモは左手に草等や持ち戸の上や曜くた為き、彼が肢

-a戸外kこ出すと同時に移植ゴテで掘り取る。又は穴に禾本科の翠-a揮入

し之-a侍って堀る占捕虫網で世("l.なく花の上、葉の上等をすくうと思は

ぬ牧穫がある。

3 採集上の注意

(1) 季節。蜘妹は年中居る。然し季節により種類の差異、多少等金考

へねばなら ね (7，8，9，月最も多く冬は少い〕。例へば7月頃迄多く 見ら

るるコガネグモ、ゴ・ Eグモ等は 9月になれば見ることが困難になる。

(10月には概〈少ない仔を見得るが〉彼の秩に多いジョロウグモも 7、8

月頃は似てもつかぬ仔蜘株である ことを考へてもわかる。

(2) 場所。棲息地は水に制限さる事も絶無ではない。叉水上金歩く蜘

昧は吾kC"普遁に見る所である(褐色で 20mm足らす3のものであるが検

ずくたことはない〉山の中も齢り茂らない小路のある位の所が可。之は彼

等の食性を考へればわかる。自11毘品の多い所には又蜘妹も多いことにな

る。宮崎市附近では下北方面が最適地である。

(3) 天候。晴天綾きの時がよい。雨後、風の日等は特に悪い。

(4) 時刻。午後4時以後5-6時頃が最良、網令張るものは多 くタJF
であるカ、ら。

( 67う
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其他同じ揚所在何底も採集すること。同一種も多く採ること。特に自

然y状態~観察 t.e必す3わすれぬこと。巣を張るか否か。菓の張り方。かく

、れおびの有無、形駅、耳嚢等0

4 標品保存上の注意

(1) アルコホルは脱色する故採集醤時の色伝記して置くこと。

(2) フオル T リンは標品ぞ硬化させる故不可。

5 記載上の注意。

之は湯原氏の記事会il簿寓するに止めよう。

(1) 背甲の形、中誌の探浅、その方向。

(2 ) 眼の畿、大小、排列の模様。

( 3) 腹部 (i~~彦 、 大き、頭胸部との比。

(4) 上顎の形、大さ、歯の有無及数。

(5) 下顎(鰯震の基部〉の形、大さ、歯の有無及その数。

(6) 下唇の形、大さ、下顎と接幽するか否か。

ぐ7) 歩脚の長さ、形、各歩脚の比、各部の比、爪の有無及其獣、 。毛

総の有無、陥駅毛列の有無、刺の有無、排列及数。

(8) 問、庇の有無及大小、形。

(9) 昧庇(劫続突起Jの排列!伏態及其形状、大さ、節の数。

(10) [[門突起の形、大小、毛の有無。

ぐ11) 胸板の大小、形。

(12) 気門の致、位置。

(13) 節慌の形、大小。

(14) 鏑援の大小、形駅、武装。

(15) 生殖門の位置、形獄。

(16) 採集地、採集者、採集月日。

(17) 肉眼的考察、習性の記入。

(18) 色彩、及体の測定手記。

6 標品の保事

-V-1:宛管瓶lこ入れアルコネル冶入れておけば可。番故t.e附けて科別に

並べると面白いと思ふ。

採集に就いては大体以上の如くである。説書の時本箱からハへトリグ

モが出7こり、障子にアシダカグモが来たり家の中t::けでも相嘗採集が出

来る。

( 68 ) 
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B 蜘妹類の生活

蜘妹類が到る鹿に居ることは前述の遁りである。生活に就いてはフア

『プルも、彼の昆虫記に面白い種々の翻祭を載せてゐる。・2患者の報告も

可也あるが、不明の個所も亦酔くない。

) 1 色彩

L、

ユ

樹上の蜘般は斑色形多く、接聞のそれに暗色の多いことは一般に認め

られてゐる。叉保護色警戒色も知られてゐる住吉牧揚で才ミナエシの花

柄上に附いたハナク'モ (Misumenasp.)を見た。黄色の花、花柄に黄色

のこの蜘l般がll:ってゐるのは、偶然以外には中k護見し難い。仔蜘昧が

パックの色により鐙色することも知られてゐる。

2 形 3状

七月頃の樹間に多いコーtク'モを見られたでせう。芥屑(食ひ粕〕の一

直線、其の一部に彼は宿ってゐる o

3 保護的習性

コガネグモが岸-田氏のカクレ才ピ令刺用してゐるのは鈴りに人の知る

所である。

4 類嫡現象

〈類嫡反射とも言ふ以前悌苑と聯した もの。 〉荘、はあの搭猛なオ ニグ

モを何度か採集した。彼は木片等でひきく燭れると、念、lこ糸-a<j 1いて下

向し;地に落ちても決して動かうとしない。少し位っきいても更に動じな

b、。

5 自説現象 (自体裁断現象)

かつて三本肢会残したアシダカグモが室内を活動してゐるのぞ見たこ

とがある。彼は自裁によ り身を外敵から脱れた結果であらう。原則とし

て自識の後には必争再生を伴う。脱皮は之の機を奥へる。

6 天敵

寄生のもの。直接彼等令食ふ峰類一之は我k よ〈見るもの。其他今年

の宮崎の知〈大雨、叉は洪水の後には非常に種類令誠子る。

7 薄命

普通2、3年最高17年の記録がある。私がハへトリク'モで断食させた

のでも 3，40日は生き得る様である。

8 求婚ι 交尾。

横はj桐郎博士の言-a借れば「世の中仁夫婦愛の冷いものとして有名な

< <69 ~ 
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ものが三つある。其0;第ーは蜘妹、第二は崎、第三は!暗蜘である。」と

賓際彼等が交尾後に、雄が雌に食はる A 例は少くない。然し世に言ふ如

く残忍なものでは無い様である。

彼等の交尾は 1fJ、タコの交尾と好一撃すで面白い。唯彼等は腕一本石

犠牲にせぬ?とけがましであらう。蜘妹の交尾は同一種聞にのみ行はれる

別種間で交尾の行はれ難いのは形態的に不可能の震であら う。求婚に際 £ 

して雄が雌を認識するのは硯魔、嘆魔が役立つものと考へられてゐる o

i主意すべきは気象の影響である。求婚の行震は、 昔は、 (1)雌雄淘汰によ

り (2)雑交防止の目的より (3)雄体内の新陳代謝の琵現等の考へより説

明しようとしたが今日では「本能Jと言ふ簡軍な二字で片附けてゐる。

此庭では、私が住吉牧揚で質見したのを蛍時の記鍛より拾ひ出して此の

稿令終ることにする。

宮崎懸住吉牧揚。 JuI.4.1932AM.I0.30-11.30.ササグモ一種 (Oxyo

・pessp.)サルトリイバラ葉上にてc

雄は雌のが1方約10mm位の鹿に位置し、黒色の燭肢-a交互に上下し、

第一肢を振りダンス金行ふ。四、五度振っては、約1mm足らが前進し、

七、八回で、いよいよ雌の前方に謹す雌は興奮してじっとしてゐる F 葉

の間雄は大念ぎで曲症の頭の上を乗り越へ、直に雌の陰門に交接器-a挿入

する。此の間約一、二秒。其の後大急ぎで脱がれて、元の位置に蹄り再

び前の動作-a繰返すe 之の間雌は見動きすらしない0 ・三回行った0 ・三回

目交接の時聞が長過ぎて(三秒以上にも及んすご〉雌が動き出したので雄

は急;ま逃抄出した。興奮の止ん't:雌には、雄の寄在は、一個の餌にしか

見えぬかも知れないからの~研に雄が二三匹居た。

(Sept.27..1932. 住吉牧場墜寮 4~控室)

鶏の外部番号生息〈ニ〉

小島正秋

If. 蜘妹類 ARACHNOIDA 

蜘株類で禽類に寄生するものは嫡類でその駿は18腫は護見されて居ら

その中の 4種のみが有害で:他は無数に居る時に番-a奥ふる込のである。

(; 70与
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::9(にその主なるものや記せん。

1. 鶏壁鼠 Dermanyssu-sgallinae 

(1)形態及習性

5'11 

ヲクモ俗に薬品とも云ふ。酷長は約6粍位で雄は雌より幾分小

さい。慣は軽くて微風にても飛散しょく惇播す。酷色は淡黄色な

るも股血したるものは濃厚色叉は暗赤褐色を呈す。成虫の外形は

全館として扇卒卵固形であるが少し前方・が後方より細い。体表は

キチン質で被はれ8本の脚は 6関節よりなり口器は刺穿性なり 3

鶏壁訴には衣の如きものがある 3

a. デルマニサス、ヵリナーデノレマウヰウム

惜は黄白色で卵形或は梨献を示し後端は前端よ;り梢幅庚く腹部

は短少で刺毛着生してゐる。雄は体長 0.6粍、雌は体長 0.7粍位

なり。

b. デルマニサス、ピルンヂニス

開i者-より大にして楕園形紫褐色を呈す。雄は髄長 1.2粍雌は艦

長 1.4粍位なり。

一般には以上2種金融補してワクモと云ふて居る。ワクモは明

るい所伝競ひ蓋聞は舎内の際問却ち棲架の間際、産卵箱、天井、

柱、壁等の際聞に日昔い所を求めて隠れて居るが日夜になると直ち

に出動して今より快き睡に入らんとする鶏群を製ひ鮮血や畷るの

である。鶏の体温(卒均41"C)は彼等にとっては高温にすぎるの

でl民血l後は逃れ去るのである。諦氏25度附近で操気を含み暗くて

空気の流通の悪い所によく量生する。普通年2回繁殖や繰返すも

ので[5乃至6月の梅雨明に第一回の繁凋ぞ行ひ 9月下旬に至り再

び第二回の繁殖をなし11月頃になって越冬にかかる。本校の鶏舎

でも今年は 2固にわたって蕃殖したさうである。

(2) 害朕

鶏壁訴の害を受けない養鶏家はないと云ってよい位ひに羽主主と

共口一般的の害虫である。この襲撃を受けた難は次第に貧血症状

ぞ呈し釘論産卵力にも著しき悪彰響ぞ来し、鶏は築養不良で護育

護れ且つ余病併護の怖あり甚しきあのは死に至る。!1..之れは家禽

のみなら余人畜生令も害するものである。

(3) 繭除法

このものは普通の消毒薬に劃しては割合に抵抗力が強いもので

.( 71 ) 、
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ある。繭除法としてはその習性を利用する卸ちコールタールにナ

フタリン令加へたもの又は生石次乳とク νオリンの混合翻令鶏舎

内の綿ての際聞に塗り潰すのである。或は叉石油にグレオソート

を少し混じたもの50位稀轄のクレオリンにナフタリン会混じたも

の令噴霧してもよい。叉熱湯を注入してもよい。其他色々の薬剤

も用ひられてゐるo本校でプクレ才リン'I"佼-用 してゐる。一度大

脇除ぞ行はねばならぬ程に多く量生ずれば蛍分の聞は鶏合をあけ

て徹底的に全滅させる方法令 tらねばならない故にその損害も大

きいものである。このことも結局は不潔より起るものなれば鶏舎

は常に泊毒清潔に保つことが肝要である。

2. f存癖虫 Sareoptes mutans 

(1)形態

体は極めて小さなもので撤微鏡によらねば確かには見られない

幼虫朋は 3 劃の脚や有し，生殖器官~蝕ぎ数回脱皮して成虫期に

入る。雌虫は白色球形をして 2劉・の短脚令具へ体長0.44屯乃至0.45

粍位なり。雄虫は更に小さく体長 0.2粍位なり。雄虫、幼虫、踊

は一様に脚部に吸盤を有するが雌虫には之を鉱Lぎ且つ球扶~呈す

(2) 害 状

この疾癖虫は一般に腔鱗を侵すものでこのものの寄生を受けて

ゐる鶏は鱗朋肢は野君津脚と云ふ見苦しく膨大しかさばったがさが

さの症状を呈する。卸さ疾癖虫が脚部鱗聞に侵入すると脚は光揮

なく鱗は逆立って各々分離しその下部より白色拐y状物が生じ、附

近より生がる白色の法出物~i.昆和して各鱗片は硬化して、ヨk第に

茨色の腕度-i:'形成して、あはれなる症吠となる。かくなれば脚は

常にこの寄生虫の刺較を受け、鶏はそのために持でl啄〈、ために

更に刺戟加はり病勢益々悪化し、かくして疾患は上方に波及し、

脚の闘節部が侵される綴になると立つことが出来すヨ肢行し或は蹄

る様になる。故に柴養不良となり雌f;!産卵争中止し妹に若鶏はそ

の害が甚しいと云はれて居る。 iJ、当る害を還するには寄生してよ

り約6ナ月を経過してからであると云はる。かくして銭死するか

或は晩期に「ヂフテリー」又は烏型結核や併琵して早逝せしめ或

は叉甚すごしきものは冠、内需をも侵すものである。

(3) 務防踊除法

E存癖虫に依る鮮朋l症の係播は患鶏との接燭によって起るものなり

( 72 ) 
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然しその速度は蓮かでない。 ー然しながら疾癖虫の勢の盛んなとき

にはその惇播も相賞蓮かでかると云はれてゐる。之も合外よりの

侵入の外は鶏舎内の混潤不揮なるために起るものであるから舎内

{ま常に清潔に保たねばならないο患鶏を霊見すれば直ちに之令隔

離し舎内、 棲架其他のものを熱湯又は石炭酸、石油、クレ才ソー

ト 等で消毒する o~に患鶏の治療をなすご確貫なる方法としては

研癖虫を殺誠する詰である。故にその薬剤としては、浸透性脂肪

が多〈用ひられ之で窒息致死せしめるのである。患部は務めプヨ

シ様のもので摩擦 し或は石鹸~，溶した温~で摂して摩擦してから

薬剤を塗布すれば効果的であると云はる。その薬剤としては石油

と石炭酸の合剤、クレオソー ト合剤、 コールタール合剤、 iワゼリ

ングリセリン等で之る。 fiすれにしても手術後は数日間温湯及び軟

石鹸でよく洗縦しておかねばならお。

3. r鹿沼癖病原虫 Sarcoptes ~ laevis 

殴羽鮮には二種あって、一つはこの寄生畠によって羽生ぞ抜き取

らうとするのと他は空腹の場合に羽毛ぞ食してその味令箆えるのと

である c

(1) 形態習性及びその害扶

古Iiの野癖品よりも更に小さく朋lに剛毛あ り春秋2回繁殖する、

叉その傍播も主主である。寄生部位は鶏の轄部より始り、頭、頭、

背、 Jl退部及び胸部に蹴大し翼及び尾羽は普通は犯されない。 この

寄生品のゐる鶏はその刺戟による淳痛のために羽毛ぞ抜くそのた

めに皮膚は裸出するのぞ.見るのである。弱毛の基部を鏡検すれば

~.~~数の品龍ぞ琵見するとのことである。鶏韓はその寄生により て

疲勢衰弱するもので-、 Theobald氏によれば「本疾病に犯さるる

時は、比鶏は産卵ぞ休止し牡鶏は惑に致死することさ へある」と

云ふてゐる。

(2) 橡防騒除法

務防と しては政調癖のある鶏や購入しない様に注意し若し鶏群

中に患鶏を護見した時は直ちに隔離して髄除法を施すべきである

薬物としてはクレオリン 1に劃してヲゼリン10の割に混じたク ν

オリン軟膏令塗布するが'ょいと云はる。この他にベルーパルサム

アルコール液、クレオリシグリセリンアルコール液、炭酸加里、

ワゼ、リン及硫黄華の混合軟膏及'ネ才トン、ヲゼリン当者;量混合物等

C 73 ) 
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種々あり。この他tこ患鶏にほ築養会ょくして羽毛生成令助長すべ

きである‘

4.其他

蜘蚊類に属する鶏の外部等生虫で以上の外に種々あるが、その中

"の二、三を記せばヨたの知し。 (NEUMANN氏による)

pterolichus obtusus 

Dermaglypbus miuor 

Dermaglyphus elongatus 

Megninia cubitalis 

Megロiniacolumbae 

以J:に於て鶏の外部寄生高なるもの と、その縁防蹄除法等に就いて蹴

暮記した積りである。要するに外部寄生品のみでも鶏に及陪す否 kiJlい

ては人類にまで及依す害は甚大なるものがあるのである。あまっきへ之

に内部寄生虫、傍染病、外敵等.:a考ふれば益々ゆるがぜにすることは出

来なb、c 故に養鶏家たる ものはこの姑に充分注意して鶏令家族の一員と

考へ鶏舎ぞ我が家の知〈常に掃除し消毒して清潔に保つ様にすれば之等

の害金避け得て益k 鶏の能力令充分に護揮せしめてその質輯ぞ傘ける様

に努力すべきである と思ふ。

終りに中島先生の御指導に感謝の意を表す。

ぐ鈴録〉

霧島山麓に於ける動物方言 〈ー〉
/ヘ

ひきがえる ワツッ. (小林、真幸、加久藤〉
---、、

ゴンジヨワツヅ 〔高原)

いたち .=1.タチ (小林〉

トコ サマ (高原〉
~ーー、、

J、くろ トツクヰ (長.幸、小林、加久藤〉

ヨtカドイ ぐ昆幸、小林、加久藤江

かはせみ カワピシ 〈高原、真幸、小林、加i久藤〉
---、、

みそささ'い tソツチュ (高原、小林〉
/一¥

tソデヅチ ぐ加久藤)

からすがひ ドログ (加久藤j

とん伝 ;，フ.タ (高原、小林J
ノfフ. (真幸、加久藤〉

め?ごj;、 ずコ (小林、加久藤〉

，(符〉

乞

F 、
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私の飼ったJI¥烏に就て〈承前〉

岩切芳郎

(16) 金 糸雀類

カナリヤは古くから廃〈飼はれてゐる小鳥で、小鳥といへば誰もがす

ぐカナリヤかと蓮想する程、この烏は最も良く知られて居る c それf:"け

最も良〈家禽化 して居て、世界何庭でもカナリヤの聾を聞かぬ鹿はない

までによ〈普及して居る。コむも長い間には多少流行に饗動はあったが、

司 然し常にその代表的な地位令失った事はない。カ ナリヤは誠に小鳥界の

代表者であると云つ Cもいい位である。

私は幼い時からカナリヤを飼ひ続けて居るが、其の萎の美しさ、玉ぞ

輔がす其Il鳥聾、艶麗比類なき其の羽毛、其れに極めて強健で飼ひ易く、

加之に巣引が容易であり代値も安いので・、小鳥飼養の初歩としては常に

カナリヤが選ばれて居るのも危である。

カナリヤは我が園では時辰鳥、又は金陵雀、金縁雀と呼ばれ、叉隣酉

の支那では芙蓉鳥、白燕と呼ばれて居るものであるが、一体カナリヤと

言ふ名稽の由来はと尋ねると、「カ ナリー島の鳥」と云ふ意味である。郎

もその生れ故穿sがアフリカ大陸の北西の海七にあるカナリー島であるか

ら、其の郷土の名に由たものむと云ふ事である。そして今日で世界中殆

んき共通の稿呼となって居る。このカナリー島起漉説に就ては面白い棒

読があるが、之はさ民の機舎に譲る事として、カナリヤの生れ故郷は只カ

ナリ ー島?とけかと言ふと、置は ;bナリー島ばかりでなくアゾレスなぎの

群島にも棲んで居るのである。カナリヤと言へば我々先づ黄色の奇麗な

小鳥や思ひ出すのであるが、初にカナリー島に棲んで・居Tこ原種は、今日

見る様な美しい黄な小鳥では決してなかった。其の形は雀に良〈似て色

合の青黒い小鳥であった犠である。それが入鋸淘汰の結果、我等の翻る

あの美しいカナリヤに鐙化したものであって、その盤り方に就ては色々

とやかましい製設がある。

一躍この烏が我園へいっ頃轍入されたか明瞭ではないが、今の底徳川

時代の天明年聞となって居る。初めは他の舶来品と岡犠4ニ長崎へ渡来し

ずこ様である。

カナザヤは雀科に属し大さも雀位の烏であるが、其の調色は買に多種

( 75 ) 
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多様でそれぞれの美しさがある。すべて野生の鳥を馴養すると著しくそ

の羽色に襲化を来すものであるが、カナリヤの揚合は特にその好例であ

る。野生のカナリヤは青黒い羽毛であるが、其の中から偶然にも初め咽

喉の所に黄色の斑のある盛り種が生れた。これが全身黄色のあのカナリ

ヤになった出器離である。普通は黄色の無地t:ぐ大低の人はカナリヤは

黄色い烏と思ふ程であるが、決して黄色ばかりがカナリヤの色ではない

同じ黄色の中でも淡黄ゃ濃い黄色もあれば其の他純白色、赤褐色等、是

もカナリヤかと恩はれるのがあり、叉原種に:QIい青緑色や或はl鼠色、樟

黄色令した羽毛の持ち主もゐる。叉極最近では黒いカナリヤも出来たそ

うである。

以上は草色のカナリヤであるが、日此外に斑の入ったものもゐる。普通

は黄地に青褐又は緑黒等の斑のあるものであるが、近頃では純白の地に

褐色、鼠色或は薄墨色の斑紋の雑ったもの、叉は黄の柿斑、棒の黄斑な

さ種々雑多の謂色を有する ものが現はれて来た。

更に形態上に於ても見事な盤化を建抄て居る。身髄の細長くなったも

のがあるかと思へば、羽毛が悉:く措縮した:所謂巻毛と稿するものがあ

り、或は毛冠と稀して頭部の羽毛が特に嵩高になって居るものがあり、

その冠毛の形によって種々の名隅が附せられて居る。その他今後或は尾

長のものも出来るであらうし、亦丁度鶏の様に尾が退化して翼の尖端が

尾の代りをする様なものも現れるかも分らない。其他形の上に於て、叉

色彩に於てきんな奇態が現れるか分らない位で、斯くして入婿淘汰に依

ウて次第に新らしい鑑種令殖して行くことは、我々巣引家に取って何よ

りの梨しみである。

衣に其のl賜聾に於ても亦念速の進歩と震建舎とけて居る。ローラーカ

ナリヤのあの美しい音色 と音楽的な階律や聞いた人は、再・び其の感興iio

忘れ得ぬであら う。

新くの如〈カナリヤの種類は非常に多いのであるが、大別すれば

(1) 鳴く躍を傘ぶもの。

(2) 姿態iio寧ぶもの。

¥(3) 羽色"e傘ぶものc

の三様に匡別される。その内私の飼養したものだけに就て簡輩に設明令

加へて置こう.

， (~)並カ ナリヤ 原種に最も近く人f詩的lこあまり進歩して陪らない

( 76 ") 
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:カナリヤの内で最も幼稚なものと言っていい。然しそれ古けに飼養法も

容易で良く 繁殖するから一般に愛養されて居る。巣引はカナリヤ中一番

上手な鳥であるから、他の優秀の種類の偲母に用ひ られる事がある。亦

閉じ雀科のまひわ、かわらひわ、 のぢこ、 ほほじろ等と雑種も作る事も

出来るが、私の行ったのは不成功に終った。先づ身長は図寸五分位が普

通で、その噴は太ってメL<、雀ぞ少k細長くした様で、 羽色は一般に黄

色であるが色々の斑の交ったものもある。

(二〉細カナリヤ その字の示す遁り姿の細長くなったカ ナリヤで-、

鳴き聾 も可愛らし く最もカ ナリヤ らしい感 じのする種類である。この烏

は主としてその形会主主ぶもので、 鵠形は細長く顕は小さ くして顕は長〈

背は圏 〈替曲し、脚も長くして直立し尾は著しく前方に曲って居 り、静

止した時側面から見れば、三日月型をして居るのがよいのである。f{;i色

彩には色々あるが極黄令最もよ しとして居る。

(三〕 巻毛カ ナリ ヤ 此の烏は現在我閣に於て肢 く愛養されて居る種

類であって、背部及胸部の羽毛が色k の73に各いて反沼駅伝したもので

ある。その巻方ーに よって多数の種類があるが、其等の内には驚く程高値

なものもある。最も優秀と言はれる烏は、脚は長〈直立し、体は梢々前

方に向って居て尚尾は習曲しないものである。この烏は専ら姿勢令賞玩

するも・ので、 調色も黄、柿、青なきあるが、極黄を以て最高として居る

(四j ローラーカナリヤ ドイツカナリヤ とも、鳴き カナリヤとも I浮

んで居る。之は濁逸で作られたもので、あまり溺色ゃ体形等には重 ~iS?

おかないで唯その鈴ぞ輔がす様なl轄を寧ぶものである。

叉最近には色物ロ ーラー と言って甚花美しい沼色会まとったカ ナリヤが

作出されて、 JI寄来は特に有望なゐ種類とされて居る。従ってローヨーカ

ナリヤに就ては述べたいことが山 k あるが、随分長くはなる し又あまり

専問的となるから詳細に就ては後日お話しする事にしゃう。

1Ji.に順序としてカナリヤの雌雄の見分け方令述べる事にする。先づI!!詰

き聾で判別する方法で郎雄はよく曙づり雌は噌らないからそれに依るの

も一法ではあるが、烏は何時でも噂づるわけではないし、 又時には雌で

あっても憎づる例外的なも のも見受けるから、|自然その形態に依って匡

別せねばなるま い。一放カナリヤの雄は何鹿となく体が頑強に出来て居

て羽色も鮮明で美しい。 之に比して雌の方は知何にも織弱に見え綿髄に

沼色は鈍いのであるが、新う言ってもその匡別はー寸判定が困難で、初

心者は誰で.も蛍惑あるのである。然し熟練さえすれば容易に鑑別し得φ
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ので、その相違黙は微妙なところに現はれて居るから、宜地に鑑定して

確貰な経験を持つより外はない。

*-に特別な雌雄の見分け方を紹介する。カナリヤは盤情期に謹する E

虹門部が雄は著しく凸出)j彰!医して庇吠を呈するが、雌は卒坦であるから

之に依って容易に識別することが出来るのである。燃し之の方法は護情

期間f:けにし7J、遁用しない融貼がある。

ヨ欠はカナリヤの飼育法であるが、これは含報の第六盟主で述べた十姉妹

と殆んを伺ーであるから、只相違して居る貼だけ金書考のため大略記載

して置く。

カナリヤは他の小鳥 と雑居させることも出来るが、普通の揚合は庭鰭

』こ一番を入れるのであって、その用ひる庭箆は十姉妹用のものよりは少

しく大きなものがよい。併しローラーカナリヤの雄の様に聞かな良い鳴

き聾でl聴づるものは、雌とは離して只一人竹製の烏能に住した方が鳴き

慢を梨む上からはょいと思ふ。

遁常カナリ守は、夜は巣の中では|眠らないで止木に止ったまま憩から

夏期夜開放の来襲令受け易く従って蚊に足会普されて、足を痛め烏の睡

眠令阻害するので非常に鳥は弱るのである。従ってカナリヤの住家には

蚊の襲撃を防禦する手段が必要で、庭箱には必する前障子は~fJ物である。

叉舘内は常に乾燥清潔にする事は言ふ迄もないが、時々羽品わくも等の

霊生する事があるから、注意ぞ怠つてはならない。若し;羽品等が護産す

るとたt:~こ親鳥を痕弊させるのみではなく、巣引中等は量Itがごれに襲lま

れて落雛する事が暫々である。調品の笹生防止法に就ては十姉妹の鹿で

述べたから省略する c

カナリヤは前述の様にtl昨月1止しては菓は不用であるが、只その巣引時

に人工巣ぞ必要とするのであって、その用ひる桑iま十姉妹に使ったのと

は建った椀駅の浅い議で作った皿換である。叉巣草も巣引用と してはな

くてはな らぬものの一つで、打誌が長も趨賞であるこ とは十姉妹の時に

述べたと同様である。成るべく柔かい。もの躍がよく、三寸位に切って吊

して置けば、 烏は勝手にそれ令巣へ睦へ込むのである。

一体カナリヤの餌としてIel:~穀類が主要な食物で、特に粟、稗、黍の

三つが主食物である。備時k極めて少量の菜種、荏胡廊、カナリヤシー

ド、ニカ.シード、レプシード等令奥へてやると小鳥は大愛好んで食べる

が、これ等は脂肪に富んだ飼料であるから、給奥し過さないことが肝要

である b 次に育-菜は烏 !JV健康l，t'保つ上か6大切な 4ので、出来るだけ新

C 78 ) 
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鮮なのや多量に興へ、其の外牡塘拐、細砂等も必要で、71<.は初論飲用と

っ しても水浴用としても重要なもので、毎朝清水と取 り替へて奥へるので

ある。

~に盤情及び育雛飼料・ としては卵米或は卵粟で悪くはないが、遁揮は

茄卵で二つに切って奥へる。叉藷卵と言って甘藷と茄卵とぞ一緒に摺混

ぜたものでも差支なく 、或はパン粉、砂糖粉ミ ルク等の混合物令水と摺

ったものでも充分である.e

カナリヤの巣引時は、普通春季の三月頃から七月頃までの聞で、既に

三月頃から雌雄令配合して前記の愛情飼料令充分に給奥し、早速菓皿と

薬草を奥へてやるのであって、雌は巣作りや終ると産卵-a初める。卵は

朝早〈産むのが通例で蓮日産するが、中には董過ぎとか隔日に産む烏も

あって、かかるものは老烏か病気に躍った.烏で卿化率は甚すご悪い。

一般に産卵数は三個乃至六個で、卵の大さは雀の卵程あり、色も似て

居て淡青色地に褐赤色の斑鈷がついて居る。新して雌は白から産んだそ

の卵の上に静かにその身を置き飴念な く卵令抱いて居るが、其間雄iま根

気よ〈雌に餌運び会するのである。 111・し雄の内には斯様な親切者ばかり

ではなく、更に盤情して雌の抱卵を妨けるものが居るから、そんな揚合

は産卵が終れば直ちに雄を別居させる方がよいc雌に抱温さ一れつつある

卵は二週間位になると、殻をfJJ1Iって中から赤い可愛らしい盲目で裸の腰

の立たない雛が出て来て、張り裂ける程口を聞いて親にしきりに餌令求

めて居る。雛は卿化してから大抵五日も経っと開眼し、その中に衣第に

沼色も伸び元気も附いて、約三週間もすれば巣から飛び出 して後一週間

経過すると自分で餌を拾ふ様になるから、親鳥と分離するのである。

すεと更に親鳥は第二回の産卵を始めるから、始め と閉じ様な準備ぞす

るので去る。斯様にしてカナリヤは、ーナ年に三回乃至五回の巣引が出

来るのであるから、一年間には一番の親から約十五羽位は雛が得られる

諜である。

島上カナリヤに闘する断片的な事柄を述べたが、最後に諸君の愛養を希

重する c

(17) 吹階O~雀(じゃがたら〉

-之の鳥はー名網目とも呼ばれて居るもので、頭の部分は黒〈、胸及腹

側の羽毛は先端が褐色で残りは悉く茨白色で染められて居る関係:b全

体から見ると褐色と次白色の横斑となって居るが、、腰の部分及尾は帯黄

( 19 ) 
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色ぞ呈して居るつ羽色はあまり 締麗な鳥でもないが、 更に噴は青黒色で

脚も蒼友色であるため、一暦人眼に附く事が稀であるが、併し之の烏は

丈夫な上に温和で白から集金作り育雛するから、飼って見ると興味の深

い烏である。I安I留日巴雀は雌雄共に同形間色であるから、 雌雄の判断に非

常に骨が折れる。産地lま南支那及我園の室濁である e

(18) 壇 特〈だんとく〉

壊特法印度、南支那及謹間• .i*の小鳥であって、一般には十姉妹の原種

't:. e言はれて居るが、其の形態及習性が良く似て居る烏で、初めての人

は十姉妹と鹿:見誤る程である。頭部及胸は黒褐色で多少舗にらって居る

が、背面は暗褐色で腰及腹の一部は白色を呈し、其の他は殆んさ全部締

麗な褐色である。噴及脚色は前麗と同様であって、十姉妹との間に良〈

雑種が出来る。

(1.9) 銀腹

羽色は置に光揮tりある黒と褐と自の三色で、其の配色は、頭の全部-、

胸の上部が黒〈、腹の中央から以下は鮮明な白色で、 背一面並に尾は一

層光揮の強い褐である。調色iま今も述べた様に美しい面白い配色である

から、 明と胸lが紅色であったら申し分ない美烏のーに数へ上抄られる鹿

であるが、惜 しい事には噴は蒼白色で脚も次黒色である。

私の飼ったのは至って織弱で、買入れ後三タ月有齢で落烏 となうてし

まった。一般に巣引は困難.な方で、原産地は中央及南部印度であ るが、 続

馬I来4三島等にも棲んで居る。

(20) 金 腹

之の烏は金腹科の代表者て-、債格が低廉であり臨も丈夫であるか揮ら

山轍入さ れ、小鳥屋のj占等に非常に多い烏である。銀腹に似た烏である

が、羽色は二色て:腹部の白色が泊、失した頭の黒い髄の栗色の可愛らし

い烏である。

私の現在飼養して居るのは求めてから四年にも成るのであるが、其の

永い聞に一度も産卵した司王が無〈、いたって巣引の下手な烏であ るe 主

にヒ"V' 7 ヤから中央F.fl度、 J馬来竿島に治、けて~するが、本邦でも龍から

逃出したものが曳く原産化して居るそうである。

C 80 ) 
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(21)碧烏

馬来三ド島からジヤパ♂スマトラ iこ至る馬来群島一帯に野生する小鳥で・

金腹にも良〈似て居り大さも殆んき同じであるが、金腹と異な る鹿は頭

部が白色であり、顕から喉胸に至る部分が黄褐色である事で、他は金援

と同色の栗色である。雌も雄も問調毛であるが、雌の方が縮瞳に色が薄

金腹と共に非常に丈夫で古くから輸入されで居る。格別の奥味のある

鳥ではないが、遁入用として歌迎されて居るのである。

(22)銀鳴

銀携は活漉な感動すをる烏であって、印度及その附近に棲息して居る

槌の大さは十姉銑位であるが、之よりも鎚分細長く特に尾は創駅で光揮

ある黒色である G 背は一面談褐色't:が背と股の間には横縞があり、腹の

部分は友白色で、上噴は鉛次色脚は次色である。

之の鳥は十姉妹の先祖のーっとして考へられて居るもので、容易に巣

引を行ふ事が出来、私は本年十姉妹と の聞に雑謹や作出する事に成功し

7こo

(23) 文鳥類

文鳥に就ては リンネ舎の例舎の時に「文鳥類の話iJと言~、演題で述べ

たから省略してもよいが、曇考までに一般の事柄に就て記載しTこし‘と忠

ぷ、。

之の鳥を見て先づ眼に附くのは、鮮紅色の太く短い噴で、衣に，;u舎で

見る様な奇麗に装ふた羽色美である。頭は漆黒で眼の縁lま赤い線で閣玄

れ、背は一面蒼友色で腹部は淡い葡萄色.a呈し、尾は黒く脚は淡紅色で

あるが、雨頬は之の烏の最も著しい特徴である、白い大斑ーがあって一居

色会鮮明に しτ居る。小島界の濁創的な美術家とは文鳥であらう a

女烏の大さ形ちは雀に類以して居るが、大量性質が荒くて他の弱い鳥

をいじめるから雑居させると危険である。叉之の烏は字闘性.a持って居

lるから、幾ら陸じい夫婦の聞にも一寸した事から衝突が度々起るc 更に

原産地では害鳥とされて居ろので、多数が常に群をなして田畑を荒す等

の行震は、美烏としての文鳥の資格を割引すべきだと考へる。

女烏はジヤパ、スマトラ、 J馬来群島が産地であるが、支那南部アフリ

よ81) 
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JJの東部等へも野生して居るそうである。義国にも飼養して居るのが逃

抄出して僅かに繁殖して居る。設が宮崎市の天神山の或老松の稿、こも私

共のにがしたものが咋年まで巣を作り、散歩には必する私の内の庭闘等の

植木に 11:って行ったのだが、近頃は姿を見ない。

文鳥と言つでも色kの鐙種が居る。盟友烏は、巣引令行って居る聞に

出来た其の最も原種に近いもので、原種の美しい羽毛の聞に白色の差貌

が交ったものである。弐に文鳥の紋主幹とも栴すべき頗の白斑が蝕知して

鼎斑に霊登った黒文鳥と呼ぶのが居る。更に白文鳥と言って、全身純白の

美しい烏が、大体百年前に名古屋の或る飼鳥家によって作出されたの此

の様な銘烏が我が日本人の手に因って作出された事は、我閣の誇りであ

る。光揮ある純白の髄拐に、鮮紅色の噴ゃ眼縁の紅桃色の脚等の調和せ

る色彩は、恐らく美烏の王であると言っても過言であるまい。 ヨkに亦褐

色盤種の文綿鳥と言ふのが居る。

女鳥の雌雄は、形も羽色も同じで少しの特異動もないために最も困難

である。私の用ひて居る見分け方-はぐ雄はl賓が大きく太って居て其の基

部が隆i!]して居り色も鮮紅色で濃いが、雌は比較的小さく隆起も少くて

色も薄いのである。亦眼の縁の赤い線が雄は濃く揺も成いが、雌lま赤い

線の一部が非常に淡いので判断出来る e 次に一般鳥類の特性として、 雄

は特種の男性的なI帯方やするので、此るをf!!バ'1判i
之の烏の飼ひ方方.，はま十姉妹と同様で差支なく、其の給興する餌も殆んき

同様なもので、常食飼料としては粟、科!、 黍等で、盤情及育雛飼料は探

小米、卵粟、 (句9卵H米)であるカがz、j其主の内で

他青菜、ボレ一、水は不断奥へるのである。普通の野生の女烏は入手で

菓引させ綴としても仲k謝れ、が、機文鳥、白女烏{ま容易に巣引し小箱の

天地で良く繁殖ずる。上手な鳥は年に三間回も育費fgするのでi 十五羽位

の雛が得られる。巣引をさせるには、健康な仲のi陸い夫婦会選んで庭箱

叉は禽舎に同棲せしめる。此の時先づ必要なものは巣箱で1 之は木製の

長方形 (3.5寸 x3.5寸 x6) の箱令二室に分け、一方・~雄の見張所として

外へとの出入口を設け、他方・は雌の産量に用ひるので、薬会敷含僅かに

光線の通る程度の小穴t.e明けるのである。菓を奥へ菓草色 充分λれてや

ると、衣の瞬間其底には文鳥特有の交尾のダンスが開始されて、それか

ら間もなく光潔のある銀白色の美しい卵が五六個斎み落される。すると

二人は入念に抱卵を始め、五六日も経過すれば'奇麗な白い卵は蕗分県宇

んT来て、十五日もたつと愈k雛が殻i'破って産れ出る。雛(ま盲目で且
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つ赤裸であるが、十日目位から翼が生えニ十日もたつと全身羽毛も生え

揃ひ、大体ータ月で菓を飛び出す様になるのである。上に述べ‘たのは女

烏の白然育雛法であるが、衣に多くの雛会得ようとする人工育雛法と言

ふのもあって、今tJ、ら三年以前に盛に名古屋地方に行はれた方法ーである

以上大体私の飼聾した外園産の播餌烏は終ったのであるが、倫一つ掬

寄類の数拾種が残って居るので之に就てはさ矢田の曾報で紹介しようと思

J、。

1932. 11. 4. 

(徐録〉 イ弗 法 {曾

。1I法{曾はまた三賀烏とも羅漢鳥とも云ひ、古来霊鳥として珍重さ れて

ゐる。熱帯性の烏であるから稀有な烏と してー暦名高いのである 。霧島

山に産することに就ては三国名勝田舎に山中七奇のーとして記述がある

「鳴聾例桧俗と唱ふるが如し、只其のi鳴聾を聞いて其の形-2?見たる人な

し、此鳥霊山に非ざれば柄まや、 高野山と霧島山とのみ栖るといへり J

と言ってゐるつ桃洞蓮華に就いて見る延喜六年八月三右大臣が法華八講

を修せられた折に例法借が鳴いたといひ、叉延喜十八年八月十三日英丑

右大臣が五候家に於て五日十座を限り法華経を講読せられた折にも樹上

で此の烏が鳴いたので文人々して長歌ぞ詠ませたといふ。叉其の十四日

夜にも松樹上で鳴いたといふ。其の後も種々の著書:上に仰法借の記事が

散見する。

性盤集補闘抄に弘法大師の後夜間仰法借鳥の詩がある。

閑林濁座草堂暁 三賀之聾間一烏

一烏有聾人有心 聾心雲水棋Tk
興山雲堂は之に和して白〈、

孤月辱塞廟林暁 三費風微ー霊鳥

IUI出常住賢相民 十界盤k共了k

例法イ曾烏は古歌としては種々あるが、

山にすみまれに閤ゆる鳥なれき 里にも君が秋よりぞなく。

わが国のみのりのみちのひろければ烏もとなふる例法借かな。

うま事をきかぬみやまの烏't:.にも なくわはたつな三のみのり に。

〔霊場4霧島1.l:Jによる〉

( 83 ) 
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整ム整盆受ムミ援 ヤ

進化を通して共棲を語る

中 島 茂

卒和な美しい花園や久劫の沈献金守る森林も置は残酷な生脊競宇の悲

劇揚であると見へるが、其の反劃・に其等麗しい生物棲愛を基 tした相互

扶助の人情劇揚であること令見落してはなるまい、今此の生物界に於け

る相互扶助金共桜 と稽するのであって、自日ち生吻の極聞に害する有益な

相侵ささ'る密接な交渉である。依って民議に解するならば全生物相互の

闘係は此の共棲に鴎すべきであらうが、 「種間」を限定して二種相互の

相互関係とした狭義の共棲に就いて述べ・て見ゃう。

共棲は種相互の生活に劃す利径の程度に依り、相利共桜と片利共棲と

tこ分けることが出来る理で、官Ij者が所謂、本来共棲のもつ意義に従ひ、

相互享利の場合で、後者は鐙則な偏酷享利の場合であるが一方生物の享

利の矯めに他方生物への不侵害が重要な候件で之れが寄生現象と分けら

れる要貼である。

A 相利共棲 (共棲〉

動物と植物との揚合

1. rアtーパJamoebaと「クロレラJchlorella 

原生動物の「ア Eーパ」は根足虫類の運動器官なる、探足-a以て食物

-a取圏み、脆て金曜-a移動して終には食物全髄内に取λれるからこの動

作やア tーパの捕食と云ふてゐる。 rアfーパJ-a 500倍で鏡検すると

体内には按ゃ食物並に食泡や気泡の外に緑色のクロレラなる一群の藻類

;a見出すのであって、之れは彼等の食物aでなくて藻類の有する誕締素に

依る同化作用や湿して得た食物の若干ぞ「アミーパJIの宿料とする旋客

の一群であってw間接には「ア tーパ」の食物とも云へるもの750

2. :Jウ Pムシとクロ νラ

( 84 ).， 



585 

ゾウリムシは原生動物の繊毛虫類に属する良く知られた動物であるが

之れとクロレラとが前例と同犠な生活様式をとるのである。

3. iツパチと瀬花植物

ミツバチの花粉蒐集の巧妙なる方法に就いては本誌第四披に「花と虫

との生態相」と題 して詳詑 して置いた。

4. ~)レハナノf チとイチハツ

今、他のイチハヅ より受けた花粉を胸背の剛毛に貯へて衣のイチハヅ

に飛来った~)レハナパチが花蹄上の密槽への遁路令押分けて行けば・最初

に上よ り垂れかかる雌蕊の柱頭でこっそり頭金なでられ、胸背に貯へて

居た花粉を柱頭にとられ後に雄革の花粉を叉豊富に授けてもらふ、其の

機構が知何にも巧ムてあるのに驚かされる。

5. プロヌパ Pronuba e-lトタシ

Pronubaは小さな蛾の一種であって前胸脚を以てイトヨンの花粉を集

め小球を作る。自分が産卵せる子房の柱頭には此の花粉球;s..載せる習性

令有する。郎ち一つの養育報謝;s..ゃるの?と。

6. カラスとホヤ

結賢植物と鳥獣との聞に見ろ此種の共棲は其の例に乏しくないがカラ

スの糞より宿木の「ホヤ」が芽生へるのは何底でも見受けるものであらう

動物と他動物 との場合

1. ヤドカリと 4ソギンチヤク

節足動物甲殻類のヤドカリが腔騒動物の イソギンチヤクぞ殻に着けて

外敵よ り隠れ、 イソギンチヤクがヤドカリのおこ段、れで生きる閲係はモ

ガニと彼の甲殻に着〈海草との関係 と似て居る。

2. アプヨムシと麟

双題目のアプヨムシ又はアリ 7 キと蟻類との関係は牙共棲の第一課と

して小謬校の理科敬材に迄のせられてゐる。

3. イソギンチヤクとノマアキラ percula 

Percula は小魚でイソギンチヤクの口腔令安全住所とするのである。

4ソギンチヤクが受付る小魚のおこ帰れは余り多量とは云へまい。けれ

『 合之れの一例とな 既得る。

. 4. ワニとワシドリ

ヲユの歯に挟まれる食物の残物を掃除しτ畏れるのがワーシドリであう

τ至って物語的な共棲の倒である。

( 8与〉
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B 片利共棲

1.カミキリとコメツキムシ ー

カtキリの幼虫がうが高く盛りつつある糞の中で生活する@コメツキ

ムシは前者の排池物や遁賞な生活揚所として居るものカミキリの幼虫は

何等の利益もなければ被害もない。強いて云ふならば同居者の販はいが

あるかも知れぬ程t:，
2. カメムシと i;，へ

tパへの幼虫がカメムシの唾液中で該虫に被害なく生活することぞ認

められてゐる。

3. 蝿と蟻

metopina鹿の小雌は麟の一種の菓近〈生活してゐる。蟻の幼虫は此

め蝿の幼虫.:æ噌食するから IIT~臓は彼等へ食物として運んで来る。ところ

が雌の幼虫は食はれる前に蟻の幼虫の頭部に逼上って、其後は蟻の幼虫

よりおこ除れを頂戴して生活し・決して蟻lこ害を輿へる事はない。

鵜て蟻が管繭し蜘化すれば、蝿も繭の後部に於て蝿化するに至る。職

麟l;t或る期聞を経て繭の頭部を開いて沼化晩繭を易からしめ、脱繭後の

出殻繭は菓の外へ蓮び棄る習はしとなってゐる。斯くして出殻繭に残っ

た雌は蟻の巣を出て羽化、交尾、産卵の機曾令得ることになる。

4. サメとコ，，--ン 4タダキ

コパン 4タタ・キは別にキコパンダメとも云はれ、背鰭ーが吸盤に愛'じた

黒色や呈するカマス程の魚である。此のi虫盤を以てサメ類叉は鯨類の腹

部に着き彼等大動物の食残りで生活するものである。

以上、共桂子を大観したが更に人類と生物との聞に見出される此の種の

現象に言及して共棲が進化方向の決定に如何ばかり干興してゐるかを窺

ふこととしゃう。 、

吾々の現在を考へて見れば牛、馬、犬、で鶏の飼養動物J並ひ九こ稲~の

栽培植物との共投である事は否定出来なb、。世人類と共に生活しずこ動物

。としては既に河馬、犀、洞熊、野牛、モルモツト、周11鹿、:獅子は奮石器

時代前の化石止して知られて居り、古代象、多毛犀、馬等が奮石器時代

の壁書や彫刻に現れてゐる。決の新石器時代は人類が動物飼育に成功し

ずこ時代であって原牛や牛に、野馬ゐ塙lこ〈野猪を豚に、野学岳山羊に、

山狗や犬に、野維を鶏に馴化し、叉、野生の植物のやより小夢、燕琴、

(86 ) 
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牒琴、稲等1>栽培し人類生活に明な震建階段を作ったのである。今もし

人類なかりせば牛、馬は釘論、稿、夢も今日の隆盛はなかったであらう

し、化石動物として残る事さへも危やぶまれるに相違な い。

共棲現象を眺め此鹿に至って彼のトムソンが、生物進化の傾向ぞ推論

して「生物同士が連結することである、換言すれば安全を得る鋸めの手

段として花と毘品とが聯結するやうに一種の生活網を作ることに向って

準化の大趨勢は走ってゐる」と述べた名言を味はされる。少くとも人類

の進化は買に人類自身及び他の生物との共棲に基けるものなる令信守る

(Dec. 28. 1932ー於宮崎高農動物墜教室〉 〆

生命の進イどに毘的ありや

萱岐美好

彼のペルク'ソン (HenriBergson)とシヨオ (BernardShaw) とは

此の悠大なる生命のドラマに工見はれる目的らしし、ものに深く感心して、

生物準化の鍵は目的にあるものと思ひ込んすごので-あった。生物の準化に

目的があるか否かと云ふ問題は、生物療上極めて興味があり 、此の問題

の完成は生物壌が他の一般思想界への一大貢献令なすものと言へるであ

らう。自分は此の紙上告遁して此の大きな問題令今まで自分が知り得た

事項から考察して見たいと思ふ。

生物の進化的愛蓮の主なる因は匹形質の殆んで全く偶然的愛異の上に

加へられる自然淘汰の結果であると云ふのが現今の事界に受けλれられ

てゐる設である犠である。獲得形賓が退陣するものと考へた、ラ'7)レク

の設は 、退陣壊の進むにつれて打破せられ、隠ってヨマル クの進化設は

成立するそ許されない。之に反して自然、淘汰の撰揮的推移的作用である

とする自然淘汰設は準化の事宜ーの大多塁走に劃して遁切なる説明令なすこ

とが出来るのである。却も不断の闘容や競字がなかったならば進化は起

らなかったであらう。叉若しくも無数の個体の失敗や死滅がなかったな

らば、その種の今日まてての完成への接近も出来なかったであらう。

新ぐの知《、現時iま準化~生命が其の環境に劃ーする反感、と見るのであ

( 87 ) 
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る一郎ちをれは所謂「試験と失敗」の方法令illlじて行はれる。環境は畿

北する種は絶えす'之に霊まして新Lい愛異令投出す。そ うして其の大部分

は何等不用のものでめ り、盤化した環墳に順臆する事-a得ないものであ

る故淘汰されて終ふ。而し少数のものは保存され生命の進化の流れの中

に加へられるのである。斯様にして種は襲化ずる。そして其の鐙化たる

や新しい環境の箆化によりよく週躍するものとなるのである o

生物の理墳は言ふまでもなく輩に無生物界のみ会云ふのではない。敵

餌、競宇者、寄生虫等生物的環境がある。之等の生物界、無生物界、の

環境の中にあって、此の環境の愛護の聞に作り出されたものは役に立っ

ても完全である とは言ひ得られない。彼等lままTご生命の;最上のものでは

なくて只多少なりとも安定的な生存舎なし得る厳になったものと言ふ事

が出来るであらう。

而し乍ら愛化は我々が知り得る範圏では手首り次第である。 鐙化は無

計輩的である。盟、異は子賞り-:!Ji.第である が、淘汰はそれ-a:!巽探しそう し

て出来得る限り環境の特獄の服態に適合する様に指導する。

一度之等の事賢岳知る と我々は準化に目的がある とする思想iの必要が

なぐなって来るの

而し;裁々は此の悠久遠大な神秘的な宇宙、生命の機構を振返って見る

時之等の愛護淘汰の流の内に吾人の知り得ない目的がある如く感ぜさ'る

ぞ得ない。

此庭に進化が目的あるものとすれば我々は弐の二つの読や考へ得る。

印ち生物それ自身が自己の匙化に艶して目的や抱いてゐるか、3l..動物や

植物白身は何等か目的を現はさないしても生命とその環境とぞ自己の目

的の矯に仕組ませる所の宇宙の精紳卸ち品'11の心の中に目的があるか。そ

の何れかが異質でなければならぬ。

所が前者-a考へて見るに我々は今日花が何止かして蜂ぞ引き寄せゃう

と云ふ意志のあるものとは思はれない。ベルグソンやシヨ才の説の排斥

されるのも此の.粘であらう。

第二の貝解は近代的な紳製者の設である。卸ちそれは既成の全計輩ぞ

一挙に宜上見する伐りに紳の目的ぞ徐k に質現せしめんとする滋定行動の

一歩k 身の協定行動を主主味するものであると云ふ設である。我々は茸際

そうであるかも知れないと云ふ事・が出来る。科・撃はかかる終局の問題に

.ついて今の底然りとも否とも云ふことが出来ないのである。

而し生物接者は色k な現象-a見て準化合Z宇宙の目的に依るものとすれ

く88) 
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ば飴りにも遅々7こる働きであり、叉濯々たるばかりでな〈甚だしく其の

精帥に反して居る様な事があると説く 。質際我々は新〈考へるのが本宮

かも知れないが、而し例へば交尾中に雌のカマキリが其の雄会食ふが如

きは~の如く解轄すれば何等不都合とは思はれない。部ち交尾終って雌

の韓中に自分等の子孫;を富し得たならば、雄は白骨豊令犠牲に して雌の体

の養ひとなり、ヨI ~ 、てはより優れた所の子孫の出現に貢献するのである

と。新うした事が子孫準化の一つの要因であると解轄する事も出来ない

ではないe それ故何等宇宙の続制Iに反Lて居るとは云iまれないと解する

のも全然誤りとは云iまれない。然れεも此の考へは只輩なる解轄であっ

て確たる根嬢を持つものではな ~'o 悠久遠大な宇宙の刺I秘令想ひ浮べて

解いたに過ぎない。礁かにそうであるとは云ひ得られないのである。一

方何の目的も精紳もあるものでないと固執すれば重大な面'1'墜上の難問題

と衝突することになるのである c

そこで我kは最も賢い事は、寧ろさうした終局的の目的や計番に闘し

ては現今の吾k は無智である司王を承認することであらう。さうすれば吾

々は進化の背後に果して何物が春在するかを知らないと云ふ事令大j涯に

自白する一方に於て、進化が今日まで盆行して来た所の苓宜や理解する

ことが出来、そうして叉)1専来に於ける準化が我k~こ利益であると認めら

れる様な方向に事き得ることが出来るであらう。何となれば我々人類に

及んで一部分準化を目的化する事が出来たからである、此の人類の持つ

目的こそは準化の一つの成功であると云ふ事が出来るであらう。

此の人類の目的は変異と淘汰との機械的作用の結果として生じたもの

である、而し新様に生命に意識が生じた以上は、今までの盲目的な闘宇

と盲目的な淘汰とのまぬるい方法の代りに橡想と計器とを以って仕組ま

れた研のー唐無駄の少ないそしてー暦速かな準化を望むこ tが可越とな

ったのである。而し釘論それは僅カ、に希望であるに過ぎなU、、そうして

今日生活してゐるー我々人聞の多数は人類に知らるべき所の置に僅かな一

部分を知るのみである。そうして叉我々は我々人類が間もなく窪行し得

.るであらう所の多くの事柄についても未だ芸想だにしてゐないのである

(儀銭) 霧島山麓に於ける動物方言 (二)

め?とか ずコメ ー (方自久藤)

きじゃう ヂヨツ (英幸、加久藤〉

ヂヨツキン (良幸、加久藤〉

ヂョデヨクロ (良幸、加久藤〉

( 89 ) 
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夜間採集記

四本正秋

本年の七月二十三日に、長〈計聾して居ました、夜間採集令決行致し

ました。上級生の方の事故に居られる中にと、思ふて居7こんですが、仕

事に遁はれて休みに入ってから、唯一年生諸君のみと行った理でありま

す。

其の日の正午一行は、動物質験室に集合致ιまして色kの事を打ち合

せ、隅野、佐野、鐘江の三君に残って頂いて、カーバイト会用意 したり

締密を作ったりしました。

午後六時半頃、私iま三君等と、暗くなってからは白布等会張るに面倒

7ごらう、と言ふので、一足先に出掛けました。場所は、下北公園の頂上

の東側で、一段l寄りた所なれば、前方に雑木林があって、まあ適首な鹿

と見嘗を附けて行ったんですが、行って見ると雑木林は大部分が切り 聞

かれて居ましたので場所としては不趨t思ひましたが、他に良い鹿が見

醤らなかったので、仕方なく其鹿に決めて準備金初めました。

其の頃から薄暗くなり初め、塁堅生諸君も大1f集合されましたので、い

よいよ~~火して、 毘盆を誘ひ初めました。

初の中は飴り飛来しませんでしたが、八時牢頃からオマツポツ来初め、

九時頃に一番飛んてd来fこ援で‘す。大賠九時十時が、一番飛んで来る様に

思ひます。十時すぎると、柏下火となる傾向金示します。飛んで来まし

た物は白布に止 りますので、其れや用意の毒瓶に移すんですが、 何しろ

人政が多くて、 各人に行き渉る個教が少かったのは残念で した。叉前二

回の夜間採集に比べ‘て、今回の探集は飛来数が少かった様に恩ひます。

其の夜はI暗く て風も無く、夜間採集には趨賞した夜でしたが、飛来数の

少かったのは、揚所の悪かった事と思ひます。一番飛んで来ました物は

( 90 ') 
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コフキコガネ、?ヅカ νハ、小さな摂蛾類であった様です。で人載が多

かったために、一、こ、三班に分れて、燈火の方と糖密の方とを、三十

分交代と言ふ司王に して採集 しました。親i書きは附近の松の木ゃ、梅の木に

塗附して必いたんで・すが、之れに来7こ物は少かった様で・す。

以上の知くして採集を行ひ、十時にー岡山を下りました。

ヨ欠に夜間採集には知何んな;事を頭に入れて置かねばならないか、個僚

書に記しておきます。

1. s&援は夜間である故、 毒蛇、蚊、ム bデの襲警宣ぞ防ぐために、靴

グートル着用する事、 s[iも 出来る丈け悪い物の方が良い。

2. 遁具としては、六尺四方位の白布、アセチレン盤、憲瓶、ピンセ

ツト、等採集道具一式、木や切る斧、手提ヨ ンプ、アンモニヤ等

3. 揚所は森林を育IIにせる山の中腹

4. 無風の暗い夜、月夜は飛来扱が少い。霧のか sった様な夜が一番

良いのである。

それから糖密採集金行ひましたから、此れに就いて一寸記して見ます

と、糖密は黒砂糖令粗酒にて、 ドロドロに煮た液で、此れ令樹幹に塗つ

τ怠いて、時々見廻ると、毘品が香気や慕って集って居るから 、此れを

採集するのであ りますが、之れも夜間行ふが効果があります。此れには

時k ムカデ等が来て、他の毘品会捕食します故、根元lこトリ毛チでも塗

っておくと良いのであります。

其の夜の飛来数は上記の如く少かったのでありますが、奉加者の中下

記の諸君が、採集された昆虫を出して下さったので、其の目録会記載し

ます。蛾の中には不明な物がありましたので、何k 一種としておきまし

た。而して私共の此の行に、曇加されま した諸君の芳名を連ねて、結び

とします。

隅野利二t
鞠麹目 こふきこがね、ひめこがね、じらほしはなむ('1)、あかUご

ろうとこがね、さひきこり。

双遡目やまとあぶ。

加率 宜

鱗麹目 ともが、きまうあをしゃく、はまきが一種 (2)、めいがー

種-(4)。

鞘題目 おほあとほしごみむし、こふきこがね。

( 91 ) 
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-i亙惣目 1まながひしばづた (2)，.

字句目 おほくもつりかめむし。

佐野 剛

鞘趨目 こふきこがね。

協田 楽

鞘麹目 のこぎりかみきり (2)、こふきこがね (3) 、ある~ ~~うがね

(2)、ひめこがね (2)、き びきこり、せますごらこがね。

壬ド麹目 おほくろへりかめむし (2)、あをかめむし(~)、みやまあ

はふき。

双遡目やまとあか。

藤岡礎治郎

鱗趨目 まつかれは (2)、はまきが一種、しゃくとりが一種。

鞠題目 こふきこがね (4)、さくらこがね。

傘遡目 くもへりかめむし。

直題目 はねながひ しばった。

肱麹目 ひろばかけらふ。

川声正臣

翰麹目 こふきこがね (1)、しろすぢこがね (2)、さ〈らこがね、

のこぎりかみきり、くわがた平

宇遡目 おほくもへ りかめむ し。

自瀧一雄

有吻自 にいにいぜみ。

鞘遡目 こふき こがね (4)、きうがね。

竿遡目 おほくもへりかめむし。

吉松孝雄

鞘麹目 こふきこがね、くろこがね (2)、しらほしはなむくり、主主 1 
ほごみむ し、ごみむし一種 (2)、くははむし (2)"

鱗遡目 まつかれは「旬、摂蛾類二種ぐ旬。

半趨目 くろかめむ し (2)。

野博武男

鞘麹目 おほあとほしごみむしc

鱗遡目 やまとしじみ、うらなみひめしゃく、ほそlぎなみしゃ〈、

ふたなみとぴひめしゃく、はまきが一種 (2)，めいが一種 (6)

高橋清 水

( 92 ) 
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郎

讃

保

勝

門
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徳

弐

燕

ご
一
生

キリ

川戸光臣

野津武男

字都宮 泰

高橋尋匡

雄 鐘タ江叉減

(1192. 11. 3.於宮崎高農毘轟恩教室〉

正

多

金

黒

岡

吉

高

畜

• …ーー。園。

宮崎高等農林撃校事術報告の設費

本校運星術報告は昭和四年第一披が遊行されて以来毎年刊行さ

れ本年三月第五盟主が霊行されることとなり目下印刷中である。

従来は本報告は個人には寄贈され歩叉購入す7ることも出来なか

ったが今回宮崎市橘通り三丁目、ヨ定率堂にて護資するこ ととな

った。従って卒業生及接生諸君は釘論τ般に何人で・も購入すb y

〆ことが出来るわけである。

街報告は第γ銃は品切の錯第二披より蛮寅されるそうである

少ら取揃の鋳には誠に好都合と思はれる。
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宮崎リシネ曾略史〈憾〉

桐山英則・渡遜春好

第三十七回例愈

期日 昭和七年四月二十二日

場所 宮崎高等農林墜校校友舎館

プロゲラム

1. 開舎の静

2. 蒙古人の食物

幹事

宮脇先生

3. 山l潜侯爵家の小鳥参槻

AII岩切:g-

4. 支那の竹に就て 重松先生

5.茶話曾

6. 閉曾の続

講演暮言日

幹事

宮脇先生I"!塁走古人の食物さ L色有な

ものた場げ蒙古人が未聞の割に合理的

な食物た概ってゐる二さえP認されれ.

本来の蒙古人の食物I"!;:fって簡単な

もので家畜が食物である。杭物性の食

物さしてはチヤすミー康子(ミーズ〉

で英の外牛乳及其の製品なl王飲料水さ

して茶私鉄む。牛乳I"!aで飲む二さは

さT<生で用ゆる場合I"!茶の中に入れて

飲む。此の茶か紡子茶(スタイチユー〉

さル、ふ。 食物の主なものためぐれば次

の様である。

チーメlこ類U:もの

すーチゴ ホ'ヂセ IY-jr

アyレヂア チアカジトス

バターlこ類する Lの

Vエ yレトス

グリーム製品

トホウ Jレ 宅 ノ、タ守，ν毛

般乳類〈宇L!lî~醸緯ぜるもの〉

アイヲカ . タラカ

チアグ アyνチカ

ヱV カ

字L酒類

ホルヂェ νρ チゴエ νノ、

手D築ぐ甜妨子〉

スナイJt:.コ・ 1レリグ

pr 'Y!l・y ホ yν ト "IJノノ、

肉類

羊肉.牛肉.野獣肉‘野禽Cキ，;:>)

茶

1薄茶 C~ ]7 !ノチヤ〉

食料品吉しては以上の様なものであ

って.グイタミ νから考へて此の食品

ー 言F疑ふ LのがあるがABCDまでは含

有されてゐるo乳酸類ら多く用ゆる?こ

( 9生〉



め大務菌の繁殖を防ぎ不老長E警の作用

たするので蒙古人に11長命者が多い。

術生設備怒るき割合に体格の夏いのは

かかる乳酸の作用であらう 。

岩切君 11 山階侯爵家の小見込~~I凝し

れこ之ら同君濁待の面白い誇調で語つ

f: 。殿下の~民的なのに鴻き且つ感謝

しつつ参観し、英の規模の立滋な るこ

さ小島に格別の趣味~持って居られる

二さ殿下の熱心なろ こさら話し1:。

重松先生11支那方面族行の土産話に

竹|こ就いて話してI貰いt:。支那の植物

さ九州の植物さ 11夏〈似てゐる。我が

図の竹の主iH支那から~電波 しれもので

あるさいふ。島津家が 200年前支那か

ら持って*て績ゑTこものが扱がつれさ

いふが甚1:'疑問なffrがあり.倭窓が持

って予IU:のではないかさ思はれる。兎

に角我が図の竹 11殆ん~..支那にもある

支那の竹の分類11極めて!s'1大な Lので

原産11.ざうしても支加古恩はれる。淑

江省11支那の飯堰さもいふべさ民主で竹

が多〈支郡で11竹11重要なる庭園樹木

さされ，てゐるo最後に竹込用011:支那

庭園の美観た説明されれ。

本日の出席者

宮淳、宮脇、 日聖子、中村.中島.松

原、遠藤、活山.四本.山之口.重

絵の言者先生

AIII 今村、大紳.安政.波迭、籾山

ZJ/l有国

AII 間安、野口.村木.鈴木‘二宮

-1mJ.岩切、井上

新合員原岡.渡田.長沼.宇都宮.

藤間.長野、井手， fft地知.車草原

武来.榊.中尾、大豆.木村・-Z高

木、荒木、紳屋.宇悶.片附.七
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揚.村田，ri1J人原.古域.紳111・

加来、桑閃， I.U問、稲田.鳥居.

ji1f，回.橋本、竹内.卒問.高橋.

友添、大里子.山中.林.古森.稲

井、糸永、中村、 )11戸.石商、高

機.片岡‘宮原.姉峰‘舌問.坂

元、永江.吉森.河野.石川、佐

野 以上七九名

本年度11じめてのi胞の舎に余リ1?JJ1J..

見ない盛況ら曇 u新合員の歓迎含在来

ねた本日の曾I!無事に十時lこ閉曾Lt:

第三十八回伊]愈

期日 昭和七年五刃二十日

場所 宮崎高等i良林撃校合併教室

プロゲラム

1.関舎の務 幹事

2. も?の刺餌に就て 四本先生

3. 福岡!綴良事試験場に就て

ZI白瀧君

4. ~p皮の畜産 iご就て 小松先生

5. 琉球の糠楽に就て AIU図吉君-

6. 手滞依幹事推薦

7. 茶話舎

8. 閉曾の稼

議波客言巴

幹事

四本先生11符=Zまのもすの刺餌に就い

て語られた。如何なるものた刺餌にす

るかさ申すさー般小動物であれば種緩

や撰11'ない械である。捕獲手段さして

11待伏.狩礎、折、奪.特殊手段、食物

貯綴等であり桑園に娃の餌の多いのは

霜害の1:めに一時に葉か落下するので

小さ ν娃が見つげられて刺餌にされろ

ものさ見られる。刺餌にされる Lの11

前述φ襟に種も限らな U、が3主の高さや

調査L-C見るに次の様である ，

( 95 ) 
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2.5 3 3.5 4 ，5・6 '7 8尺

カ~ ，¥.' 10 14 6 11 13 3 1 1 

バYタ 7 14 7 2 (j一一一

カ マ
キリ

1 一一一一一

幼虫 ， ---
(紋白〉ー ム

幼虫 - 3 1 1一一一一
(夜盗〉

制方1!ll9H除等一定ぜず叉之等はすべ

て食ふて終ふのでなく幾分た食するiこ

止る。此の刺餌11決して腐敗しないが

これはもすもの口中に或ろ物質ら出寸1:

めに腐敗しないものさ云11れてゐる。

白協君 11.ij(高岡農事試験場の紹介らし

1:0 J.品業に翻す ろ一般の吹夏奨働優支

品種の配布らやっ℃ゐろzの話。

~p皮の畜産の話、 ~n度原iiの家畜さ

申ぜ11.'約十種イ立の積穎がめって現今の

家畜数11牛 12000路頭、水牛3800i1i;頭

緬羊2300fj，頭、馬 1727:tiii賞、臨!f;144 

;'1l;頭.111羊3800i!Ji;顕である。牛のhi'l徴

収世界の四分のーた占めこの 12000iii 

頭の大分背1m:荷主主牛である。是等の乳

製品11.'かりでは白図の需要に瀦1:ず笑

題等から輸入してゐる。牛が彼むiに多

νのにl依の少いの11!!f<様に考へられる

な!ま宗教上から畜産る見る芝、印度人

It白図の宗教に謝して11熱狂的なるも

他の宗教に射 して 11排他的で最 L多い

のはヒ y グー教でめり回数11約七千人

さいふ。"ty;ゾー教11主主物11殺きず肉

食 IHE鈎にしないが回数111皮肉11食 L

ないけれど L他の肉食11するこの事か

らして豚の加ないこさが宵づかれる。

ヒジグー教 11牛耳同中の牝身 f::さしてゐ

るo~[Jち榊なるものγ白出に市中ら歩

さ廻り.4幸に信仰深いもの11紳牛に会

物ら奥へー般に非常に君主崇sれてゐる

~ Il 1;宗教のカが畜産た支配するさいふ

こさ|こすよる。

悶吉君の王京王事の精巣の話、琉球に{事

つれの!1天手口元年でltl\'i~ 11果物用さ L

て用びられてゐ1:さいよ、事が古書に見

えろ。甘tI!;~栽培すろに苦心L1こさい

ふこさ It次の包認で伺はれる。

甘庶作るなら菰から作れ

甘庶務んfごら菰かぶれ

沖縄鯨甘~耕作面積 1 08450 町歩でー

ク年の生産高6，600，000斤である。

出席者

松岡校長.営陣.日野、小松.中島

四本、山之口、松尾.遠藤.松原、

中村の言者先生

A:lj 黒木、 j~Ht-.大紳.図吉、桐山

波退(春).~ま吹

AH 鈴木.岡安.野口.岩切、矢野

深見、村木.熊~ミ御i孟

Fl[ 怨藤

T I 松ilfl.長友、首孫、高松

A 1 村田.溢岡.甲輩、加11山.ii1王国

七揚、 F高野.井手、学問、近藤.

吉森

F I大野.川佼

z 1大具、片岡、吉松.高総.白線、

山中.西川

T ~中西.山間の言者沼 以上五十三名

第三十九期例愈

期日 昭和七年六JJ

場所 宮崎高等j込林謬校合併教室

プロゲラム

1. 開曾の齢 幹 事

2. 燦の鱗毛に就て AlII大紳君

3. 宮崎附近のま手に就て 主主磯先生

C 96 ) 



"， 4，移動ずる芽に就て Am~岐tl・

諮i実暴言巴

. ブ6iW~き の燥の燐毛の話

‘燦の島義毛さも議紛さも云ぴ、こ の縫

I:!燦lヰかりにl彼Eず其のf也の民議に L

存ずるもの-c:あヲ、一個体Iご於ても麹

にl浪らず体表lこも存する Lのであ-7.;。

鱗j干の効用さして 11色彩t.Ji演すのみな

らず後光鱗合病すJ.， 1， のがあり比の燐

11細胞内の物質が表散する Lのて1雄lシ

多〈雌私設ふ Lのでわかおこの外勝

三をの大きさ測定及鱗の利用について説

明がめつれが詳L<11同震の本含殺の

言ß~存在街l覧下さい。

主主様先生代4母;EEの茸について話-nも
1:。日向の椎茸の多b、理由11人工栽培

がfきから行IHl.て居1:こさ 、第二に It

材料多き こ芝、第三に 11気候の泊して

ゐるこさである。し かL日向1'.(乾燥に

不通常であるから乾燥法11:云ふまでも

告!r，(他の1J日工法お考へる必要かめる o

只今で 11:株主手羊~~~精すろ L のが出来

て尽rI5が之ら包むのに竹ら手IJmしたら

-J梓宮崎1.<-現すのに支からう言。次に

日向産茸の種類ためげて設明わり此民主

に11名稀1:'(j7'Je怒げる こさ にし1:。

ー' 椎茸. 松露、 カ京、事ケ、 J、~.，&-，

マ~ð'ク. サマ~ .. ホウキタヶ ‘ ヨ\' IJ 

:3 !1'， 'yロキグラゲ夕、カラカサ.， &-， 

世 ニ フ ヌペ

次に爽用菌類ごして夜答、 喜多角があ

ろ。

安岐君 11:移動する芽さ題 Lて言i舎の

中から其の一端や;'シザー。生れれ所の

貌から遊離 Lて行く Lのがある。例へ

lてヒドラの採な Lの勺あろ。←首エユヲ

の稜類11:禁般に球)伏の芸1'4有して繁殖
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用に供ゼられる。この外これに類ずる

Lのには滋頭.ピヤ ;;yス、 1・マ 1.， 

~'lJ ヤ等がある。

本日の出席者

?日野， I~l村v 松原、遠藤. 宇青山、中

ー烏.四本の書官先生

AIlI .-.:E峻、増弁、大市lt，島問.谷口

，波遜(春)，桐山

z-m有印

A Ii鈴木.岩-I:1J，市I仏野中.間安

井上、 熊~mJ堂.野口

E 1I ~/J、山

A I 近日後.以悶.村問、和泉、活tl'ET

佐野.永野.吉森"'Ii吉原.藤田

F I _大l川

Z I 白瀧、大貝.高橋(清)，高橋〈毒事3

黒木，r:t村.片岡 以上四十二名

校長先生L宮i筆先生 L不在につ告出

W;た額ふこさの出来なかっi:の11這i'g
であつれが.有主主な令令ち十時に終ろ

二三 由'tf.¥司E7:。

殺内墜事手大曾

Wl日 ulH'-u七年.六月二十五日

場所 !本校鵠堂

我が宮崎古品農林事校内1:あろ七与さ

舎から若手代表者一名宛た出して研究霊堂

表曾が聞かれ1:。リ Y 'I.舎から 11:桐IU

が「植物分布地惨さ葉線さのl絞係」主

題して変革主l1:。

鯵四十回例愈

j初日 昭和七年十月

場所 宮崎高等農林墜校合併教室

7'ロ?J'ラム

話の

曲

附

山

の

登

骨
E

・鎚

開

石

t
i
n
a
 

幹事

ヌI片岡君
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3.桃断片 宮様先生

.4. 熊本動物園の怪談 AII岩切君

5. 茶話含

6. 閉舎の餓 幹事

;)111司君I~R休の土産話に石鎚山の話

為してくれれI司君が登111して採集 しれ

昆掻11突の椋な Lのである。

ヤト tJ:11'. Iν リタデ J、.ヨスメメ.

メ;:/jtタスメメ.イチ毛ジグテ 7.'~、

>.J・ロマト モ--_ -/1司，!}'ヤ バ ~担、コメ

Y 寺、すホヒラタ >; ~、力。占Z

問機類さしてイ Vグチサ Yセ守等で

ある。

:き1率先生11研究た絞げられてゐる桃

の分布に就いて話きれれ。支那で一番

先告に桃の事が認してあるのは詩経で

日本で11古事詑であるo イザナギノ ミ

ョ 1.が黄泉から逃げ締られるH華道に桃

があつれので之ら採って退かけて来1:

鬼lこ投げつけれ所さすがのJ怠L逃げ飾

った ~v 、』、。指:古天皇のIJ寺に L 桃のあ

つれ4Í~が託 してあリ ï'1.';葉集にも桃に闘

する歌がある。ィ、i筆圭次郎氏の設によ

るさ周明天皇の時に橘豊-日欝に於げる

問答が書いてあるのでこの時桃のあっ

t:Z1J /，明らかであるの商洋で11Theo-

phratusが西暦組元前に桃の二さ私書

いて舟 る。次に現代の野生の桃あ しら

ベろさ青森県芸の南津腿1誌に野生の桃が

あるこさが植物撃雑誌に出てゐる。宮

崎般の三問弁にも野生があり高千穂町

幸夫元に もあり某の附近の鹿骨及J:Jlf村

股木uにLある。以よ日本のyi'fに桃

がある二さからして桃11:支那から*1:

さ云11れてゐるが支那から*t:ものば

かりでな〈我が閣にもあつれのでは無

いかさ恩11:れる。これ11断定11:出来な

いがこ んなこさがあるのでは無いかZ

L、ふ研究材料にはなるさ思ふ.

岩切君11.熊本動物園に遊んで観察

しt:'E ~イキ ー. 13定.猪.す少トセイ 等

の習性について面白く諮って〈れれの

で静まリかへって居t:この合会が念に

活気づいて凍食。

校長先生!1:来臼件郡北郷村に於げろ

吉野氏の農村責債整理についてお話が

あつれ。そして其ーの業績の級者な こさ

私設議きれt:。

本日の出席者

松岡校長、宮様、池端.日里f.橋本

松原.謹疎.四水.舟木の動性

AIJI 悶吉.大市中.河野-~ま岐.児島

相iJlll.波遜〈善幸).三戸

AII 鈴木、 岩切

F 11 i義務

A 1 日i話、正r閃.佐野

z 1 白i能、石西.JII刈以上~6名

第四十一回例曾

期日 昭和七年十一月二十一日

場所 宮崎高等段体感校合併殺室

プロ>.J'ラム

1. 開舎の蝕 幹 4"[.

2. 下駄材に就て A!II波遜春好君

3. 一般に見る ~ /， zm有国君

4. 日向斑竹の話 日野先生

5. 茶話曾

6. 閉舎の静 幹事

波溢君11:下駄材に就て話した。綱が

下駄材Zして事会重 きれる理由11:水分る

吸牧ずるこさが少告こささー穏のl炊事長

のあろこさである 0，なほ網!三下駄材ば

かりでなくfi[笥.金庫の内部等にも使

用される。二 れ11:ム主ltの性質の外火カ
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に強い4幸宜私有するからであ る a こ~

外下駄材さしては厚相、刺徽.胡桃‘

杉.赤移j!等がまうリ、歯に 11.樫込用ぴ毛

111穂l厚ヰト耳i.oL用ひろ。表11.竹の皮、篠

マニラ廊等あるが。近頃Itvザー古都

すろセ，νロイド 1，e塗ったものがf{tl<用

ひられるもRになっ1:。

有国沼 11種々の一般的なくもや禦げ

て市[明 U:oQjJ t;ヂヨロウゲ宅、づ力・

4・~・ 宅、 ゴミ~・宅.. ) .. ， /"-.. 1・1)~、 唱. ア

v~' カ~.毛 . すニゲ宅 、すホ 10 メゲ屯

グサゲモ等でこの中ヂヨロ 守ゲ宅さヨ

ザヰ ?r毛ら比較するさ咲の検な差がわ

" 。。
ヂヨロウ 9・宅 コゴ'(;i'・ 9・屯

骨豊形 1千j図形 丸味耳P帯..\~

色彩賞味た幣ぶ 黒色~~'liぶ

的占後の2iこ赤いなし
斑 黙 リ

Z延 か〈れちぴや かくれおぴら作
11主らす ろ

1虎惚九.十、十一)J 七.八、九月
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綬内悪事大愈

期日 昭和七年十二月十十七日

場所本校講堂
、、・鼻

出

演

d
'

草山
W

1

3
 

骨
ね
て

好

L

巻

題

塗

さ
波

」

て
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じ

紘

表

に
代

物

や

椛

曾

葉
ヰ

斑
Y

「
'
。

リ

し

わ

れ

演

し

第四十二回例舎

期日 昭和七年十二舟二十-8

場所 宮崎高等農林;撃校合併教室

プロ P・7ム

1. 関舎の鰐 幹事

広 野島より書官弁ω11まで AI日高君主

3. 粟の煉蒸に就て 松原先生

生. 望書雪で採集ぜる蝶に就て

AII山口君

5. 茶話曾

6. 閉曾の僻

講演略言E

日高~'I1.瓦休の採集族行為話 U: 。

幹事

ー日野先生11.日向名物の擬竹について i 野島で珍Lいのはヤクヨサウで今でl工

法べられた。 採集11.出来ず.白髭紳剥:に11.大与すよ熔

支那に 11.支那竹芝云ふ斑竹がわリステ i 樹がある。飲胞に 11.大告すよヨfYモFセ

少寺、矢立等の細工に用ひられる。二 j イがあり古江の天然組念物より大きい

の斑竹11:湖犯竹或ぴ11.涙竹;oU'停し湖 ! こさ;1.確かでわろ。なli南に市*-村が

犯の涙で出*-1:;:云ってゐる。二れ11. わり此のF付近11護性の植物多くノ、カマ

Micropeltis bambusicolaに依ろ Lので j カグラも多〈これ11球数に万lひられる

務鳥山麓でも見られる。 LK戎E竹11ナワ ! 此民主の釣岸 11.~長烏で~Z1が居山或 5人

ヒヲタ クで閣に11.)胞子に隔肢がないさ i のIDtによろさ八十匹余り居ろさいふ。

云 11.れてゐれが染色して隔膜~見る事 者R弁制11ilf1近の海岸に 11朝日子の皮がi票者

が出来日野光症に1f<って従来の名締が. してゐ1:。 二のF付近に 11蘇餓の自生地

改められれ0 ・ もあリ南図ら Lい気持ちになる。

四本先生11モメの刺餌に小鳥のあっ 菜の燥言語にJia....、て松原先生の御話ゃ

れこさも紹介され1:。 聞く。日本の架111lt界1，e遜じて相笛夏

本日の出席者四十八名 いもので.支加の山東容にも立滋な梁

がある。米関に L有るが貨が小さくて
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園祭用|こはならね。我が闘での粟の始 壬四封度以下でIt関係はないが二れ以i

まり It][く解ちないが約二千三百年1ft 上になるさ質が腕えなる。

前であらう。郷津、甲州.信州lが日本 ， 1お日君主 I t蚤惣旋行の際の~主獲物燦の

の名産地であろ.粟Itローマ時伏にも : 稜ふた紹介し1:。英の蝶キ<tHJて見ろj

作ってゐ?ここさから考へるさ以前It食

総さして唐1:のでは無いかさ思Itれ右

現今に於て菜 It正刃に~ iかちぐり」

さ次の様である。?

官、 ユウキニZ必ずアサギ寸~・i/.ホワさ/

ャ，νリマダラ.>、モl'"号、 3ムも〉ノλ屯

ざして珍重されるが正月頃まで貯へる ; 下寺、メスプカ 1.ラザキ.コ屯 y アサ

のIti主:虫の1:めにliliIYiit.である。英の筈 i ギマゲラ、キミースi7テ 7¥ シマメ Yテ

虫 :~[ 7"" Y" ウ. ムジ」さ r~ 守主力、、J 7"ヤマキテ 7.が?テフ、以 1)dlテ

であってはじめ立滋な架でu作品説明こ >¥ 三/口';>"，;)'アゲ J、.マ ダヲジ ロデブ

中か ら出て予lミる o ~リ ミ力。 1 '1 ~j虚間後 ! タイT Y 担 4マイ、，1/リモ y アゲヘ

に出ろがVギYウムジ1'1二十日イ立して ，1/リモY;;:;ヤノメ.づノ ρ テ7.以上

から出はじめて出ろ!YJ閉が長いo ~リ j の桜な Lのが居るが一般に色彩が鮮明

ミ力、11.糞が出ろからをギYウム V 之容 i なるもの多し翠惣の蝶1'1種類1'101地

易l こ r;f:~Eリするこさが出来ろ外前者It淡 i より多く百六十六種あるが伺惚数!'1:;T

紛色であり後者!'1白色である。これか 、。

防l除する に は卵~d:みつ (J J.，前に ~~側 i 次に茶話舎の席上で宮i率先生が調査

る撒布すれIt'夏いのであるがこの方法 : になってゐる リ守ノウギ Pの御話がわ

1'1来1:'](<研究されて)，，~.ないa 枇酸ili{j ， つれ。 これは延|瑚の八戸にも あり、日

込入れて見れが栗の*た害するおそれ j 向採誕百巴にイ去るさ徳川H村tに延岡のiE

があり.普1'1水につけて防いにがこれ <で採集きれ1:託銀がある。宮I率先生

1'1換水の必要がわリ甚1ご不礎資なもの ! の調べによるさ今でも此の地方の海岸

である。近来1'1熱に依る方法が考へら i にある 古いふ。 大飽ノヂギPに似てゐ

れ FDO度で五分乃至十分間で死ぬさい J.，がノヂギグ1'1海岸.市守ノウギゲ 1'1

ふ 。育ー酸瓦llJf版蒸Lあつれが質~t!;:す i 山のJニにある古いふ。

ろ飲駄があり . !J ロ - ，レピ~ 1J Y /，菜 j 出席者

に針して 1'1惑b、。でl:t何が瓦いかさ言 i 校長、宮様.松原.四本の祁先生

ふさ二硫化炭素の惚蒸である。量1'1千 AIII 大柿.波法〈拳);網111

立ブi尺に l\fj' して四~þj-l支で二十乃至三十 AlI 野口.植木.Lll口

時間で宜 Lぃ。これl:t果資の中の卵の A i 8高

場合であるが‘幼虫になっれ ものはな Z 1 自治~， ~農水の諸君 以上十四名

l三弱 〈一刻j支で二十Hキ閉で完全lこ目的 : 本 日 I!~是ーのグ ラ ス舎さ重り叉当事き

た迭すろこさが出来ろ oi鼠度さの関係 ! の矯めに出席者の少なかっ1:のIt;立憾

に就いては徹氏十皮以上で I!大しれ閥 : であs。振って出)'¥'lあらんこさらおーふ

係 I:l:Af，いが十度以下で1'1少 U;¥関与長

〈ずる必要があ るO 果貨に弘jすろ影響
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宮崎リンネ曾々則

第一1~ 本曾ρ之チ宮崎リ y ヰ含1-:1'得ス

第二機本合ノ、生物事並ニ路用生物惑ニ閥ス Jレ智識ノ向上チ以テ目的トス。

サ 第三燦柑戸前f炭ノ目的ニ賛Vデ入含以崎崎高等農林製校在校生・卒業生

及ピ聡員チ 毛Yテ之ν子組織ス.但V本校以外ノ人ニ ヨノテ入合希望セ，v

毛ノ ノ、幹事ノ推薦ニ依リテ含負担，1〆コトチ録。

第四f旗 本舎 h 左ノ:事業チ行7

一.1担j含(等刃一回第三土曜日〉 二.総'含 〈毎年凶刃〉及ピ臨時総曾

ノDHffii. 三、見事叉ハ採取族行. 四、 合誌;C年一回〉ノ列行。

五、其他本曾ノ 目的 =- 1堕f~; セル事業。

第五燦 木曾ノ;事務チ盟主理ス ，vd;t'メ幹事'li.名『チ佐P。

第六傑幹事ノ任期ρ1ク年ト V総合ニ於テ互選ス，1/モノ トス。但v蒋選ス ルコ

Fチf寺f

努~七f後本舎ノ経Ì~チ支勢スル免メ合);Il( !、 き/デ金五拾銭チ磁出ス Jレ宅ノト ス。 但

v二回ニ分納ス ル事チ待> (於12月臨時総合吹正ス〉

第八傑 本曾規員11ノ攻腹ρ 総合ニ於テ出席者過半数ノ同意ヲf寺テ之チ決定ス JV毛

ノトス 3

附 際l

第九{際本即11>、昭和五年四月一日ヨリ施行ス。

(0否和六年九月吹正〉

編 早耳 後 ~E 

本誌に玉稿や害?ぜ られ1:含員諸ー氏にj享〈御前摩申よます。橡想よ り少しく遅延し

れが御覧の巡り恥b、しか らね合報浴室mずる こ之の出来1:の!!同滋に惑へない。

出来ろなら校外の曾員存者氏 さ祈7校生言者本?にも っ さ筆 1""執って戴~ 1:v、。 本合報

!!我々 含負のものであるこさ!:{云ふま でも無いが.各自が以前に L婚して本誌に

湖心ら持ち投稿為~く しなげれば内容や充li(ず るこさ!:{望まれない。

此の紙上司P借りて曾員諸氏に御考慮1J?煩!!し7川、事!:{昭和六年十二月の臨時線、

曾に於て曾~j苦闘五拾銭ル五拾銭l こ 攻正 しれのであつれが幹事さして曾の後!良上

笠岡f立にL1:いさ考へてゐる。昭和八年一月の臨時総合に於て評議するこさ にす
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ろ 。なほ校外の曾員言者氏 1 1:曾査の納入浴御忘れ~Ilf;v、様に御願びするo今後何等か

の方法で曾良さの漣絡やよりよくさり t:い。

今回の目次の分類に11:不蛍な貼もあるが止むた得なかっt:。編輯上不備な粘も

多々ある事さ思ふかち腹栽な C忠告ら御感ずる。

欄f(Iーするに常.り卒業た前に本舎のI按昌吉曾負言者氏の多雪告を航・る Q

-:-7. 12. 28.一桐山英知j

b 投 稿規定寸

1， 託事11:生物撃に闘する事術的叉l:tfiffi周準的英他一般生物事記事7:J5こさ。文

率的記事11:本誌の性質上採用ぜず.但 L採集言[1.11:差支な L。

2、 生物に関係わる潟民.スケアチ。

‘ 女中の折悶11明瞭、必らず黙殺?:Jろこさ。

4. 投稿用紙11必らず23x!l3用紙1:横寄与のこさ。ザ Y'I・曾用の原稿泉本舎内に

わり 0

5. 仮名 11:ひらがなさしてI>'t倒語11:カ主力ナ綴リ 、若<1 t原字か用ふる二 Z3

6， 紙上に 11:必ず氏名明記の 二三。

7. 頁磁の都合上次放に まわすこさがあろ。線、て編級者に一任の二言。

8， 原稿11:下認の所に法って謀長吾1:v、。

宮崎高等農林墜校内 宮崎リ Y'I、合報編斡昔日宛
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